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　時の止まった永遠の黄昏たそがれの中、由ゆ良ら健けん二じは正面玄関のガラス張りの自動ドアを無造作に蹴け破やぶり、病院に押し入った。

　かすかに赤く色づいたふたつの影が、無人のロビーに長く伸びる。

「……あらためて考えると、わざわざ足を踏み入れてぇ場所じゃねえよな」

「何がです？　もしかして病院が嫌いなんですか、ケンジさん？」

　同行するマラハイドが、健二の呟つぶやきを聞きつけて尋たずねる。

「病院じゃなくて〝逢魔が刻トワイライト〟のことだよ」

　かろんとキャンディを舌の上で転がし、健二は白いスラックスのポケットに両手を突っ込んだまま、上の階へ通じる階段に向かった。

「――まーちゃん、ほかのウォーライクの気配はあるかい？」

「今のところないです。……ただ、もしかすると、わたしたちが〝門〟を開いたことを察して、ちょっかいを出してくる人たちがいるかもしれません」

「そんな物好きと鉢はち合あわせする前に、さっさとすましちまえばいいのさ」

　階段を上がった健二は、右手のほうを指ししめしてマラハイドの肩を叩たたいた。

「まーちゃんはあっち、オレはこっちだ。見つけたら声かけてくれ」

「はい」

　健二たちは二手に分かれて病室のプレートを確認していった。

　もちろん、ここはトワイライトの中である。病室はおろか、この病院内で生きて動くものは健二とマラハイドのふたりしかいない――いないはずである。

　それでも健二は、とある青年の病室を捜さがして小さなネームプレートにいちいち目を通していった。

「――ケンジさん！」

　長い廊ろう下かの東の果てから、マラハイドが健二を呼ばわった。

「ありました。たぶんここです」

「りょーかい」

　健二はリノリウムの床の上で靴くつ底ぞこをきゅきゅっと鳴らし、一〇〇メートル近くはあるマラハイドとの距離を一気に詰めた。〝魔性の血エルフインブラツド〟を飲んだ〝鞘ロのー主ド〟には造作もない芸当である。

「――どれ？」

「ここです」

　やってきた健二にマラハイドがしめした個室のネームプレートには、アルファベットでパトリック・ハーンと書かれている。

「……でもケンジさん、トワイライトの中からは何も持ち出せないんですよ？　もしここで見つかったとしても――」

「そりゃあ判わかってる。今回はあくまで確認だよ、確認。もしここにあるってはっきりすれば、その時はあらためて盗みに来るさ。……まあ、なかなかそんなうまい話はないと思うがね」

　悪びれることなく答えて、健二はスライド式のドアを引き開けた。

　しんと静まり返った病室には、やはり誰だれもいなかった。ついさっきまで誰かが眠っていたとおぼしい形に寝乱れたベッドと、そのかたわらにボストンバッグやキャリーバッグがいくつか置かれているだけで、それ以外はいかにも病院らしく、殺風景この上ない。

「まーちゃん、そっちのキャリーバッグを頼む」

　健二はベッドの上でボストンバッグをひっくり返し、中身を全部ぶちまけた。

「……着替えに日用品と――あとは本ばっかりだな」

「こっちもです。もしかするとこの中に混じってるのかもしれませんね」

「そうかぁ？　だってオレたちが捜してる〝妖精の書レボル・シオグ〟ってのは、何も書かれてない本なんだろ？」

　健二は片かたっ端ぱしから本を手に取り、そのページをめくっていったが、そのどれもが健二には理解不能の外国語で書かれたものだった。パトリックの出自を思えばアイルランド語の本なのだろうが、いずれにしても健二たちが捜しているものではない。

　英語表記の東京の地図を広げて眺ながめていた健二は、健二以上に乱雑にバッグの中身を散らかしているマラハイドを振り返った。

「……こっちにはないっぽいけどな。まーちゃんのほうは？」

「こっちもそんな感じです。少なくとも何も書かれていない本はありません。……無む駄だ足あしでしたね」

「だから確認作業っていったろ？　ここであっさり見つかりゃ苦労しねえって」

　苦笑しながらマラハイドの頭を撫なでた健二は、すぐに笑みを収めて無機質な天てん井じようを見上げた。

「――あの夜、おそらくパトリック・ハーンは宮みや本もと伊い織おりと戦って負けたんだろう。だけど、あそこで行き倒れてたパトリックは〝書〟を持ってなかった。ここにある荷物の中にも〝書〟らしいモンは見つからない。……ってことは、〝書〟を持ってるのは――宮本伊織か？　それとも別の誰かか？」

「誰なんでしょうね、いったい？」

「……マダムが始末しろっていってたから、てっきりパトリックが〝書〟を持ってると思ったんだがな」

「確かにラ・ベルはパトリックを倒せとはいいましたけど、パトリックが〝書〟を持っているとはいってませんでしたよ？」

「だってそう思うだろうよ、あの流れなら？」

「ラ・ベルはそんなに判りやすい人じゃないと思います。……きっと、単にパトリックが嫌いだったんじゃないんですか？」

「何だそれ？　嫌いだから舞台から引きずり降ろせってか？」

　大おお袈げ裟さに肩をすくめ、健二はベッドから立ち上がった。

「――まあいいや。とにかくここに〝書〟はねェってことだけははっきりした。パトリックは戦いに負けてすべてを失って、〝書〟の行方ゆくえどころかウォーライクのことも何も覚えてねえってな」

　現実世界のこの場所に眠っているであろうそばかす顔の青年を思い、健二は淡たん々たんと呟いた。

「……もうオレたちとは何の関係もねえアイルランド人だ」

「そうですね」

「帰ろうぜ、まーちゃん。腹減ったろ？」

「はい」

　マラハイドをうながし、健二は窓辺に向かった。












　窓を開けると、陰いん鬱うつな茜あかね空ぞらが目に飛び込んできた。

「……ああはなりたくねえもんだな」

　マラハイドと手をつないだまま、健二は窓まど枠わくに足をかけて大きくジャンプした。

　遠くで鳴り始めた鐘の音が、まるで敗れ去った者たちへの手た向むけのようで、健二はまたひとつ深い溜ため息いきをついた。






















　幼少期から身体からだがあまり丈夫ではなかったが、それでも宮みや本もと伊い織おりは、大きな病気や怪け我がで病院の世話になったことはなかった。

　だが、だからといって病院が好きなわけではない。

　特に、病院へ来た――呼ばれた理由が今回のようなケースならなおのこと、さっさとおさらばしたいというのがいつわらざる心情だった。

「…………」

　ベッドサイドにいる背広姿の男を一いち瞥べつしてから、伊織はベッドに横たわる青年を無言で見下ろした。

「――彼の名前はパトリック・ハーンといいます」

　背広の男が口を開いた。

「アイルランド人です。……宮本さん、電話でもお聞きしましたが、彼と面識は？」

「ありません。初めて見ます」

　こちらもまた電話で話した時と同じ答えをもう一度繰り返し、伊織は首を振った。

　我ながら、噓うそをつくのがうまくなったと思う。ウォーライクだの何だの、ふつうの人間からすれば荒こう唐とう無む稽けいとしかいいようのない、常識外のものとかかわるようになってからこっち、伊織は噓のつき通しだった。たとえ本当のことをいっても信用はしてもらえないだろうし、自分がどこかおかしい人間だと思われないようにするためには、むしろそれは必要不可欠な噓なのだが、そうした噓を積みかさねることに良心の呵か責しやくをほとんど感じなくなっているのは、決して褒ほめられたことではない。

　男はかさねて尋たずねた。

「お心当たりはありませんか？」

「いえ、特には」

「そうですか……実はこの青年の持ち物の中に、あなたのお父上からの手紙があったんです。まあ、手紙といっても、中身は空からで封筒だけだったんですがね。我々があなたにご連絡を差し上げたのも、要はこの宛あて名なを見たからでして」

　男は伊織にセピア色に褪あせた封筒を差し出した。

「……チャールズ・ハーン――」

　伊織は宛名に記された名前を無意識のうちに読み上げた。これもまた覚えのある名前だが、ここでその名前が出てくるのは伊織にとっても想定ずみである。

　逆に伊織は、いぶかしげな表情を作ってしばし考え込んだあと、何か思いついたかのように目を丸くした。

「ああ――もしかすると」

「何かお心当たりが？」

「心当たりというか……おれとは直接の面識はないんですが」

　伊織はそういって、ポケットの中から一通の封筒を取り出した。

「お電話をいただいてから、ちょっと父のアドレス帳やら何やらを調べていた時に、これが出てきたもので……たぶん、これもその人とやり取りした手紙だと思います」

「……確かに同じ名前ですね」

　ふたつの封筒を見くらべ、男はうなずいた。

「父は大学でアイルランドの文学や文化史なんかの研究をしていたので、このチャールズさんというのは、おそらくその縁で知り合った向こうの学者仲間か何かじゃないかと思います。ただ、それ以上のことはおれにもよく判わかりません。詳しい話を聞こうにも、父はずっと行方ゆくえ不明なもので」

　父親が行方不明、というフレーズは、ふだんは伊織がクラスメイトたちを黙らせる際に使っている切り札だが、完全に沈ちん黙もくさせるとはいかずとも、この背広姿の役人に対してもそれなりに効力を発揮した。

「そうですか……」

　男はややばつが悪そうに言葉を濁にごした。

　伊織はちらりと男の表情を窺うかがい、溜ため息いき混まじりに聞き返した。

「――本人に聞くことはできないんですか？」

「それが……どうも彼は部分的に記憶を失っているようで」

「記憶喪そう失しつってことですか？」

「詳しいことはこれから専門家に診みてもらわなければ何とも。――ただ、意識が戻った時にはすでに記憶に混乱が生じていまして……」

　男の説明によると、パトリックはここに搬はん送そうされた直後から、まるで見知らぬ土地にたったひとりで取り残された幼おさな子ごのように怯おびえたり、あるいはひどく暴れたりするため、今は鎮ちん静せい剤ざいを投与されて一日の大半を寝てすごしているのだという。

「…………」

　おそらく――と、伊織は思った。

　おそらくパトリックは、イグレインとあまりに長い間、同じ時間をすごしすぎたのだろう。パトリックたちとの戦いの中で伊織が断片的に得た情報が正しければ、パトリックは、少なくとも七年前にはすでにイグレインといっしょにいた。ことによってはもっと昔から、ふたりは家族としてともに暮らしていたのかもしれない。

　イグレインが消滅することによって、彼女とともにあった間のパトリックの記憶が改変されたのだとすれば、それは彼の人生の半分が書き換えられたということである。その際に生じるゆがみはかなり大きなものになるのだろう。

　パトリックが精神的に不安定になっているのは、もしかするとそんな理由もあるのかもしれない。

　その時、静かであるべき病院の廊ろう下かを、騒そう々ぞうしい足音が近づいてくるのが聞こえた。そして、申し訳程度に小さなノックのあと、スライド式のドアが開く。

「遅れてすみません」

　額の汗を拭ふきながら姿を現した宮本頼より通みちは、伊織を一瞥してから、男に向かって深く頭を下げた。

「――宮本頼通といいます」

「叔お父じです」

　帰国してすぐに成なり田たから直行してきたという頼通は、この暑いさなかにワイシャツとネクタイというスタイルで現れた。彼のプライベートを知る人間からすれば、違和感を覚えるほどにおかたい恰かつ好こうといえる。

　がしかし、それはおそらく頼通なりの計算があってのことだったのだろう。挨あい拶さつを終えてすぐに頼通が差し出した名刺を手にした男は、目を丸くして驚きの色を見せた。

「大学の先生ですか――」

「今は休職中ですが」

　そうつけ加えた頼通は、ベッドに横たわるアイルランド人の青年を見下ろし、大きく深呼吸した。

「おおよその話は甥おいから聞いています。……私も面識はないのですが、この青年は、兄の知人のチャールズ・ハーン博士のお孫さんだと思います」

「この手紙の受取人ですね？」

「はい。前に兄から、ハーン博士には伊織と……あ、この子ですが、甥とそう年の変わらないお孫さんがいるという話を聞いたことがあります。兄と博士は、年は離れていましたが、どちらもアイルランド文学やケルト文明史の研究にたずさわっていました。書簡のやり取りも多かったし、兄がアイルランドまで博士を訪ねていったことも何度かあったはずです」

「それでは、やはり彼は宮本さんを訪ねて――？」

「可能性としてはそれしか考えられませんが……おい、伊織、事前に何か連絡は？」

「いえ、何も」

　伊織は男に向かって首を振った。

「そうですか――」

「…………」

　落らく胆たんする男をよそに、伊織はこめかみを押さえて嘆たん息そくした。

　伊織はつい三日前まで自宅で臥ふせっていた。ほかならぬこのパトリック・ハーンとの戦いで深手を負ったためである。〝魔性の血エルフインブラツド〟のおかげですでに傷は癒いえているが、いまだに貧血気味で、ちょっとしたことでもすぐに疲れが出てしまう。

　伊織の疲労の色に気づいたのか、頼通が声をかけた。

「――伊織、ここは俺おれに任せて、おまえはどこかで休んでろ」

「判った……」

「え？　何か……？」

「いや、こいつ病やみ上あがりなんですよ。ちょっと夏バテで臥ふせってたとかで」

「そうでしたか。そのような時にご足労いただき、申し訳ありませんでした」

「いえ、まったく縁のない相手というわけでもありませんし――」

　白々しい叔父のセリフを背中で聞きながら、伊織はパトリックの病室を出て階下のロビーに向かった。

　やはり病院の空気は好きになれない。清潔すぎる冷ややかな空気に汗が乾いていくのを感じながら、伊織はロビーのソファに腰を降ろした。

　ほっと溜息をつくと、青白いパトリックの顔が脳のう裏りによみがえってくる。

　青年は死んだわけではない。伊織と同様に、エルフィンブラッドの効果によってその身に受けた傷はすでにほぼ癒えている。

　ただ、彼が負った心の傷は大きく、そして癒やされてはいない。

　自分がパトリックをそこまで追い詰めたのだという現実は、伊織にとって決して軽いものではなかった。

「――――」

　パトリックを倒さなければ、死んでいたのは伊織とクリスのほうだったろう。一方的に憎ぞう悪おをいだいて戦いを仕し掛かけてきたのはパトリックのほうであり、伊織は自分たちの身を守ろうとしただけだった。そもそも、パトリックたちを撃げき退たいした時、伊織に意識はなかった。

　だが、それでも伊織の罪悪感は消えなかった。パトリックに対する殺意を覚えた瞬間がなかったとはいわないが、それは〝血〟に浮かされていた間のことだけだ。

「――よう、お待たせ」

　伊織がじっとうつむいてスリッパの爪つま先さきを見つめていると、ジャケットを肩に引っかけた頼通が皮肉っぽい笑みとともにやってきた。さっきまではきっちり締めていたネクタイも、今はすっかりゆるんでいる。どちらかといえば、こちらのほうが伊織にとって馴な染じみのある叔父の姿だった。

「あのお役人さんは？」

「さあな。まだいろいろとやらなきゃならんことがあるんだろ？　こっちはもう帰っていいっていわれたんだ、さっさと消えようぜ」

「また呼び出されたりするかな？」

「呼び出されたとしても、きょう話した以上のことは話せないっての。……おまえだって、何を聞かれても知らぬ存ぜぬで通したんだろ？」

「……ああ」

　自分とパトリックの間に何があったのか、噓いつわりなく話したところでどのみち信じてはもらえまい。信じてもらえないどころか、少し頭のおかしいガキと思われるのがオチだろう。

　だから、パトリックとはいっさいの面識はないということで押し通した。それは、タクシーで移動中の頼通と話し合って決めたことだった。

　頼通と連れ立って病院を出た伊織は、容よう赦しやなく照りつけてくる陽ひ射ざしの強さに顔をしかめた。病室で大おお袈げ裟さに溜息をついたのは半分は演技のつもりだったが、こうして直射日光にさらされていると、本当に倒れるんじゃないかという気がしてくる。

「――何にしても、家のほうに訪ねてこられなくて助かったろ。あからさまに不自然だからな、今の宮本家の家族構成は」

「おれのせいじゃあない」

「いいたいことは判るが、だからといっていまさら放り出せないだろ？　ルゥにしろ、そのクリスちゃんにしろ？」

「放り出すともいってない」

　シャツのボタンをひとつはずし、伊織は叔父を見やった。

「……空港から直接来たっていうわりには身軽なんだな」

「宅配便で送った。どうせ荷物の大半は着替えだしな。……それに、このあと寄りたいところもあったし」

「寄りたいところ？　このまま家に帰るんじゃないのか？」

「腰を落ち着けると外出したくなくなるんだよ」

　病院の中では吸えなかったタバコに火をつけ、頼通は笑った。

「――それにしても、前にオレが渡米してから半年もたってねえのに、ずいぶんとまた劇的な青春時代を送るはめになったもんだな、おまえも」

「だから、別におれが望んでそうなってるわけじゃない」

「しつこいな、おまえも。……まあ、兄貴を恨うらみたくなるおまえの気持ちも判らんじゃないが」

「叔父さんは以前から知ってたんだろう？　親父がウォーライクの研究をしていたってことを？」

「まあ、兄貴の書しよ斎さいとかに出入りしてるうちに自然とな。もっとも最初の頃は、まさか兄貴がウォーライクなんてモンの存在を本気で信じてるとは思わなかったよ。単なるマイナーな伝承か何かを調査してるんだとしか考えてなかった。……その認識をあらためたのは、兄貴がマジで行方知れずになってからだな」

　別に珍しいわけでもないだろうに、頼通は沿道の緑を眺ながめて目を細め、うまそうに白い煙けむりを吐はき出だしている。アメリカからヨーロッパへ渡り、あちこちをめぐり歩いてきたという叔父の肌はだは、外をうろつくのがあまり好きではない伊織と違って、精せい悍かんに焼けていた。

「ウチの書斎には、兄貴の研究資料なんてろくになかったろ？」

「……そういえばそうだな」

「全部大学の研究室に置いてあった。……今は俺が引き取って、トランクルームに保管してある」

　頼通はポケットを探って一本の鍵かぎを取り出し、伊織に投げ渡した。

「その鍵はおまえに預けとく。調べたいことがあれば自分で調べろ。……といっても、貴重な学生生活を潰つぶす覚悟でもなけりゃ、とても調べきれるもんじゃないけどな。そもそも日本語以外の資料が多すぎる」

「叔父さんは調べたのか？」

「冗じよう談だんだろ？　全部はさすがにムリだよ。まあ、兄貴がフィールドワークでどこを回ったかってことをまとめたノートがあったんで、それを調べて俺も同じようにあちこち回るくらいはしたけどな」

「ルテティアと出会ったのもその時か」

「ルゥって呼んでやれよ。……ちゃんとうまくやってんのか、おまえら？」

　この叔父が日本に帰国するに当たってもっとも気に懸かけていたことのひとつは、おそらく、自分が送り込んだ傍ぼう若じやく無ぶ人じんな美少女のことに違いない。

　眼鏡めがねを押し上げた伊織は、大袈裟な溜息をついてバス停に並んだ。

「少なくとも、向こうはうまくやっているつもりでいるだろうな」

「おいおい、冷ややかだな」

「おれからすれば、ろくに家事も手伝わないお荷物がひとり増えただけだよ。クリスと違って自分であれこれできるはずなのに、何ひとつ率先して家事をしようとしない穀ごく潰つぶしだし」

　伊織は淡たん々たんとルテティアの怠たい惰ださを指摘したが、実際、彼女が進んでするのは自分の下着の洗せん濯たくくらいのものだった。それも、洗濯機だと痛むからという理由で手洗いにしているだけで、それ以外の服はすべて伊織に洗わせている。もし伊織に女物の下着をソフトに手洗いするスキルがあったなら、おそらくルテティアはそれさえも伊織に丸投げしていただろう。

　半分くらいまで灰に変わったタバコを携けい帯たい灰皿にねじ込み、頼通は苦笑した。

「まあ、おまえのいうことは耳に痛い正論が多いだろうからな。ワガママなあの子にはいい薬だろ。――そんじゃまあ、ルゥにはうまくいっといてくれ」

「何をだよ？」

「夕方には戻るとかどうとか、ま、テキトーにさ」

「どこに行くんだ？」

「早はや瀬せのところだよ。……彼女のお袋さんには、学生時代に世話になったことがあってな」

「薬くす子こ先生のところか」

「どのみちすぐに新にい盆ぼんなんだろうが、今はもう、早瀬んトコの法事には俺なんかが顔を出せないだろうしな」

「……どういう意味だ、それ？」

　思わず聞き返した伊織の言葉に、今度は頼通のほうがいぶかしげな表情を見せた。

「おまえ……何も聞いてないのか？」

「何を？」

「早瀬のウチの事情だよ」

「母子家庭だったってことと、あとは、若い教師にふさわしからぬ高級分譲マンションに住んでるってことくらいかな」

「そうか……まあ、わざわざ教え子にいうようなことじゃないからな」

　バスがやってきたのを見て、頼通はその話題をそこで打ち切った。伊織も、それ以上聞いてはいけないような気がして、しつこく引っ張らずに話を切り替えた。

「……あいつ、どうなるのかな？」

「は？」

「パトリック・ハーンだよ」

「そうだな……たぶん、旅行中に何らかの事故に遭あって記憶を失った不幸なアイルランド人として、本国に送還されることになるんじゃないか？　記憶の混乱とやらが治るかどうかは俺にも判らんがね」

「…………」

　停車したバスのドアが静かに開き、車内の冷ややかな空気を吐き出した。

「――伊織」

　無言でタラップを踏む甥の背中に、頼通が声をかけた。

「そう気に病むなよ。おまえが気にすることじゃない。――おまえはもっと自分たちのことを考えろ。守るって決めた以上はな」

　伊織が振り返ると、窓の向こうで頼通が笑っていた。

「……簡単にいってくれるよ」

　小さな声で毒づき、伊織は一番後ろの空いている席に腰を降ろした。

　朝の出勤、通学ラッシュ時にはそれなりに混むのだろうが、昼前のこの時間は利用者もそう多くないのか、埋うまっている座席はまばらだった。宮本家へ帰るには、この路線の終点ひとつ手前で降り、そこから歩いていくのが一番早い。

　伊織はシートに身をうずめて天てん井じようを見上げ、ゆっくりと深呼吸した。

　頼通はああいっていたが、パトリックの末路が伊織にあたえたショックは小さくなかった。病室に入った時から感じていた罪悪感にしてもそうだが、同時に、もし戦いに敗れたのが自分だったらという恐怖感もまた、伊織の胸に重くのしかかっている。

　ウォーライクとのかかわりが深ければ深いほど、それを失った時に奪われる思い出も大きくなる。そんな当たり前の〝ルール〟に、これまで伊織はほとんど意識を払ってこなかった。

　だが、そのはなはだしい実例を見た今、伊織はあらためて〝鞘ロのー主ド〟にとっての敗北の重さを思い知った。あのベッドにああして横たわるはめになっていたのは、ことによっては伊織のほうだったのかもしれないのである。

「……気にするなっていうほうが無理だろ」

　じっと閉じていた目を開き、伊織はバスを降りた。

　真夏の陽射しの強さのおかげで白茶けて見える住宅街は、蝉せみたちの声ばかりで人ひと気けがなく、現実感がごっそりと抜け落ちていた。日影を選んで歩いていても、アスファルトから立ち昇ってくる熱気が、伊織の意識をたびたび遠くさせる。

　時刻を確認しようとして伊織が携帯電話の電源を入れると、大おお路じ常葉ときわからのメールが届いた。ちょうど今、リリオーヌといっしょに宮本家に来ているらしい。常葉や薬子には、パトリックの件で病院に行くことになったと知らせてあったから、たぶんそのあたりの話を聞きにやってきたのだろう。

　こちらも帰宅途中なので、もうしばらく待っていてほしいと返信していた伊織は、ふと視線を感じて顔を上げた。

「――――」

　伊織の目の前、ほんの三メートルほどのところに、黒ずくめの少女が立っていた。

　その時、真っ先に伊織が脳裏に思い浮かべたのは、なぜかクリスタベルだった。別に顔つきが似ていたというわけでもなく――どちらも美しい金髪の持ち主だという点では共通していたが――ただ、その身にまとった雰ふん囲い気きが、どういうわけかクリスを連想させたのである。

「!?」

　全身を黒いゴスロリ風のドレスでコーディネイトしている少女は、上うわ目め遣づかいにじっと伊織を見つめ、その唇くちびるに意味ありげな微笑ほほえみを浮かべている。その浮うき世よ離ばなれしたスタイルに嫌な予感を覚えた伊織は、ほとんど反射的に片目をつぶって少女を凝ぎよう視しした。

　しかし、伊織が予想していたような光の翼は、少女の背中にはなかった。

　驚きと戸と惑まどいにその場に立ち尽くしている伊織をよそに、少女は白いショートカットブーツのかかとを鳴らして無造作に近づいてくると、小鼻をひくつかせて伊織の匂いを嗅かぎ始はじめた。

「……バニラ多めのパン・ベルデュにダージリン、ベーコンエッグ、ハルミチーズのオリーブオイルソテー――ずいぶん食い意地の張った同居人ね」

「え――」

　流りゆう暢ちような日本語できょうの朝食のメニューをいい当てられ、伊織はまたさらに目を丸くした。

「こういう日常はいつまでも続かないものよ。分をわきまえない俳優は、演出家に嫌われて出番を削けずられるの、知らないの？」

「おまえ――!?」

　伊織は少女と距離を取ろうとして両足に力を込めたが、その刹せつ那な、激しい立ちくらみに襲おそわれてその場に膝ひざをついてしまった。

「いぢめられたくなければ少しは身を慎つつしんだほうがよくってよ、おにいちゃん」

　あざけりを含んだ少女の声が頭上から降ってきたが、伊織は首をもたげることさえできなかった。

「……！」

　たっぷり三〇秒ほど、嘔おう吐と感かんをともなう平衡感覚の崩壊にじっと耐えていた伊織は、ゆっくりと呼吸をととのえ、ようやく顔を上げた。

　いつの間にか蝉の声は途と絶だえ、あたりには時ならぬ静せい寂じやくが落ちていた。相変わらず人気はなく、いつの間にかあの少女の姿も消えている。

「あの子……いったい――？」

　軽く頭を振って、伊織はのろのろと立ち上がった。

　病み上がりに見た一瞬の白昼夢と片づけるには、それはあまりにリアルすぎた。あの少女がここに実在していたという証拠は何ひとつ残されてはいなかったが、それを単なる幻げん覚かくと片づけてしまうには、あいにくと伊織は、現実離れしたイベントに慣れすぎてしまっている。

　ともあれ、伊織は周囲に気を配りながら、自宅へと戻った。

「ふー……」

　玄関に入って強い陽射しから開放された伊織は、大きく嘆息して上がりかまちに腰を降ろした。

「――やあ、お邪じや魔ましてるよ、宮本後こう輩はい」

　伊織の帰宅に気づいて、書斎のほうから浴衣ゆかた姿すがたの常葉がやってきた。

「暑いのにたいへんだったね」

「この程度の後始末ですむなら楽なもんですよ。……よくも悪くも、これで本当に縁が切れるならね」

　溜息混じりに答えた伊織は、いつもなら帰ってきた世帯主にタックルまがいのいきおいで飛びついてくる居い候そうろうが、きょうにかぎってなぜか顔を見せないことに気づき、首をかしげた。

「……何かあったんですか？　やけに静かですけど」

「見れば判るよ」

　肩をすくめ、常葉は苦笑した。

　常葉に続いて書斎に入った伊織は、クリスタベルとリリオーヌが書しよ架かの前に立ち、窓のほうを向いて一心不乱にロールケーキを食べているのを見た。立ったままケーキを食べるという時点で褒められたマナーではないが、それ以前に、ふたりとも丸々一本ずつのケーキを手にしているのが何か間違っている。

「……何ですか、これは？」

「祖母の知人が尋ねてきて、おみやげにくれたんだけどね」

　テーブルの上の空の箱をしめし、常葉は説明した。

「――うちではこういうものはあまり食べないから、どうせならこちらにお邪魔する時にと思って持ってきたんだけど、箱を開けて中身を見せたとたんに、クリスがこうやって食べるんだっていい始めたのさ」

「…………」

　ちらちら伊織のほうを見ているから、クリスも伊織の帰宅には気づいているはずだった。が、それでも無言のまま、出窓に向かって黙々とロールケーキを頰ほお張ばっている。それを見て、伊織はそっと常葉に耳打ちした。

「……これ、恵え方ほう巻まきの食べ方と取り違えているんじゃないんですか？」

「たぶんね」

　くすくす笑いながら、常葉はよく冷えた緑茶を出してくれた。これもおそらく常葉が家から持ってきてくれたものだろう。

「――そういえば、ルテティアはまだ寝てるんですか？」

「ああ、彼女ならわたしがここへ来るのと入れ違いに出ていったよ。買い物をしてくるから留守番を頼むといっていたけど。……やけに楽しそうだったね」

「叔父が帰ってくるからですよ。本人いわく、恋人同士だそうですから」

「そう、それで思い出したよ。例の件はどうなったんだい？」

「あまり後味のいい幕切れじゃありませんでしたよ」

　冷たいお茶を飲み干し、伊織は病院での顚てん末まつを語った。

「そうか……確かにそれはきついね。降り懸かる火の粉を払っただけとはいえ、そういう姿を実際に目にすると、自分たちの判断が正しいのかどうか、心が揺れるよ」

　コップの中の氷をからりと鳴らし、常葉はうつむき加減で呟つぶやいた。

「……前に、滝たき沢ざわさんと対たい峙じした時に、いわれたことがある」

「何をです？」

「こちらから仕掛けようと、相手から仕掛けてこようと、その結果として相手のウォーライクなりロードなりを倒すのであれば、そのふたつの行為に何の差もない、ってね。自分からは仕掛けないなんてことは、自分自身を正当化する免めん罪ざい符ふくらいの意味しか持たないといわれたよ」

「……でしょうね」

　ほかのウォーライクを倒して生き延びる後ろめたさと、戦いを避けてクリスタベルを見捨てる後ろめたさ――そのふたつをくらべた伊織は、クリスとともに戦うほうを選んだ。常葉にしてもそれは同じだろう。

　だが、いまさらその判断の是ぜ非ひをあれこれ考えても意味はなかった。もはや伊織にとっては、クリスを失うことは単なる日常への回帰ではない。クリスを失うことで、伊織もパトリックのようになってしまわないとはかぎらないからである。

　ソファに座ってぼんやりクリスを見ている伊織に、常葉がいった。

「――それで、あの〝妖精の書レボル・シオグ〟とやらの行方は判ったの？」

「いえ、まだです。少なくとも、発見された時にパトリックが持っていたのは、おれの親父が向こうのじいさんに宛てて出した手紙だけだったみたいですし」

「なら、〝書〟はどこに行ったのかな？」

「……これは、おれにとってはちょっと都合のいい考えなんですけどね」

「何だい？」

「あの時、おれは無意識のまま戦っていたから、ルテティアから聞いた範囲のことしか判りませんが、あいつの話では、パトリックたちは自力で空を飛んで逃げ出したそうです。……つまり、イグレインとかいうウォーライクには、あの時点でまだそれだけの余力があった」

「なるほど……パトリックの肉体的な傷がほぼ治っていたことから見ても、きみとの戦いのあとでイグレインがすぐに消滅したとは考えにくい。ということは――」

「ええ。……イグレインはほかのウォーライクと戦って負けたんじゃないかと思うんですよ。そしてそのウォーライクが〝書〟を持ち去った」

「確かにそう考えれば、パトリックが〝書〟を持っていなかった説明はつくね。……ただ、大前提として、そのウォーライクが〝書〟の存在や価値を充分承知している必要があるけれど」

「そんなウォーライク、実は世の中にたくさんいそうな気もしますけどね」

　肘ひじ掛かけのところで頰ほお杖づえをつき、伊織はつい自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑ってしまった。

「――イオリ、おかえり！」

　無言をつらぬいたままロールケーキをすべて平らげ、リリオーヌと満足げに顔を見合わせていたクリスが、いまさらのように伊織に微笑みかけた。

「鼻」

「え？」

「鼻の頭にクリームがついてる」

「あ、ホントだ」

　モカ色のクリームを指でこそげ取ってなめ、クリスはあっけらかんと笑った。

「――そうゆえば、ミッチーは？」

「は？」

「ミッチーだよ。ルゥのだんなさんのミッチーが来るってゆってたじゃん、きょう！」

「誰だれが旦だん那なだ」

　小声でぼやき、伊織はクリスに答える代わりに常葉にいった。

「……叔父はこっちへ戻る前に薬子先生のところに寄ってくるそうです」

「え～？　ミッチーいないの？　どんな人なのか見てみたかったのに～」

「夜には戻ってくる。そんなことでいちいち騒ぐな」

　唇をとがらせて落胆のぼやきをもらす少女をたしなめ、伊織は立ち上がった。

「――先輩、せっかくだからお昼どうですか？　といってもそうめんですけど」

「いいのかい？」

「かまいませんよ。それこそ茹ゆでる手間は五人分だろうと一〇人分だろうと大差ありませんから」

　一度に大量に用意できるそうめんは、クリスの無む尽じん蔵ぞうの食欲を満たすには恰好の食材だった。何しろ寸ずん胴どうに湯を沸わかして数分茹でればいいのである。

　ギャルソンエプロンを巻いてキッチンに立った伊織は、使い込まれた寸胴に水を張ってコンロにかけ、冷蔵庫の中を覗のぞき込こんだ。

「…………」

　きょうから叔父が同居するということになれば、これからは叔父が口にするものも買い込んでおかなければならないだろう。特に、この半年ほどの間に禁酒に成功したということでもないかぎり、アルコール類のストックは必須となる。

「この上そんなものをどこに保存すればいいか考えたくもないが……ま、その都つ度ど本人に買ってこさせればいいか。どのみちおれじゃアルコールは売ってもらえないだろうしな――」

　そう結論づけ、伊織は取り出した万能ネギを刻み始めた。

　思えばこの時の伊織は、自分自身も気づかないうちに、強引に日常に回帰しようとしていたのかもしれない。

　　　　　[image: ]

　モダンな造りのこのマンションに、線香の匂いはあまり似つかわしくない。

　そんなことを考えながら、頼通は故人の遺影に線香を上げ、両手を合わせた。

「――相変わらずですか？」

　カウンターキッチンの向こうでお茶の準備をしていた早瀬薬子が、頼通に尋ねるでもなく呟いた。

「相変わらずって？」

「相変わらずふらふらしてるんですかってこと」

「ふらふらしてるな、確かに」

　広いリビングの片隅に敷しかれた二畳じようほどの畳たたみスペースを離れ、頼通はネクタイを首から引き抜いた。

「――ちゃんと教師としてやってるおまえさんとは大違いだ」

「それ、皮肉？」

「いや？　どうしてそう思う？」

「わたしの画力で美術教師なんかやるのは詐さ欺ぎだって、一番反対してたのは誰だったかしら？」

　口もとに小さな笑みを浮かべ、薬子はガラステーブルの上に紅茶のカップを並べた。

「絵の上う手まい下へ手ただけで反対してたわけじゃないけどな」

　調度の少ない、どこか寒々としたリビングの中をしげしげと眺めていた頼通は、紅茶の香りに誘われるように、薬子と向かい合ってソファに腰を降ろした。

　薬子が学生時代からコーヒー党だったということは、頼通も知っている。あえて紅茶を出したのは、頼通の好みを考えてくれたからだろう。

「……それにしてももったいないな」

「何が？」

「おまえさんにその気があれば、いくらでも好き勝手に暮らせただろうに、どうしてまたこんな面倒なことに首を突っ込んじまったんだ？」

　熱い紅茶をひと口すすり、上目遣いに薬子を見やる。だが、湯気の向こうの後輩はひくりとも表情を変えなかった。

「面倒ごとに首を突っ込んでるのは頼通くんも同じでしょう？」

「俺の場合はある意味必然だよ。兄貴が死んで、甥っ子も巻き込まれてる。俺だけ知らん振りってわけにはいかないだろ？」

「……まだ亡くなったと決まったわけじゃないでしょう、宮本先生は？」

「確かにそうだな。……ただ、法律的にはもうじき死人だ」

　自分でそう口にしながら、頼通には一いち抹まつの哀かなしみも喪失感もなかった。おそらく甥も同じ思いだろうと、頼通はそう考えている。

「最初の何年かは、俺が身勝手な兄貴の代わりに苦労を引っかぶってきた。ここ何年かは、それを伊織が引っかぶってきた。……俺もあいつも、そろそろこの中ちゆう途と半はん端ぱな状態から解放されたいって気持ちはある。もちろん、生きててくれるにこしたことはないし、そう信じてるからこそ俺もいろいろと調べて回ってるんだけどな」

「…………」

　カップをソーサーに置き、薬子は嘆息した。

「そういえば宮本くん――伊織くんは、宮本先生の手がかりを摑つかむために、あの子を守っていくと決めたっていってたけど」

「どうだろうな。そのクリスとかいう子が、本当に兄貴の行方を知ってるかどうかは疑わしいが……何にせよ、伊織が世話になったみたいだな」

「別にたいしたことはしてないわ」

「命を救われたといってたぜ？」

「そういうこともあったけどね」

「――まずいな」

　頼通がぼそりともらすと、薬子はカップの中を覗き込み、皮肉っぽく唇を吊つり上あげて大おお仰ぎように頭を下げた。

「それはどうもすいませんでした。……確かに宮本先生のお宅では、いつもいい紅茶を飲んでらっしゃるものね」

「紅茶がまずいって意味じゃないよ。――伊織はマザコンの気があるんだ。早くに母親を亡くしてるからな。なお悪いことに」

「何なの？」

「おまえさんは真ま弓ゆみさんによく似てる」

「真弓さんて……宮本先生の奥さま？」

「ああ。よく似てる」

「ウソばっかり」

「ウソじゃない。伊織が自覚してるかどうかはともかく、似てるのは事実だ」

「――――」

　薬子は無言のまま立ち上がり、今度はエスプレッソを淹いれ始はじめた。

　その背中が、今は沈黙を守りたいのだと告げているような気がしたが、頼通はあえて言葉をつないだ。

「――そうやって自分でお茶の用意をしてるが、同居人はどうしたんだ？」

「同居人？　エルクのこと？」

「名前までは知らないが、おまえさんの代わりに家事全般を引き受けてるちびっこいのがいるって聞いてたぜ？」

「エルクドゥーンでしょ。今は外出させてるわ。……この部屋によその男が来るのを嫌がるのよ。伊織くんにも平気で毒を吐いてたわ」

「へえ。――どこで出会ったんだ？」

「エルクと？　忘れたわ」

「忘れたってことはないだろう。少なくとも大学時代には出会ってなかったはずだ」

「どうしてそういいきれるの？」

　使い込まれたエスプレッソメーカーに手を載のせ、薬子は頼通を振り返った。どこかその表情には、頼通を挑発するかのような気色があった。

「――学生時代にわたしがエルクと出会ってなかったなんて、どうしていいきれるの？　すでに出会っていて、だけど誰にも秘密にしていただけかもしれないじゃない？」

「だとしてもだ。――おまえに戦う理由があったとは思えないな」

　自分でも声のトーンが変わっているのが判った。

「いつ、どこで、どういう経緯でそのウォーライクと出会ったのか。そして、どうしておまえが剣を取って戦う道を選んだのか。――俺はそれが聞きたい」

「どうして？」

「ウォーライクにかかわってたのが兄貴だけなら、俺もわざわざこんなしつこく尋ねたりしない。……だが、今はもう、伊織も無関係じゃないんだ。ルゥのこともある」

「だから？」

「伊織はクリスを守るために戦ってるし、ルテティアも自分の身を守ろうとしてる。だが、もしおまえに何かしらの望みをかなえようという野心のようなものがあるんだとしたら、今は伊織たちの味方だとしても、いつ敵に回るか判らないからな」

「……ずいぶんはっきりと切り出すのね。頼通くんらしいけど」

「どうなんだ？」

「考えすぎよ」

　かさねて尋ねた頼通の言葉をあっさり否定し、薬子は淹れ立てのエスプレッソを出した。いかにも苦そうな香りが、安っぽい紅茶の香りをあっという間に駆く逐ちくしていく。

「――もしわたしにそのつもりがあるなら、伊織くんが何も知らないうちにクリスを斬きってるわ。……それに、そもそもわたしたちは、〝楽園エリジウム〟とやらに行く方法すら知らないのよ？」

「ま、いわれてみりゃあそうなんだよな」

　緊張をはらんでいた表情を崩くずし、頼通はにやりと笑った。

　確かに薬子にそのつもりがあれば、何の経験も知識もない伊織を始末するのは造作もないことだった。伊織がそれなりの知恵と力をつけたあとでどうこうしようとするよりも、よほど簡単だし後あと腐くされもない。

　小さなカップを手に、薬子は上目遣いに頼通を見やった。

「……学生時代から女を取っ換え引っ換えしてた人でなしの頼通くんが、甥っ子にはずいぶん肩入れするのね。意外だわ」

「おいこら、人でなしはないだろ？」

「少なくとも、わたしの周りの子たちはみんなそういってたけど？　頼通くんの高校時代の後輩だって理由だけで、みんなわたしのところに恨み言をいいにくるんだから、こっちだっていい迷惑だったのよ？」

「それはたぶん俺にフラれた子たちだろ？」

　頼通は溜息混じりに苦笑した。

「――俺はできるかぎり女の子たちにはやさしくしてやりたい博愛主義者なんだが、あいにくと身体はひとつしかないんでね。一度につき合えるのはひとりだけ、どうやったって全員とはつき合えないだろ？　だったら順番を決めて持ち回りでどうにかするしかないじゃないか」

「誰ともつき合わないって選せん択たく肢しもあったと思うけど、そうするつもりはまったくなかったわけね？」

「それじゃ女の子全員に恨まれる。でも、誰かとつき合っている間は、その子だけには恨まれない」

「なら、今はあのルテティアって子に恨まれたくないターンなわけ？」

「お？　ルゥにヤキモチか？」

「冗談でしょ？　むしろわたしのほうがあの子に敵視されてるわ。わたしが頼通くんとつき合ってたって勝手に決めつけられてるんだから。ちゃんと誤解は解いておいてね、先輩」

「そう思わせとけばいいのさ。嫉しつ妬とする美少女は可か愛わいいもんだからな」

　苦いエスプレッソを飲み干し、頼通は立ち上がった。ジャケットを肩に引っかけ、薬子の母の遺影を一瞥する。

「……盆にはお邪魔しないほうがいいだろうな」

「ええ。……きょうは来てくれてありがとう」

「気にするなよ。兄貴の死がはっきりしたら、今度はおまえさんに線香を上げにきてもらうから」

「笑えない冗談だわ」

　エスプレッソカップを片づけながら、薬子は冷ややかにいった。




　そんなに長居していたつもりはないのに、いつの間にか太陽はずいぶん西に動いていた。まだ夕暮れの気配はないが、ここへ来る時とは、聞こえてくる蝉の声が違っているような気がする。

　エントランスを抜けるなり押し寄せてきた熱気も、冷房に慣れきった今の身体にはいっそ心地いい。宮本頼通は大きく伸びをして、自分がさっきまでいたマンションを振り仰いだ。

「……でも結局、おまえはすべてはぐらかして何ひとつ俺の質問には明確に答えなかったな」

　そう呟いた頼通の顔に笑みはなかった。

　とにかく、今は長距離の移動で疲れていた。汗を吸ったシャツを脱いで冷たいビールでも飲んで、やわらかいベッドでゆっくりと眠りたい。

　頼通は大通りでタクシーを拾い、宮本家へと向かった。

　頼通が日本を発たったのは伊織の中等部の卒業式の翌日、三月も末のことだったから、生家に帰るのはかれこれ四カ月ぶりということになる。

　だが、懐かしい我が家へ帰宅するという感覚はあまりない。そうした思いが今ひとつ希薄なのは、頼通自身が、すでに宮本家を自分の家だと認識していないせいかもしれなかった。

　兄が結婚し、伊織が生まれ、そして長ずるにつれて、頼通は、自分が宮本家に居候している身だと考えるようになっていった。この家はいずれ伊織が受け継ぐべきものだという考えがあったからである。

　タクシーの揺れがいざなう睡魔と戦いながら、頼通はクーラーで冷やされた空気を胸いっぱいに吸い込んだ。






















「――ただいまー」

　チャイムもなしにいきなり玄関のドアが開く音がして、叔お父じの声が飛んできた。

「あ！　きっとミッチーだ！」

　ダイニングテーブルでマンゴージュースを飲んでいたクリスが、逸いち早はやく反応して椅い子すから飛び降り、キッチンを飛び出していく。

「わくわくしながら出迎えるような大人じゃないぞ？」

　皿洗いをしていた伊い織おりは、水を止めて手を拭ふき、苦笑混じりに少女のあとを追った。

「けっこうかかったんだな」

　伊織が玄関に行ってみると、クリスと頼より通みちがお見合いをしていた。

「この子がクリスちゃんか……。写メで見るよりずっと可か愛わいいじゃないか。鄙ひなにも稀まれな美少女だな」

　クリスにというより、その向こうに現れた甥おいに語りかけるかのように、頼通はクリスをそう評した。

「――――」

　一方のクリスは、初対面となる伊織の叔父を見上げ、目を丸くしたまま凍こおりついている。信じられないものを見てしまったかのような、そんな表情だった。

　頼通は顎あごに手を当て、薄く笑った。

「おい、見ろよ、伊織。俺おれに見とれちゃってるぜ、この子。……まいったね、俺の魅力はこんな小さな子相手にも――」

「くさい！」

　身をかがめてクリスの顔をまじまじと覗のぞき込こんだ頼通に、少女は痛烈な言葉の飛礫つぶてを投げつけた。

「イオリ！　このおじさん、タバコくさいよ！」

「え!?」

「タバコのにおいキラ～イ！」

　顔をしかめ、ばたばたとキッチンに駆け戻っていくクリス。

　声を殺して笑っていた伊織は、頰ほおをひくつかせて立ち尽くす叔父に淡たん々たんと尋たずねた。

「子供は正直だそうだが、感想は？」

「……子供にゃオトナのオトコの魅力は理解できないんだよ」

　伊織の皮肉に憮ぶ然ぜんとして、頼通は鼻を鳴らした。

　その時、今度は二階からルテティアが駆け降りてきた。いつも家の中ではすこぶるラフな恰かつ好こうでいるくせに、なぜか今は伊織も見たことのない白いチャイナカラーのミニスカワンピースを着ている。

「おかえりなさい、ミッチー！」

「!?」

　咄とつ嗟さに身をかがめた伊織の頭上を軽々と飛び越え、ルテティアは頼通に抱きついた。

「よう、元気そうだな」

　頼通はにやりと笑ってほっそりとした美少女をお姫さま抱っこでかかえ上げた。

「おまえが無事でなによりだよ」

「ミッチーもね」

　うっとりと目を細めたルテティアは、頼通の首に両手を回し、さも当然のようにキスをした。

「……外でやらかされるよりはましだな」

　この場に自分たちしかいないかのような熱烈なベーゼを交わすふたりから視線を逸そらし、伊織は嘆たん息そくした。

　ふと振り返ると、キッチンのドアのところから顔だけを覗かせたクリスが、ぽかんと口を開けて頼通たちを見ている。

「いっておくが、日本ではああいう挨あい拶さつはしなくていいんだからな」

　伊織はその前に立ってクリスの視界をさえぎると、そのままひょいと抱き上げ、キッチンに入った。

　あれを見てクリスがところかまわず真ま似ねをするようになったら困る――という懸け念ねんもあったが、それ以上に、伊織自身が他人のキスシーンを見ていたくなかった。伊織にしたところで、クリスとは何度となくキスをしているし、ルテティアとキスをしたこともある。ただ、それはすでに戦いや命の危険をともなう非日常の中でのことであり、日常の中でのキスとは意味が違う。

　やはり日本に生まれ育った伊織にとって、キスという習慣はまだまだ縁遠いもので、それが身内のキスシーンともなれば、なおさらに生々しくて正視に耐えないものに感じられたのだった。

　クリスを連れてキッチンに戻った伊織は、少女をテーブルに着かせ、飲みかけのジュースを片づけるようにいいつけると、自分は皿洗いに戻った。

「――イオリ！」

　食器を洗って炊すい飯はん器きに大量の米をセットしていると、ルテティアが頼通の手を引いてキッチンにやってきた。

「とりあえずミッチーに冷たいもの出してあげて。ベルビュー・クリーク、グラスはふたつで」

「……おまえは馬ば鹿かか？」

　まるでパブに来た客のようなルテティアのセリフに、伊織は眉み間けんにしわを寄せて吐はき捨すてた。

「フランスではどうなっているのか知らないが、日本じゃ高校生にアルコールを販売するのは禁止だ。……そもそもウチの冷蔵庫にベルギービールが入っているのを見たことがあるのか、おまえは？」

「え？　ないの!?」

「ないといったつもりだが、通じなかったのか？」

「ちょっ――」

「はい、ルゥにもあげる！」

　こんなことで愕がく然ぜんとしているルテティアの前に、クリスがマンゴージュースのパックを差し出した。












「ひやだよ！　ひえひえだよ！」

「あのねえ――」

「別にいいよ、ルゥ」

　苛いら立だったように大きく嘆息したルテティアを、いつの間にかクリスの向かいの席に陣取っていた頼通がなだめた。

「未成年だけの世帯にアルコールが常備されてたら確かにマズいしな。あすにでも俺が自分で買い出しにいくよ。きょうのところはミス・クリスタベルお勧めのマンゴージュースをいただくさ」

　頼通がにっと笑いかけると、クリスは自分のコップになみなみとジュースをそそぎ、パックのほうを頼通に押しつけた。

「はい、ミッチーおじさん！」

「こりゃどうも」

　手にしたパックを揺らしてちゃぷちゃぷという軽い音を聞いた頼通は、伊織を見やって苦笑した。

「……大おお盤ばんぶるまいだ。気前がいいな。この子は大物になるぜ」

「ある意味すでに大物だよ」

　炊飯器のスイッチを入れ、伊織は肩をすくめた。

　　　　　[image: ]

　窓の外では雪が降り続いている。

　だが、細かな手の震えは寒さのせいではなかった。激しい戦火の中でもほとんど恐れを感じたことのない男が、やがて訪れるであろう喪そう失しつ感かんを予見し、その事実に恐怖しているのだった。

「おまえを救えるのは神なんかじゃない――」

　気味悪くかすれたその声が自分のものだと、グレアム・アーサー・シャーロックには信じられなかった。

「頼む、エディス……神には人は救えない。おまえを救えるのは医者だ。手術を受けてくれ――」

　ベッドサイドに腰を降ろしたグレアムは、重々しい口く調ちようで繰り返した。

「…………」

　ベッドに横たわる少女が弱々しく首を振ると、胸もとのロザリオがさらりと乾いた音を立てた。

「もう、いいんです」

　乾きひび割れた唇くちびるを震わせ、少女は今にも消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「もう……楽になりたい――」

「エディス――」

　グレアムは少女の手を握り締めた。しかし、その手を握り返してくる少女の力はあまりにも弱い。

「思い上がりかもしれないけど……わたしは父さんのぶんの罪も背負って死にます」

「馬鹿なことをいうな……！　俺の罪を誰だれが裁けるという？　まして、それをおまえが肩代わりする必要がどこにある!?」

「母さんも、そういって息を引き取りましたから――」

「――――」

　押し殺したようなグレアムの憤ふん怒ぬの声は、少女の告白によって驚きに途と切ぎれた。

「あの雪の日……母さんも、そういって息を引き取りました……。だからわたしも、そうしたい、だけです――」

「俺を……恨うらんでいるのか……？」

「昔は。……でも、今は恨んでいません。ただ、可か哀わい相そうな人だと――」

「それも母さんがいっていたのか……？」

「……はい」

　うなずく代わりに、少女はゆっくりとまばたきをした。

　グレアムは少女の黒髪に手て櫛ぐしを通しながら、血の気がなくなるほどに唇を嚙かみ締しめた。

「俺は、ほかに何もできない男だ……おまえたちのために、ほかには何もしてやれなかった」

「判わかっています。でも、だからこそ、もう父さんが戦う必要はないんです。……わたしや母さんをほんの少しでも哀あわれと思うなら――愛してくれているのなら、もう、傭よう兵へいなんかやめて、おだやかに暮らしてください……」

「エディス！」

「誰かが流した血の上で生き続けることに、わたしは、疲れました――」

　哀かなしげな、うっすらとした笑みを浮かべて、少女は目を閉じた。

　最さい期ごに少女が握り締めたのは父の手と、そして少しくすんだ銀の十じゆう字じ架かだった。

「――――」

　椅子から腰を浮かせて少女の名を叫ぼうとして、しかし、グレアムはできなかった。不条理に対する怒りが錆さびの臭においをともなう熱い奔ほん流りゆうとなって、喉のどを焼きながら駆け登ってくるのを感じた。

「ぐ――ぶっ……！」

　背中を丸めて激しく咳せき込こみ、こらえきれずに吐き出した血の塊かたまりが、少女の白さを悪夢のような赤に染め上げた。




　グレアムは自分の咳せきで目を醒さました。

「ぐ――」

　うつ伏せに顔をうずめていた枕まくらから顔を上げると、薄うす闇やみの中でもそれと判るほどにあたりが赤い。

　のろのろと身を起こし、パジャマの袖そで口ぐちで顔をぬぐうと、真新しい血がべっとりと付着した。

「グレアムさん――」

　ふとかたわらを見ると、水を満たしたコップを片手に、オルトニートが背中をさすってくれていた。

「……すまない」

　オルトニートを安あん堵どさせようとして笑ったつもりだったが、もれ出た声があまりにかすれていて、グレアムの表情はこわばった。夢で見たあの雪の日と同じ、我ながら気味の悪い声だった。

「――大丈夫ですか、グレアムさん？」

　口の中に残る血の味を冷たい水で飲み下したグレアムに、オルトニートが口移しであらたな〝血〟を分けあたえてくれた。グレアム自身の病やみきった血ではなく、グレアムに活力をもたらす〝血〟――それが今のグレアムを生きながらえさせているのだといっても過言ではない。

「……大丈夫だ」

　大きく息をついたグレアムは、少年の頭をそっと撫なでてベッドを降りた。

　時刻は午前三時をすぎたところだったが、真夏とはいえ、さすがにまだ朝の気配はない。カーテンを開け放したままの窓辺に立ったグレアムは、深呼吸を繰り返しながら、血に汚れたパジャマを脱ぎ始めた。

「グレアムさん」

　枕カバーとシーツを引っぺがしてバスルームに放り込んできたオルトニートが、グレアムの背中に向かって切り出した。

「この国の蒸し暑さは身体からだによくありませんよ！　早くイギリスに戻りましょう！　パトリックだってもう脱落したんでしょ？」

「……こんな夏でも、あの国の陰いん鬱うつな冬の寒さよりはまだましだ」

「でも――」

　一面の夜景によって鏡と化した窓ガラスに、今にも泣きそうな美少年の顔が映っている。グレアムはゆっくりと振り返り、冷ややかに笑いかけた。

「……着替えを用意してくれ」

「もう少し寝てたほうがいいんじゃないですか、グレアムさん？」

「いや、いい。――寝ているとまた悪夢を見そうだからな」

　小さくかぶりを振ってソファに腰を降ろしたグレアムは、すぐに唇をゆがめて自じ嘲ちようをつけ加えた。

「……そもそも、エディスを死なせた俺が自分の身体をいたわるなど、おこがましいにもほどがある」
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　御み影かげ石いしの表面を艶つややかな黒に染めて、ぬるい水道水が流れ落ちていく。

　もっとも、それもほんの一時間とたたずに蒸発してしまうのだろう。母の墓前に花を供えながら、伊織はぼんやりとそんなことを考え、嘆息した。

「――どうした、伊織？」

「どのみちもうすぐお盆なのに、どうして今この時期に墓参りなんだ？」

「真ま弓ゆみさんにはずいぶんと義理を欠いちまってるからな。本当なら俺がおまえの面倒を見なきゃならんのに――」

「だったらおれにつき合わせないでひとりで来ればいいだろうに」

「そういうなよ」

　くわえタバコで苦笑をもらした頼通は、バケツを脇にのけて線香の束に火をつけた。

　伊織の母が仏教徒だったのかどうか、伊織にはそれを判断する記憶がない。行方ゆくえ不ふ明めいの父は、そうした宗教的なことに関してはずいぶんと鷹おう揚ような――いい方を換えればかなり適当な人間で――そのせいか、伊織が子供の頃から、家の中にそうした宗教的な色を感じることはほとんどなかった。おそらく父にとって宗教とは、研究の対象にはなりえても、信仰の対象ではなかったのだろう。

　宮本家の墓にこうしてすんなり納まっているということは、もしかすると伊織の母親も、同じように宗教的なこだわりを持たない人間だったのかもしれない。

「――ま、お盆はお盆でまた来りゃいいさ」

　腰を叩たたきながら立ち上がり、頼通は溜ため息いきといっしょに白い煙けむりを吐き出した。

「毎日来たって別に罰が当たるわけじゃなし、ご無ぶ沙さ汰たするよりはいいだろ」

「……いっておくけど、おれはちゃんとふた月おきに来てるぞ？」

「おまえが墓参りをサボってるなんていってないだろ？」

「ここが親父の墓なら八年に一度で充分だけどな」

　死人より縁遠く思える父親に毒づき、伊織は横目に叔父を見上げた。

「――それで、親父はそのウォーライクとパリで会ったあと、どうしたんだ？」

「ジルベールだ」

「は？」

「そのウォーライクの名前だよ。……俺とルゥも世話になった」

「名前はどうでもいい。とにかく親父はそのウォーライクと会ったあと、どこに行ったんだ？」

「確証はないが、おそらくイギリスに渡ったんだろう。――その直前にパリから送ってきた絵葉書が、今のところは兄貴が俺たちに寄よ越こした最新のメッセージってことになるんだろうな」

「最新といったって八年も前のことだろ」

「まあな」

　かったるそうに首を大きく回し、頼通はバケツを持って歩き出した。

「ジルベールがいうには、少なくともパリを離れる時点では、兄貴に連れはいなかったらしい。しかしその一年後、南アイルランドのハーン博士のもとを訪れた時、兄貴はもうクリスちゃんを連れていた。――そうだな？」

「パトリックの話がウソじゃなければな」

　真夏の陽ひ射ざしがそうさせるのか、繁はん華か街がいに取り込まれた形の宮本家の菩ぼ提だい寺じには人影がほとんどない。御影石の柱が林立する中を、伊織と頼通は、蝉せみ時雨しぐれに打たれながら歩いた。

「――フランスからアイルランドへ移動するまでの一年の間に、兄貴がどこかでクリスちゃんと出会ったことは間違いない。間違いないはずなんだが……」

「出会った場所も経緯も不明だからな。クリス自身が親父のことをまったく覚えていないんじゃお手上げだ」

　パトリックのいいようでは、おそらく伊織の父は、クリスをともなってハーン博士のもとを訪れ、クリスをめぐって対立し、そこでハーン博士と袂たもとを分かつことになったのだろう。それをパトリックは、祖父に対する伊織の父の裏切りだと糾きゆう弾だんしていた。

　あの夜の戦いを思い出し、伊織は頼通に尋ねた。

「――結局、〝書〟とかいうのは何なんだ？」

「判らん。俺がジルベールから教えてもらったのは、もうおまえが知ってるようなことばかりだったからな。あいつは〝妖精の書レボル・シオグ〟なんて言葉は一度だって口にしなかった。――ただ」

「何だ？」

「今いま際わのきわに、あいつがいってたんだよ。ミンストレルに気をつけろって」

「ミンストレル？」

「大おお雑ざつ把ぱにいえば、ミンストレルってのは、中世ヨーロッパの王侯貴族に仕えた吟ぎん遊ゆう詩し人じんのことを指す言葉なんだが、ジルベールがわざわざ気をつけろといい残すからには、そんな単純な意味じゃないだろう。――奴やつらは永遠の黄昏たそがれの向こうからいつもウォーライクたちを見ているだの何だの、そんなようなことをいっていたな」

　聞き覚えのあるフレーズに、伊織は眼鏡めがねの奥の目を細めた。

「……パトリックも似たようなことをいっていたぞ」

「何？」

「パトリックがいうには、〝逢魔が刻トワイライト〟が開かれる際の鐘の音を聞きつけて、おれたちの戦いを見にやってくる何かがいるらしい。パトリックはそいつらからの干かん渉しようをひどく恐れてた」

「……それは意味深だな。おまえはそれらしいのに会ったことあるのか？」

「あるといえばある。まだクリスと出会って間もない頃、トワイライトの中で真っ白な翼を生やしたじいさんと出くわしたことがある。今にして思えば、あれがそうだったのかもしれない」

「そうか――」

　四よつ脚あし門もんをくぐると、そこはもうアーケードの商店街だった。さっきまでの静せい謐ひつさとは真逆の、いかにも夏休みらしい喧けん騒そうが満ちあふれている。

　人々の流れをぼんやりと眺ながめながら、頼通は顎に手を当てて低く唸うなった。

「――実際、ジルベールが死んだあと、誰かがルゥを見張ってるような気がしてな。それでルゥだけこっちに送り出して、ひとりでいろいろと調べてたんだが、結局何も判らなかった。……というより、ルゥがパリを離れるのと同時にそいつの気配も消えたんだよな」

「……おい、それはもしかして、ルゥを追いかけてそいつが日本に来たとかいうことなんじゃないだろうな？」

「そこまでは判らんよ。……そもそもそいつがルゥを追いかけていたともかぎらないんだし――」

　頼通の顔がついっと上がる。その視線の先には、正面の雑居ビルの二階の窓辺で手を振るクリスとルテティアの姿があった。
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　一般人の感覚からすれば、それはたぶん、ちょっとした山のはずだった。

　その、冷たく甘いちょっとした山を、少女は細長いスプーン一本で攻略している。

　崩くずす崩す崩す、食べる食べる食べる、ほじるほじるほじる、食べる食べる食べる――ということを、ときおり鼻歌まで交えて楽しげに、さっきから繰り返している。

　この店で一番巨大なパフェが順調に消えていくのを前にして、ルテティアは特に驚くでもなく、チャレンジ精せい神しん旺おう盛せいな少女に尋ねた。

「――ねぇねぇ、それでどう？　ミッチーは？」

「え？」

　山肌に飾られていたバナナを左手で摑つかんで口もとに運んでいたクリスが、顔を上げて山越しにルテティアを見やる。きょとんとしたその顔を見るかぎり、クリスがルテティアの質問をちゃんと聞いていたとは思えない。

　ルテティアはちょっとむっとして、パフェを横に押しやってテーブルの上に身を乗り出し、もう一度繰り返した。

「だからぁ、実際に会ってみてどうよ、ミッチーは？　いい男でしょ？」

「ミッチーおじさん？」

「おじさんじゃない！　大人の男っていうの、あれは！」

「だって、イオリのおじさんだからおじさんだもん」

　ルテティアの鼻面に手を当てて顔を押しのけ、クリスはパフェを定位置に戻してふたたびスプーンを動かし始めた。

「そりゃまあ確かに続柄でいえばそうだけど――」

「もしルゥがミッチーおじさんとけっこんしたら、ルゥはルゥおばさんだね！」

「おばさんいわない！」

　クリスが座る椅子の脚を軽く蹴け飛とばし、ルテティアは舌打ちした。人間とウォーライクが公的な意味で結婚するのは――戸こ籍せきの偽ぎ造ぞうでもしないかぎり――非常に困難なことだし、もとよりルテティアは、自分たちの関係をそういう段階に押し上げようとも思っていなかったが、おばさん呼ばわりされるのだけはごめんだった。もし本当にそうなったら、クリスはともかく、伊織はことあるごとにおばさんおばさんと話しかけてくるに違いない。

　アイスカフェオレのカップを傾けて気を取り直し、ルテティアはいった。

「……とにかく、いい男でしょ？」

「タバコくさい！」

「う……」

　少女のストレートな感想に、ルテティアはうまく切り返せずに視線を泳がせた。

「わ、わたしは気にならないんだけどね、ゴロワーズの臭い……」

「ゴロワーズ？」

「タバコのこと。――そもそもミッチーだってそんなにスパスパ吸うわけじゃないし、コロンだってつけてるし、わたしは、そういうのも全部ひっくるめたミッチーの体臭が気に入ってるっていうか……日本人にはどうもこのへんの感覚が理解してもらえないのよねぇ」

「クリス、にほんじんじゃないよ！」

「それは知ってる」

「それと、クリスはイオリのにおいなら好きだよ！」

「それも知ってる。……ていうか、あんまりそういうことを大声でいわないの」

　口の周りを溶けたアイスででろんでろんにしているクリスを見て、ルテティアは苦笑せざるをえなかった。

　ランチタイムを前にした今の時間帯は、平日ということもあってか、客の入りも七、八分といったところか。誰もクリスの問題発言を聞きとがめていないことを確かめ、ルテティアは軽く嘆息した。

「――ねえねえ」

　今度はクリスのほうがルテティアに話しかけてきた。

「クリスもこうゆう髪型にしてみたい」

「は？」

「こうゆうの！　こことここで、ぐっ！　ってやるやつ！」

　クリスは自分の金髪を左右の手で摑み、その拳こぶしを頭の両サイドにくっつけていた。言葉だけでは何をいいたいのかさっぱり理解できなかったが、そのジェスチャーからすると、どうもクリスがいっているのはツインテールのことらしい。

「ああ、ツインテールね？」

「そう、それ！」

　ビシ！　とルテティアを指差し、パフェをかき込むクリス。

「さっき外の通りにツインテールのびしょうじょせんしがいたんだよ！」

「戦士じゃないでしょ、ふつうの美少女でしょ？」

「とにかくツインテール！」

「やめときなさいよ」

　携けい帯たい電話をいじりながら、ルテティアはやや興奮気味に話すクリスの提案をあっさりと却きやつ下かした。

「――どうせアナタには似合わないから」

「え～？」

「イメージチェンジはサツキだけで充分よ。むしろサツキのインパクトが薄れるからやめてくれる？」

「サツキこそツインテールはにあわないよ！」

「別にツインテールになんかさせてないわよ。……確かに似合わないだろうし」

「あ！　イオリだ！」

　少女の興味の矛ほこ先さきはめまぐるしく変わる。この店の向かいにある寺の山門を窓越しに見下ろしていたクリスは、そこに伊織と頼通の姿を認めて無邪気に手を振ると、残っていたパフェとアイスティーを一気に片づけ、駆け足で店を飛び出していった。

「……イオリ、よくあんなのの相手を真面目にやってられるわねぇ」

　少女の落ち着きのなさに呆あきれながら、ルテティアはレジで支払いをすませてクリスのあとを追った。

「――終わったの？」

「ああ」

　門柱に寄りかかっていた頼通が、口もとをゆるめてうなずいた。先に来ていたクリスは、門をくぐって砂じや利りの敷しかれた寺の中をじゃくじゃくと駆け回り、伊織に渋い顔をさせている。

　そんなふたりを見て、頼通は笑っている。ルテティアは頼通のかたわらに寄り添い、大おお袈げ裟さに嘆息した。

「……それって子供の成長を見つめる父親の顔じゃないの？」

「は？」

「そういう笑顔してたわよ、今？」

「そうか？」

　頼通は怪け訝げんそうに首をかしげた。おそらく本人にも自覚はないのだろう。

「――でもまあ、名目上だけのこととはいえ、俺は一応、伊織の保護者だからな。あいつがああして他人の面倒を見られるくらいデカくなったって思えば、ちょっとはほっとするところもあるさ」

「そういうものかしら？」

「ああ」

　日本の寺が珍しいのか、どんどん奥へと向かおうとするクリスをかかえ上げ、伊織がこちらへ戻ってくる。それを見て、ルテティアもつい笑ってしまった。

「……確かに、イオリは誰かに面倒を見てもらう立場じゃなくて、あの子の面倒を見る立場なのよねえ」

　そう呟いた時、突とつ如じよルテティアの耳を、重々しい鐘の音が打った。すぐそこの寺の鐘の音ではない、ルテティアにも聞き覚えのある、陰鬱な金属音だった。

「――!?」

「どうした、ルゥ？」

　ルテティアの表情の変化に気づいた頼通が顔を覗き込んでくる。頼通の耳には――そしてアーケードを行き交う人々にも――その音は聞こえていないようだった。

「クリス！　イオリ！」

　はっとして視線をめぐらせると、伊織とクリスもまた、ルテティアと同様に表情をこわばらせ、あたりを見回している。

　頼通やほかの人間たちにはまったく聞こえず、ルテティアとクリス、そして伊織にしか聞こえない鐘の音――ウォーライクと〝鞘ロのー主ド〟にしか聞こえないそれは、トワイライトへの扉が開いたことを告げる運命の鐘の音だった。

「！」

　ルテティアの肩に添えられた頼通の手に力がこもるのが判った。

　ルテティアと頼通の目の前で、伊織とクリスの姿が忽こつ然ぜんと消え去ったのである。

「どっ、え!?　消えた――？」

　さいわいに――というべきなのか、ルテティアと頼通以外に、伊織たちの消失劇を目撃していた者はいない。ルテティアは顔を青ざめさせ、頼通の手を握り締めた。

「まさか――これが、トワイライトに引きずり込まれるってことなのか!?」

　低い声で尋ねる頼通に、ルテティアは無言で小さくうなずくだけで精一杯だった。

「相手はどこだ？　敵は？」

「……判らない」

　伊織たちを引きずり込んだ以上、トワイライトへの扉を開いた敵は、ここからそう遠くないところにいるはずだった。しかし現実には、それほどの近距離にまで敵が接近してきていたことに――クリスはともかく――ルテティアはまったく気づかなかった。すなわちそれは、相手がそれだけ狡こう猾かつで抜け目のない、力のあるウォーライクだということを意味している。

　考えるまでもなく、ほとんど本能的に姿の見えない敵の恐ろしさを悟さとったルテティアは、血の気を失った横顔に脂あぶら汗あせをにじませ、頼通の腕にすがった。

「ごめ……ミッチー……ごめん、わたし――」

「……気にするな」

　繰り返しあやまることしかできないルテティアを、頼通が墓地のそばの人ひと気けのない木陰へと連れていってくれた。

「――――」

　恐る恐る顔を上げると、唇を嚙み締めている頼通と目が合った。

「気にしなくていい」

　険しい表情をしていた頼通は、すぐに口もとをほころばせ、ルテティアの頭をそっと撫でた。

「ごめん――本当にごめんね、ミッチー……」

「だから気にするなって」

　望むと望まざるとにかかわらず、トワイライトに入れるのは、たがいに寄り添うロードとウォーライクのカップルだけである。そばにロードのいない今のルテティアに、伊織たちを追ってトワイライトに入ることはできない。

　だが、よしんばここに彼女のロードがいたとしても、やはりルテティアは頼通にあやまることになっていただろう。それほどまでに、この未知の敵は強大なのだということが、ルテティアにはすでに判ってしまった。

「おまえを危険にさらすわけにはいかないからな……いいんだ、気にするな」

　ルテティアの罪悪感をまぎらわそうとするかのように、頼通はルテティアをそっと抱き寄せ、何度も何度も背中を撫でてくれた。

「――ある意味、いい機会だよ……あいつの真意を確かめるにはな」

「どうするの……？」

「早はや瀬せを呼ぶ。――家にいてくれるといいんだが」

　顎の先までしたたってきた汗をぬぐい、頼通は携帯電話を取り出した。
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　すでに鐘は鳴りやんでいた。

　さっきまで照りつけていた真夏の太陽はどこかへ消え去り、ふたりの上には寒々とした赤黒い空が重くのしかかっている。生ぬるい風が吹く境けい内だいには、伊織とクリス以外の人影はない。

「最低のロケーションだな……日本の夏らしいといえばらしいが」

　怯おびえきったクリスを抱き上げ、伊織はあたりを見回した。

　トワイライトに閉じ込められた以上、ここへの扉を開いた敵がふたたび扉を開くか、その敵を倒す以外に、伊織たちが現実世界に立ち戻る方法はない。まずは正体不明の敵を捜し出さなければどうにもならないのである。

「クリス――」

「……うん」

　伊織はクリスから口移しで〝魔性の血エルフインブラツド〟を摂せつ取しゆすると、大きく深呼吸して歩き出した。玉砂利を踏んで一歩一歩進む間に、伊織の精神が戦いに向けて徐々に高こう揚ようしていく。五感が研とぎ澄すまされ、四し肢しに常識を超えた力がみなぎっていくのが自分でも判った。

「イオリ！」

「――――」

　突然クリスが発した甲かん高だかい声に、伊織は視線を上げた。

　黒々とした瓦かわらにおおわれた本堂の屋根の上に、見覚えのある少女が立っていた。

「おまえ……！」

　きのう、家に戻る時に出会った、金髪ツインテールの少女だった。

「あの子――」

　クリスの口からもれた呟きを聞きつけ、伊織は少女から視線を逸らさぬまま、小さな声で尋ねた。

「知ってんのか？」

「知ってるってゆうか……さっき見た」

「どこで？」

「んーと……お店の前の道。歩いてた」

「ウォーライクじゃないのか……？」

　伊織の目には少女の背中に翼が見えなかった。一度見かけたというクリスですら、何も気づかなかったということは、やはりあの少女はウォーライクではないのかもしれない。

「……あの小娘の背中に翼はないんだな？　本当に見えないんだな？」

「う、うん……」

「イソウドを前にしてこそこそナイショ話？　ずいぶん無礼だこと無礼だこと」

　手にした羽は根ね扇せん子すをもてあそびながら、少女が冷たく笑った。

「――少し身を慎つつしめっていわなかったかしら、伊織おにいちゃん？」

「誰だ、てめえは？」

　小馬鹿にされたような気がして、伊織の敵てき愾がい心しんが即座に荒っぽい口調で反論させた。

「どうせてめえなんだろ、おれたちをここに引っ張り込んだのは？　そんなムチャクチャやりやがるガキに無礼だの何だのいわれるすじあいはねえな」

「イソウドとあなたたちの間には絶対的な差がある――それだけで充分、充分でしょ？　あなたたちがイソウドの前にひれ伏す理由なんて？」

「理由になってねえよ。だからてめえは何モンだって聞いてんだよ」

「それすらも判らないのが彼ひ我がの差ということじゃない？　老ろう練れんなロードやウォーライクならそのくらいの知識はあるはずなんだけど――やっぱりあなたたちはふつうじゃないのね、うん、ふつうじゃない」

「は――？」

　持って回ったような少女の言葉に苛立つ伊織の声が、一瞬で消え入った。

　誇らしげに顎をつんと逸らした少女の背中に、白く巨大な翼が広がったのを、片目をつぶった視界によって目の当たりにしたのである。

「これは――！」

　あたりにはらはらと舞い散る白く輝く羽根に、伊織は愕然と言葉を失った。それは明らかにウォーライクの背中に生える光の翼とは違う、だが、かつて一度だけ見たことのある光の翼だった。












「あのジジイと同じ――!?」

「……これで嫌でも判ったでしょう、伊織おにいちゃん？」

　うっとりと目を細めた少女は、扇子で口もとを隠し、これ見よがしに翼をゆっくりと揺らしている。

「いったわよね？　演出家に嫌われた役者はすぐに舞台を降ろされるって？　あなたの代役なんていくらでも見つかるのよ？　イソウドとしては、むしろ代役を捜すべきだとさえ思ってるの」

「イソウドってのはてめえのことか……？」

「それそれ、そうやって挑戦的な目でイソウドを睨にらみつけること自体、この舞台に立つ役者としてはタブー、タブーなのよ」

　長く垂れたツインテールの先端をつまんで伊織を指し、イソウドと名乗る少女はくすくすと笑った。

「あなたたちはイソウドたちのつむぐ物語に沿って演じていればいいの。……いい？　アドリブなんていらないのよ」

「……ちょっと待てよ」

　一方的にしゃべり続けるイソウドをより苛か烈れつなまなざしで睨みつけ、伊織はいった。

「おれはいったいいつまでてめェの、ワケの判らねえ、おまけに回りくどいおしゃべりにつき合えばいいんだ？　それとも、はい判りました、今度からは気をつけますって答えりゃ今すぐ帰してもらえんのか？」

「そうね……イソウドとしては、個人的に伊織おにいちゃんがわりと好みだから、できることなら降板させたくないのよ。だからだから、あなたたちが本来あるべき姿に立ち戻ってくれるなら、きょうのところは見逃してあげてもいいんだけど」

「おれたちの、本来あるべき姿――だと？」

「そう。――ロードとウォーライクがすべきことって何？　何？　まさかそんなことも知らないわけじゃないでしょ？」

「ウォーライクのすべきこと……」

　伊織はクリスを一いち瞥べつし、いぶかしげにもらした。

「……〝楽園エリジウム〟、か？　〝楽園エリジウム〟を捜せってのか？」

「はい、よくできましたよくできました」

　たたんだ扇子をぴしぱしと打ち鳴らし、イソウドは続けた。

「ウォーライクはほかのウォーライクを倒してその力を、魂たましいを吸収し、〝楽園エリジウム〟を目指すべきもの……それを拒こばむことは大罪なのよ？　だからあなたたちも、これ以上イソウドを幻げん滅めつさせないで、ほかのウォーライクをどんどんやっつけちゃってちょうだい」

「待て、待て待て……！」

　ほかのウォーライクを倒し、〝楽園エリジウム〟を目指す――。

　確かに、ウォーライクとはそういう存在なのかもしれない。それがあるべき姿なのかもしれない。

　しかしクリスは、それができない心やさしい臆おく病びようなウォーライクだった。伊織がロードとしてそばにいてやらなければ身を守ることもできない。だから伊織とクリスは、降ふり懸かかる火の粉を払うために命懸けで戦ってきた。

　その戦いがいつ終わるのか、正直、伊織には判らない。あるいは終わりはないのかもしれない。こんな身を削るような日々がこの先もずっと続くのだと考えれば、ふと暗あん澹たんたる絶望感に囚とらわれることもある。

　だが、だからといっていまさら乗りかけた船から下りるつもりはなかった。まして、いきなり現れた小娘にああしろこうしろと頭ごなしに命じられれば、何よりもまず腹が立つ。

「……待てよ、ガキ。はしゃいでんなよ。待てっていってんだろ？」

　クリスをゆっくりとその場に降ろし、伊織は頰を震わせた。激しい怒りのせいで、声まで震えてくる。

「ふざけるなよ……！　どうしておれたちがてめェのいいなりにならなきゃいけねえんだ？　他人が何といおうと、おれはおれのやりたいようにやる！　こいつはもうおれの家族だ！　だから、おれたちがどうするかはおれたちが決めるんだよ！」

「そうだそうだー！」

　伊織の腰にしがみつき、ほとんどその陰に隠れたまま、クリスが尻しり馬うまに乗る。伊織はクリスの頭に手を置き、わしわしと髪を撫でてイソウドに怒ど鳴なり返した。

「――こいつが自分から〝楽園エリジウム〟に行きたいといい出さないかぎり、そんなところを目指そうなんて思わねェし、ましてやほかのウォーライクを蹴落としてまでどうこうするわけねえだろ！　バカか、てめえは!?」

「〝楽園エリジウム〟なんか知らない！　クリスはイオリとずっといっしょにいたいの！　クリスとイオリはいちえんたくしょうなんだから！」

「それをいうなら一いち蓮れん托たく生しようだ」

「――――」

　ふたりがかりの反論をじっと黙って聞いていたイソウドは、扇子を握る手をしばらくぶるぶると震わせていたが、やがて深く静かに怒ど気きを吐き出すと、何度か小さく咳払いをして、髪を飾る青い薔ば薇らに手を伸ばした。

「……どうやらいぢめられたいみたいね」

　髪から抜いた薔薇をタクトのようにひと振りし、イソウドは笑った。

「思い邪よこしまなる者に災いあれ！」

　芝居がかったそのセリフとともに、イソウドの手から薔薇の花が飛んだ。自然界にはありえないほどに青い、宝石を思わせる艶を帯びた無数の花びらが、伊織たちを取り囲むようにはらはらと舞い散る。

　けれど、伊織は花びらよりもイソウドを見ていた。本堂の屋根の棟むねを乗り越えて、イソウドのかたわらにのっそりと大柄な黒ずくめが現れたのである。

「おひいさま」

　サングラスで表情を閉ざした大男は、低い声でイソウドに話しかけた。

「……ほかのかたがたの手前もございます。あまり派手なことをなさるのは――」

「イソウドは何もしないわ。イソウドはね」

「おひいさま――」

「イソウドはただ見てるだけ、見てるだけ。――派手にあれこれなさるのは彼らよ」

　そういってイソウドが伊織たちを指差すのと同時に、ふたりの周囲に舞い落ちた花びらが急激に膨ぼう張ちようを始めた。

「!?」

　膨張した花びらは、またたく間に二四人の騎士と化し、伊織とクリスを完全に包囲してしまった。いわゆるマクシミリアンアーマーと呼ばれる青い全身鎧よろいに身を包んだ騎士たちだが、やや奇異なことに、いずれも武器らしいものは携けい行こうしていない。

　ただ、いずれにしても、彼らがただの騎士でないことは――ここがトワイライトの中だということを差し引いても――明らかだった。

「まさか今のは、〝変形シエイプシフト〟、か……!?」

「おひいさま、これでは――」

「エドゥアール、ルールなんてものは、捜せばかならずどこかに抜け穴があるものなのよ？　イソウドは別にルールは破ってない、破ってないもの」

　羽根扇子を振り振り、イソウドは面白そうに笑った。

「まあ、きょうのところはこってりいぢめるだけでいいんじゃない？　――もっとももっとも？　いぢめがエスカレートして人が死ぬなんて、どうやらこの国ではあまり珍しいことじゃないみたいだけど」

「――――」

　イソウドの含み笑いが何かのきっかけになったのか、二四人の騎士のうちの半分が、伊織たちの目の前で、さらに姿を変えようとしていた。

「！」

　一二人の青い騎士たちが音もなく足元の影の中に沈み込むのを見た伊織は、反射的にクリスの頭を押し下げた。

「クリス！　こっちも行くぞ！」

「う、うん！」

　クリスの小さな身体が影の中へと沈み込み、すぐさま青白い剣へと変じて現れる。

　対して、一二人の騎士たちは、中世ヨーロッパの馬上試合にでも使われるような長大な青いランスへと姿を変え、一二人の仲間たちの手に握られていた。

「てめえらみんな、ウォーライクなのか――？」

　シェイプシフトによって姿を変える点は、クリスたちウォーライクとよく似ている。だが、片目をつぶってみても、彼らの背中に光の翼は見えなかった。ウォーライクではないが、ウォーライクに準ずる何かだと考えるべきだろう。

「それにしたって――一二対一ってのはねえだろうが！」

　クリスの柄つかを握り締めた伊織は、全方位から一度に繰り出された凶器の穂先をかわして跳ちよう躍やくすると、包囲の輪の中から抜け出そうとした。

「くっ――！」

　喉もとへと伸びてきたランスをはじいて逸らし、騎士の胸板を蹴って後方へと逃れたが、すでにそこにはほかの敵が待ち受けていた。背後からの一撃が脇腹をかすめ、シャツの生地が大きく裂ける。

　さらに、意識が背後へ向いた伊織の頭上から、また別の騎士たちが得物もろともに降ってきた。

「!?」

　あやういところでそれをかわした伊織は、着地直後の青騎士の鎧を摑んで左腕一本で振り回し、背後の敵へと投げつけた。

「こいつら――」

　軽くひと当たりしてみた感じでは、騎士たちの力はさほどでもないようだった。特にパワーがあるわけでもスピードが速いわけでもない。強力な飛び道具を持っている気配もなかった。どの点を見ても、伊織とクリスのコンビのほうが上だろう。もしこの戦いが一対一の一二連戦であったなら、間違いなく伊織たちが一二連勝して敵を全滅させていたに違いない。

　だが、乱戦となると話は別だった。おそらくこの花びらから生まれた騎士団は、集団での戦闘でこそ真の力を発揮するのだろう。パワーとスピードでまさる伊織に対し、つねに複数で、しかも死角を狙ねらったり多方向から同時に攻撃する。それが個々の非力さをカバーし、トータルでの強さを作り上げているようだった。

「ウザってえな、こいつら――！」

『イオリ！』

「……問題ねえ！」

　ほとばしる鮮血に悲鳴をあげたクリスを制し、伊織は剣を振るった。

　しかし、その気合いの叫さけびとは裏腹に、伊織の傷は徐々に増えていった。エルフィンブラッドが効果を発揮している今、よほどの深手でなければ致ち命めい傷しようとはならないが、それでも、傷を受ければそれだけ出血し、少しずつ体力を消しよう耗もうしていく。もしこのままの状況が続けば、伊織を待っているのは緩かん慢まんな敗北――残ざん酷こくな死だけだった。

『イオリ、逃げようよ！』

「できりゃあとっくにやってるっつーの……」

　騎士たちのたくみな連携の前に、伊織が逃げ出すチャンスは皆かい無むだった。そもそも、このトワイライトへの扉を開いたのがイソウドであるなら、彼女を倒さなければ現世には立ち返れない。たとえここから逃げ出せたとしても、それは文字通りのその場しのぎにしかならないのである。

「ぐっ……」

　伊織の肩からあらたな血が噴き上がった。完全な死角から伸びてきたランスが、伊織の左の肩けん甲こう骨こつへと食い込んでいた。

『――イオリ!?』

　痛みはほとんどなかったが、代わりに、急速に力が抜けていくのを感じた。がっくりと片かた膝ひざをついた伊織の周囲の玉砂利が、ことごとく赤く染まっている。自分がこれほど大量の血を流していたのだということを、伊織はいまさらのように知った。

　本堂の軒のき先さきに身を乗り出して観戦していたイソウドは、ぱしりと扇子を鳴らし、白い喉をのけぞらせて高笑いした。

「事故よ、事故！　不幸な事故は往々にして起こるもの！　イソウドはな～んにも悪くないもん！」

「あ、の……ガキ……！」

　耳みみ障ざわりなイソウドの哄こう笑しように頭ず蓋がいの中をかき回された気がして、ひとたび遠のきかけた伊織の意識が戻ってきた。エルフィンブラッドのおかげでもともと高められていた戦意に加え、理不尽な試練を一方的に押しつけてきた少女への怒りが、またあらたに伊織の体内で渦うずを巻き始める。

　それは、ある意味ではすでに慣れきってしまった感覚であり、またある意味では初めての感覚でもあった。

「……！」

　どくり――。

　心臓がひときわ大きく脈打つ音が、伊織自身にも聞こえたような気がした。

　伊織の中で熱い血潮が大きくうねり、彼を凡人から超人へと変へん貌ぼうさせる際の、あの感覚が、すでに超人と化した伊織にふたたび訪れようとしていた。

　ならば――今度のこの感覚は、超人であるはずの伊織を何に変貌させるのか。

　伊織の目の前を、白い蒸気の帯がよぎった。

「こいつは――」

　足元にしたたり落ちた伊織の血が、熱い湯気を発していた。それはもはや、摂せつ氏し四〇度手前の常識的な人間の体温ではありえない、煮え立つ熱湯を思わせるような熱い湯気だった。

「――〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟め！」

　口もとに張りつかせた高こう慢まんな笑みをこわばらせ、イソウドが吐き捨てた。大きく見開かれたその黒い双そう眸ぼうは、まっすぐに伊織を見み据すえている。

「〝円環の蛇ウロボロス〟をむしばむ〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟！　やっぱりあなたたちはこの舞台から今すぐ降板すべきよ！　降板降板！」

「おひいさま――！」

「おひかえなさい、エドゥアール！　あのふたりはやはり邪魔邪魔、邪魔だわ！　残念だけど、ここで舞台から降ろすのよ！」

「ご懸念はごもっともですが、しかし、それをおひいさまおひとりでお決めになられては――」

　小柄な主しゆと大柄な従じゆうが、伊織を指してあれこれいい争っている。

　だが、当の伊織はほとんどそれを聞いていなかった。

「クリス――」

　思わずクリスの名が口をついてこぼれ出たが、伊織がしっかりと握り締めているはずの少女は何も答えない。剣の姿のまま意識を失ってしまったかのようだった。

　ぼんやりとあたりを見回した伊織の視界が、真まっ赤かに染まっていった。

　額から流れ落ちてきた血が目に入ったのだと理解した時には、伊織の意識は真っ白に焼き尽きかけていた。

　その時、伊織はようやく悟った。

　あの夜――絶体絶命の窮きゆう地ちにあったはずの自分をパトリックとの戦いに勝利させたのは、ホワイトアウトにも似たこの感覚の先にいる、第三の自分なのだと。






















　その刹せつ那な、自分に攻めかかる騎士たちの動きが、すべてスローモーションのように見えた。

「鬱うつ陶とうしいんだよ……！」

　伊い織おりはその場で身をひねり、剣を一いつ閃せんさせた。

　ただそれだけのことで、伊織を攻囲していた青い騎士たちが派手に吹き飛んでいく。切っ先が触れてもいないのに、そこに生じた目に見えない力によって、一二人の騎士たちが大きくはじき飛ばされたのだった。

「…………」

　大きく息をつき、伊織は手にしたクリスを見つめた。

　いつの間にか、クリスの刀身はふだんよりも白くまばゆい輝きを帯びていた。それもまた、ルテティアに聞いていた通りだった。

　パトリックを圧倒したあの夜、文字通り熱く煮えたぎる血を流しながら、意識のないままに戦う伊織の手には、白く輝くクリスがあったという。伊織の身体からだの奥底に生じたあらたな力の奔ほん流りゆうと、そしてこのクリスの輝きの相乗効果によって、いつも以上の破壊力が生み出されているのだろう。

　だが、ぼんやりとそんなことを考える伊織の意識は、いつ途と切ぎれてもおかしくはなかった。実際、目もとに流れ込む血のせいで赤く染まったはずの視界が、それこそ一瞬ごとに白く明滅している。今の伊織の目に映っているのは、小学校時代、貧血の時にしばしば目にしたことのある、ホワイトアウト寸前のネガとポジだけの世界だった。

　伊織は本堂の屋根の上のイソウドを見上げた。

「いい加減、帰らせてもらうぜ――」

　少女に向かって歩み出そうとした伊織の前に、すぐさま騎士団が立ちはだかる。イソウドを守ろうとしているのか、伊織の行く手をさえぎって激しく突きかかってくる彼らのランスを、しかし伊織は、どこか茫ぼう洋ようとした心持ちのままでいなしていた。

「――まるで他ひ人とごとみてェだな」

　戦っているのは間違いなく伊織なのに、伊織はそれを第三者の視点で見下ろしているような違和感に捕らわれていた。極限をさらに超えて研とぎ澄すまされた五感が、そんな不自然な感覚を伊織にもたらしているのかもしれない。

　正面から繰り出された馬上槍をまばたきもせずに紙かみ一ひと重えでかわし、同時に背後を襲ってきた騎士たちを後うしろ蹴げりで跳ね飛ばした伊織は、玉たま砂じや利りを蹴って松の木に飛ぶと、そこからさらに本堂の屋根をめがけて跳ちよう躍やくした。

「――おひいさま」

　伊織の動きに気づいたエドゥアールが、イソウドの前に進み出ようとしたが、少女の羽は根ね扇せん子すがそれを制した。

「身のほど知らず！　身のほど知らずね、おにいちゃん！」

　柳りゆう眉びを逆立てて叫さけんだイソウドが、その翼の片方を軽く揺らした。

「!?」

　宙に飛んだ伊織の身体が不可視の衝撃波に打たれた。せいぜいそよ風を生み出すくらいでしかないはばたきが、まっすぐにイソウドに向かおうとしていた伊織をはじき飛ばし、さらに地面に叩たたきつけた。

「が……っ！」

〝魔性の血エルフインブラツド〟をもってしても打ち消せないほどの痛みが伊織の全身を襲った。それは、ただ単に地面へ激突して生じた衝撃だけによるものではなく、白い光の翼のはばたきそのものが、伊織の痛覚を直接えぐったかのようだった。

　砂利の海で大きく跳はねて仰あお向むけに転がった伊織の周りを、すぐさまランスを構えた青騎士たちが取り囲んだ。

「…………」

　大の字になって陰いん鬱うつな空を見上げた伊織は、本格的に意識が薄れ始めたのを感じていた。

　もしこのまま伊織の意識がなくなったら、はたしてどんな結果になるのか。

　パトリックと戦った時のように、無意識のうちにこの騎士どもを薙なぎ払はらうのか、あるいは圧倒的なイソウドの力の前に命を落とすのか――。

　真っ白に染まる伊織の視界に、一二本の鋭い切っ先が突きつけられた。

　――伊織の意識はそこで本当に途切れた。
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　背中の翼を納め、ツインテールをくるくるともてあそびながら、イソウドはにんまりと微笑ほほえんだ。

「これで思い知ったんじゃない？　身のほどもわきまえずこのイソウドに――ミンストレル・オブ・コーンウォールたるこのイソウド・オブ・ホワイトガントレットに！　畏おそれ多くもそんななまくら刃を向けるなんて、どれだけ罪深いマネをしたかって！」

　扇子で口もとを隠して高笑いしたイソウドは、青く美しい輪を作る一二人の騎士たちにあっさりと告げた。

「ちょこっといぢめるだけじゃやっぱり気がすまないわ。――降板！　降板決定！」

「おひいさま！　それは――」

「おひかえなさい、エドゥアール！　イソウドが降板と決めたら降板なの！　脚本家兼演出家のこのイソウドがそう決めたの！　――さあ、〝青薔薇の騎士たちジ・オーダー・オブ・ザ・ブルーローズ〟！　その大根役者を舞台から引きずり降ろしちゃって！」

　イソウドの金切り声にしたがって、騎士たちがランスを振りかぶった。

　しかし、そのランスが振り降ろされる寸前、伊織の姿が突とつ如じよ立ち上がった白い光の柱に呑のみ込こまれた。

「!?」

　笑みに細めていた瞳ひとみを驚きに見開いたイソウドは、扇子をたたんで握り締め、悔くやしそうに唇くちびるを引き結んだ。

「……いささかやりすぎではないかね？」

　憂ゆう鬱うつな空に向かってそそり立った光の柱が消え去った時、騎士たちの包囲の輪の中にいたのは、伊織ではなくモノクルをかけた老人だった。

「我々が彼らに対して直接手を出すことはルール違反だよ。……確か以前、みなでそう決めたはずだが？」












「違うわ！　イソウドは――」

「直接手を出していない、などという詭き弁べんはよしたまえ」

　イソウドの弁明の言葉を途中でさえぎった老人は、自分の周囲を取り囲む騎士たちをぐるりと見やり、髭ひげを震わせて笑った。

「……ここにいるのはみなきみの命令には逆らえない者ばかり、きみの手足も同然の忠実な従者ばかりだ。きみがそうしろと命じないかぎり、彼らを傷つけることはしない。……ヘタな言い訳は見苦しいだけだよ、イソウド？」

「くっ……」

　白い頰ほおをひくつかせ、イソウドは空を見上げた。

　鮮血と泥どろを混ぜたような永遠の黄たそ昏がれの空を、翡ひ翠すい色いろの翼を持つ巨大な鳥が遠ざかっていく。その怪鳥の爪つめが鷲わし摑づかみにしているのがほかならぬ伊織だということに気づき、イソウドは羽根扇子を振りかぶろうとしたが、それを抑えたのは低く押し殺したエドゥアールの声だった。

「おひいさま、〝男だん爵しやく〟の前です。きょうのところは――」

「……！」

　イソウドはきりきりと歯をきしらせ、結局、苛いら立だたしさのはけ口としてエドゥアールの横っ面を扇子でひっぱたき、鼻を鳴らして足下の老人に背を向けた。

「ふんっ！　ふんっ！」

「やれやれ……最悪の事態にならなくてよかったよ」

　軽く帽ぼう子しを浮かせて一礼したモノクルの老人――〝男爵〟は、屋根の上の少女を見上げて相そう好ごうを崩くずした。

「――ところで、きみの今夜の予定を聞いていいかね？」

「何よ何よ？　どういうこと？」

「こちらに来ているみなが、一度きみと会って話がしたいというのでね。……どうだろう？　みなで顔を合わせるのも久しぶりだし、来てはもらえないかね？」

「そんなことをいってるけど、ホントはみんなでイソウドを吊つるし上あげる気なんじゃないの？」

「ははは……確かに多少は耳の痛い話もあるだろうが、そればかりではないさ」

「……まあいいわ。イソウドにもいいたいことはあるし」

　イソウドが右手をひと振りすると、〝男爵〟の周りにいた騎士たちがいっせいに得物を手放した。一二本のランスは音もなく影の中へ沈み込み、すぐさま一二人の騎士の姿となって現れる。

「――でもでも、イソウドは確信したわ」

　二四人の青い騎士たちが二列にぴしっと整列したところに、エドゥアールをともなって屋根の上から平然と飛び降りてきたイソウドは、ステッキを片手に笑っている老人を見み据すえ、唇を吊り上げた。

「〝男爵〟が何かと目をかけている宮みや本もと伊織おにいちゃん――あれは忌き避ひすべき、絶対に忌避すべき〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟よ」

「それを決めるのはきみではないよ、イソウド」

　淡たん々たんと少女の言葉を否定した〝男爵〟は、もう一度ソフト帽を浮かせて挨あい拶さつすると、その場から幻まぼろしのように消失した。

「おひいさま、我々もそろそろ――」

　エドゥアールにうながされ、イソウドはきびすを返した。

「撤収撤収！　鐘が鳴り終わるまでに撤収よ！」

　遠くであの鐘の音が鳴り始める中、騎士たちがふたたび青い花びらへと姿を変え、ひとつところに集まり、そして一輪の青い薔ば薇らとなった。

　エドゥアールからそれを受け取り、左のツインテールの根元に飾ったイソウドは、白い手袋を締め直した。

「おひいさま、どうなさいます？　おそらくきょうこの場でのことは、すでにほかのみなさまがたにも――」

「別に気にすることないわよ、ないない」

　肩をすくめ、砂利を蹴飛ばすようにして歩き出すイソウド。そのすぐ後ろに、巨きよ軀くのエドゥアールが影のようにつきしたがう。

「――イソウドはただ、〝吟遊詩人ミンストレル〟としての役割に忠実であろうとしてるだけだもん」

　誇らしげに語るイソウドの後ろ姿が静かに薄れ、やがて、エドゥアールともども黄昏の世界から完全に消え去った。
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　人ひと気けのない境けい内だいの松の木陰で、宮本頼より通みちは後こう輩はいの早はや瀬せ薬くす子こに電話をかけていた。そのかたわらでは、ルテティアが膝ひざをかかえてじっとうずくまっている。

「……やっぱつながんねえ」

　何十回目かの発信のあと、頼通は大きく溜ため息いきをついて携けい帯たい電話をたたんだ。伊織とクリスが頼通たちの眼前で消失してから、すでに一〇分近くが経過している。

「あいつのところは家庭事情が複雑だからな……初はつ盆ぼん前でいろいろとごちゃごちゃしてんのか」

　うんざり顔で空を見上げる。山門をくぐったすぐ先からは、賑にぎわいを見せるアーケードの喧けん騒そうが聞こえてくるが、それも今の頼通には苛立ちをかき立てるだけの騒音にすぎなかった。

「……嫌な可能性なんだが」

　もう一度ケータイを開き、頼通はルテティアに尋たずねた。

「もし今の環境でクリスちゃんが何者かに倒されたとしたら、俺おれは何をどこまで忘れるんだ？　俺の記憶に何ひとつ改変がないということは、あの子はまだ無事だってことなのか？」

「たぶん、クリスが消えてもミッチーの記憶は何も変わらないと思う。……ジルベールが消えた時にも、何も変わらなかったでしょ？」

「……いわれてみりゃそうだったな」

　ちょっとかかわっただけのウォーライクが消滅しただけで、人間の記憶がいちいち書き換えられてしまうのであれば、これまで何人ものウォーライクを倒してきた伊織の記憶も、そのたびに書き換えられていなければならない。だが、現実には、伊織の記憶が大きく書き換えられたことは――少なくとも本人が認識している範囲では――一度もなかった。おそらく〝鞘ロのー主ド〟となった人間の記憶は、パートナーであるウォーライクの消滅を機に改変されるのだろう。

「ただ、俺はロードじゃないからな。俺みたいな、ロードじゃないのにウォーライクとかかわってる人間の記憶が、いざって時にどういう具合に書き換えられるのか……まったく想像できねえな」

「……確か、以前サツキがイオリたちの戦いに巻き込まれた時は、相手のウォーライクを倒した時点で記憶が書き換えられたって聞いたけど……」

「ああ、伊織がいってたな、そんなこと」

「あれはたぶん、サツキとつながりのあるウォーライクが、その時イオリに倒されたヤツだけだったからじゃないかと思う。……でもミッチーの場合は、少なくともわたしとクリスのふたりとは面識があるから――」

「ってことは、ふたりが消えたら俺の記憶も書き換わるのかな？　まだリーチはかけられたくねえもんだが」

「ミッチー」

　膝に手を当て、ルテティアは立ち上がった。

「……わたしが行くから」

「え？」

「わたしたちが助けにいくから」

「おい、待てよ、ルゥ」

　ルゥの肩に手を置き、頼通は低い声でたしなめた。

「無理するなよ。――ていうか、おまえだけがその気になっても無意味だろ？　相棒のことも考えろ！」

「でも――」

「とにかく、伊織のためにおまえたちを危険な目に遭あわせるわけにはいかない。それこそあとで伊織になじられるからな。――早瀬もあれで一応は教師だ、もしかしたら学校に行ってるのかもしれん」

　薬子が教きよう鞭べんを執とる三み日か月づき学園は、彼女や頼通にとっても母校であり、今の教職員の中には当時からの顔見知りもいる。そこに薬子を尋ねて私用の電話を入れるのは、のちのち詮せん索さくされそうで嫌だったが、そんなことでためらっている場合ではない。

「ミッチー……」

　ルテティアは頼通を見上げた。

　そのブラウンの瞳が、大きく丸く見開かれた。

「……！」

「どうした、ルテティア？」

「イオリ!?」

「何!?」

「ミッチー、離れて！」

「おい――」

　ルテティアに突き飛ばされた頼通は、たったそれだけのことで三メートルも吹っ飛ばされ、そこで尻しり餅もちをついた。それなりに武術の心得のある頼通だからそのくらいですんだのであって、そうでなければヘタに転んで腕の一本も折っていたかもしれない。

　いずれにしろ、尻餅をつく形でへたり込んだ頼通は、その時になってようやく、ルテティアの言葉の意味を理解した。ふたりの頭上、高さ三〇メートルほどのところから、クリスをしっかりと握り締めたまま、伊織が落ちてくるのである。

「どっ、どこから湧わいて出た!?」

「知らないわよ！」

　頼通の驚きの言葉に律りち儀ぎに答えたルテティアは、地を蹴って数メートル先の灯とう籠ろうのてっぺんへと飛ぶと、三角飛びの要領でそこからさらに高く跳躍し、ちょうど落ちてきた伊織たちを横抱きに捕らえた。

「ルテティア！」

「だっ、だいじょう……ぶっ！」

　そのまま大きな弧こを描いて、ルテティアたちは青々とした針のような葉を茂らせた松の木に突っ込み、その枝を無惨にへし折って突き抜け、砂利の海に着水した。

「おい!?　ホントに大丈夫かよ!?」

　頼通が慌あわてて駆け寄ろうとしたが、ルテティアは何ごともなかったかのように立ち上がり、声をひそめて叫んだ。

「人が来るよ！　まずは人目につかないとこに移動しないと！」

「仕方ねえ……こっちだ！」

　頼通は先に立って墓地のほうへと走り出した。

　あらためて見上げた空は相変わらず青く、だが、そこを横切って飛び去る大きな影があることに、頼通は気づいた。シルエットは鳥のようだったが、明らかにそのへんの鳥よりも大きい。力強いはばたき方からすると、かなり大型の猛もう禽きん類るいのようだった。

「いったい何があったんだ……？」

　さっぱり理解できないまま、頼通はルテティアとともに、御み影かげ石いしでできた迷宮のごとき墓地へと逃げ込んだ。
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　時計の文字盤は、午前二時を少し回ったところで凍こおりついている。

　それはとりもなおさず、彼らがこの世界への扉を開いたのがその時刻だということを意味していた。

　窓の向こうには、ごく当たり前の夜空の代わりに赤黒い憂鬱な空が広がっている。その弱々しいうつろな光が採光用の小さな窓から射し込み、特別展示フロアの影を申し訳程度に押しのけていた。

　巨大な肉食恐竜の骨格標本を前に、イソウドはヌガーたっぷりのチョコバーを食べていた。半歩下がってそのかたわらには、サングラスをかけた黒服の巨漢、エドゥアールが控えている。

「おひいさま」

　チョコバーの包み紙を丸めて放り捨て、すぐにまた次のチョコバーを取り出したイソウドに、エドゥアールがそっと声をかけた。

「判わかってる、判ってるわ」

　イソウドが溜息混じりに黒い瞳をちろりと右のほうへ向けると、恐竜の卵を展示したケースの陰から、音もなく尻尾しつぽの長い黒猫が出てきた。イソウドを一いち瞥べつし、大きなあくびをして、ひょいと身軽にティラノサウルスの骨格をするすると登っていく。

　次に視線を左に向けると、むくむくとした小さな黒犬が、はふはふとせわしない呼吸を繰り返しながら歩いてくる。

「これでふたり――」

　動物をふたりと数えたイソウドの瞳は、さらに上へと向かった。細く開いた窓の隙すき間まから、翡ひ翠すい色いろの翼を持つオウムともインコともつかない鳥が入ってきたのである。これ見よがしにイソウドの頭上をぐるっと旋回した鳥は、やがてティラノサウルスの骨格の鼻先にちょこんととまり、くるるる……と小さく鳴いて羽づくろいを始めた。

「どうやらお揃そろいのようで――」

　最後に現れたのは、イソウドの後方に位置する出入り口から、まっとうに歩いてやってきた黒ずくめの美青年たちだった。

「ジョンとキーツ」

　瓜うりふたつの美青年を振り返り、イソウドはチョコがこびりついた唇を吊り上げた。

「おまえたちはふたりでひとりって計算よ？　だったらだったら数が合わないじゃないの。一、二、三、四――もうひとりは？」

「〝イングランド〟は欠席だ。……理由は貴様も知っておろう？」

　よく磨かれた床の上に行ぎよう儀ぎよくお座りをしていた黒犬が、威い厳げんのある男の声でそう告げた。

「サー・ペルスヴァルは相変わらず偉えらそうね、相変わらず」

　黒犬に歩み寄ったイソウドは、その目の前にしゃがみ込み、自分の食べかけのチョコバーを突きつけた。

「――おまえのご主人さまとの久きゆう闊かつを叙じよす意味で、ほら、代わりにおまえがお食べなさい、ＱキユーＢビー。食べなさい。ほらほら」

　鼻先に突きつけられたチョコバーを、けれども黒犬は食べようとしない。小さく鼻を鳴らしてくしゃみをしただけで、ぷいとそっぽを向いてそれっきりだった。

「私の〝ペット〟は下品なものは口にせぬのだ」

　男の声が低く笑った。声を発する男の姿はない。ただ、明らかにその声は、その黒犬から発せられている。

　イソウドは肩をすくめて立ち上がり、今度は黒猫を振り返った。

「それじゃクルーエルは？　おまえはどう？」

「わたしの〝ペット〟もお下品なものはお口にしないざ～ます」

　まだ若い女の声が、おどけたように答えた。こちらの声もまた、女の姿はどこにもないにもかかわらず、あくびを連発する黒猫から聞こえている。

「ニッポンでは大トロか松坂牛の霜しも降ふりしか食べさせてないざ～ますのよ？　――なんつって♪」

「……あなたも相変わらず品がないのね、相変わらず」

「わたしのことはどうでもいいのよ。それよりさっさと始めようじゃない、イソウド嬢じようの大吊るし上げ大会をさ？」

「イソウドは何も責められるようなことはしていないけど？」

「……すでに我々は、あなたが何をしようとしたかを知っているわ」

　その声は、後ろ手に手を組んでじっと立ち尽くすジョンとキーツの間から聞こえてきた。そこには誰もいなかったが、聞こえてきた声はハスキーな艶つやを含んだ女の声――かのラ・ベル・ダム・サン・メルシィの声に相違なかった。

「あなたはロードとウォーライクを殺そうとした。――そうね？」

　ラ・ベルの問いに、ティラノサウルスの頭にとまっていたオウムが舞い降りてきて、その場で一気に巨大な猛禽の姿に変じた。

　それは、昼間イソウドが宮本伊織を襲った時に、間一髪のところで彼をさらっていった、あの翡翠の翼を持つ怪鳥だった。

「〝男爵〟とこのベアトリスがいなければ、あなたは重大なルール違反を犯すところだった。――そうね？」

「ルールって何かしら、おねえさま？」

「我々の存在意義を忘れたと？」

「ただそこにいるだけなら石ころで充分でしょ？　――でもイソウドは石ころじゃない。石ころじゃないわ」

「あなたの主張はこの際どうでもいいの。……あなたがあの少年とウォーライクを殺そうとしたことが問題なのよ」

「違うわ。問題なのは、あなたたちみんながあのふたりの危険性に気づきながら放置し続けていることよ。……ちょっと注意深く観察していれば判ることよ。イソウドにはすぐに判ったわ」

「何が？」

「宮本伊織が〝円環の蛇ウロボロス〟をむしばむ〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟だということよ！」

　ぐにゅりとチョコバーを握り締め、イソウドは力説した。

「イソウドの前であいつは断言したわ！　〝楽園エリジウム〟を捜すつもりはないって！　異端よ異端！　異端分子は早めに刈り取らなければダメなの！」

「異端と決めつけるのは早すぎるんじゃない？」

　猫があくび混じりに呟つぶやいた。

「――過去を振り返ってみれば、ああいう手合いはいくらでもいたじゃん？　けど、そのほとんど全員が途中で脱落してった。ああいうのはさあ、結局は過か酷こくな戦いの運命に正面から向き合えなくて、ヒューマニズムだの何だの言い訳して戦いから逃げようとする人種でしょ？　そんなのさ、どう考えたって実力不足で途中で消えるの判ってるじゃない？」

「……珍しく猫娘の意見が正しいな。今の段階ではまだ何ともいえぬ」

　声のみの男、ペルスヴァルが賛同の意をしめした。

「あのような考え方のロードが現れたのは、別に今回が初めてというわけではない。そして、そのほとんどが〝資格〟を手にする前に敗れ去った。我々は可能性のひとつとして〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟というものを想定してはいるが、それが現実に現れたことなど一度としてないではないか」

「現実が予想を超えることなんていくらでもあるわよ」

「ならば、超えそうになってから具体的な話をすればよいことよ」

　ペルスヴァルが鼻を鳴らし、そのあとを継いでラ・ベルが続けた。

「極論すれば、すべてのロードとウォーライクは〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟となる可能性を持っているわ。でも、その可能性がごくごく低いものだということは、何よりも過去が雄弁に物語っている」

「そうだよねえ。可能性があるってだけで今の段階から危険因子を排除しようとするんじゃ、それこそすべてのロードを抹まつ殺さつしなければならなくなるし、それじゃ本ほん末まつ転てん倒とうじゃん」

　ペルスヴァル、ラ・ベル、そして〝猫娘〟――三者の声がイソウドの考えを否定する側に回っている。

　イソウドは苛立ちを隠そうともせず、ぎりぎりと歯をきしらせて翡翠色の怪鳥を睨にらみつけた。

「〝男爵〟！　あなたのご意見は!?」

「……そもそもきみの蛮ばん行こうを止めたのは私だよ？」

　金属の手て摺すりに止まって超然とイソウドを見据える猛禽が、〝男爵〟の声で答えた。

「私もおおむねみなと同じ意見さ。……我々は、少なくとも彼らに直接手を出すべきではない」

「そんなルール！　そもそもイソウドたちが自分で決めたルールよ！　そんなものなかったことにすればいいじゃないの！」

「そのつもりはないようだよ。……少なくとも、きみ以外の我々にはね」

「だいたい、そう定めた時はあなただって賛成したはずでしょう、イソウド？」

「あの時は！　あの時は何も感じなかった！　でも今度は違うの！」

「何が違うのかね？　あの少年に何を感じたというのかね？」

「鈍感なあなたたちには判らないわ！　でもイソウドには判る！　匂いで判った！　あれは〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟になる！　いつかかならず！」

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい。私はもう帰るぞ」

　激げつ昂こう気ぎ味みにわめくイソウドに尻を向け、黒犬が歩き出した。それに続いて、展示ケースの上の黒猫も、身を起こして大きく伸びをした。

「まあ、お嬢ちゃんの嗅きゆう覚かくだけが根拠じゃ、わたしだって納得できないねえ」

「ひとまずはより注意深く彼らの戦いを見守る――ということで、いいかな？」

〝男爵〟が尋ねると、犬と猫はそれぞれ本来の声で鳴き、そのまま闇やみの中へと消えていった。

「――イソウド以外はいいんじゃないかしら？」

「イソウドもいいわ」

　ラ・ベルの言葉に、イソウドが即答した。チョコバーででろでろになってしまった手袋の指先をちゅうちゅうしゃぶりながら、まなじりを吊り上げてジョン＆キーツを睨みつける。

「イソウドも別にいいわ。……要するに、ルールを守ればいいのよね？」

「……無論だよ」

「ならいいわ。イソウドは見ているだけにするから。……あなたたちが変えるつもりがないというなら、そのルールは守る。でも、ルールを守った上で、イソウドは危険因子をかならず排除してみせるから」

「お手並み拝見といこうかしら？」

　闇の向こうから、ラ・ベルの含み笑いが聞こえてくる。それに対し、イソウドは小さな鼻をふんと鳴らしていい放った。

「拝見も何もないわ。イソウドはあなたをお手本にするだけなんだから」

「わたしを？」

「あなたや、ペルスヴァルをね」

　べとべとの手袋をはずして投げ捨てた少女は、無言でつきしたがっているエドゥアールの前に左手を差し出した。

「おかわり！」

「は」

　すかさずエドゥアールは、ポケットの中から次のチョコバーを取り出し、開封してからイソウドに差し出した。

「――よーふるに、いひょうどやえふあーるがてをだひゃなへればるーるいはんじゃなひってほとなんだから」

「……行儀の悪い子はキライよ」

　チョコバーを頰張りながら不敵に笑うイソウドを残し、ジョンとキーツはふかぶかと一礼してから辞去した。思えば、礼儀正しいあのふたりの執事風美青年は、この場ではほとんどしゃべっていない。

　イソウドは翡翠色の怪鳥を指差し、〝男爵〟にいった。

「……あなただって、ラ・ベルやペルスヴァルみたいに誰だれかいるんでしょ？　肩入れしてるロードが？　それこそあのおにいちゃんなんじゃないの？　だからいいところで邪魔に入った――そうなんじゃないの？」

「いいかね、イソウド？　我々は、〝吟遊詩人ミンストレル〟であると同時に〝監視者〟でもあるのだよ。私がきみを止めたのは、きみがその役割を忘れかけていたからさ。……別に他意はない」

「……どうかしら？」

　チョコバーを一気に食べ尽くして口もとをぬぐったイソウドは、もうおしゃべりはおしまいだといわんばかりに手を振った。

　手摺にとまって休んでいた猛禽は、大きく翼を広げて高い天てん井じようの近くまで舞い上がると、まるでＣＧのようにその姿をオウムのそれに変え、ここに来た時と同じように窓の隙間から外へ出ていった。

「……おひいさま」

　ふたりを残して誰もいなくなった展示室に、低く押し殺したエドゥアールの声が響き渡った。

「これからいかがなさいます？　もはやきょうのような真ま似ねは――」

「やらないやらない、判ってるわよ」

「ですが、おひいさまのお目がそう申されてはおりません。……すぐにまた何かなさるおつもりでは？」

「だからいったでしょ？　ルールは守るって」

「ルールを守って何かなさると――何をなさるおつもりで？」

「そう警戒しなくていいわよ。ナイショで勝手に動き回ったりしないから。……だいたい、イソウドが何かする時には、おまえに全部押しつけてるでしょう？」

「この国に来てすぐに、おひいさまおひとりで宮本伊織に接触なさいましたな。あれは私には事じ後ご承しよう諾だくでしたが？」

「そういうツッコミ禁止！」

　イソウドは軽くジャンプしてエドゥアールの頰をひっぱたき、大おお股またで歩き出した。
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　こめかみを押さえて軽く頭を振り、伊織は嘆たん息そくした。

「……どうした？　やっぱりまだ寝てたほうがいいんじゃないか？」

　ハルミチーズを薄くスライスしていた頼通が、伊織の深い溜息を聞きつけて眉まゆをひそめる。伊織たちが不意討ちを受けてからまだ一二時間しか経過していない。叔お父じが甥おいの身体を心配するのは当然だった。

「いや、いい。……別に身体のほうはもう何ともないし、むしろこうしているほうが落ち着く」

「そりゃまた――根っから主夫体質になっちまったもんだな」

「単純作業の繰り返しのほうが、考えごとをするにはいいだろ？」

　そういいながら、伊織はふたたびペティナイフを手に取り、ジャガイモの皮を剝むき始はじめた。キッチンのテーブルに座った伊織の足元には、皮を剝かれたジャガイモが、すでに小さなバケツいっぱいに積み上がっている。このまま茹ゆでてポテトサラダにしてもよし、カットして揚あげてもよし、あるいは叔父に任せてニョッキを作らせるのもよし――いずれにしても、クリスの食欲を満たすにはいくらあっても困りはしない。

　巨大なボウルにサラダの用意をしていた頼通は、テーブルの反対側に座った甥を上うわ目め遣づかいに一瞥し、尋ねた。

「――で、いったい何を考えてたんだ？」

「あんた、今度ルテティアをエスパイ何とかいうレストランに連れていってやれ」

「は？　いきなり何の話だ、いったい？」

「一時期ウチでそうめんばかり出していたら、ルテティアがおかしくなったんだよ。甘いもののフルコースが食べたいとか、頭の悪いことをいい出してな。どうせ食後にデザートを食うくせに、食事にも甘いメニューを用意しろとはふざけた女だ」

「ああ、あいつは糖分大好きっ子だからな」

「じゃあ今度から上白糖を袋ごとやるからそれを食うようにいってくれ」

「そういうわけにもいかんだろ？」

　頼通は苦笑混じりにそういったが、伊織はなかば本気だった。ルテティアのそうめんにどっさりと砂糖を載のせて出してやるだの、ルテティアのめんつゆだけガムシロップで割って出してやるだの、実行一歩手前まで思いつめたこともある。それをギリギリのところで思いとどまったのは、食べ物を粗そ末まつにしてはいけないという幼少期の母の教えがあればこそだった。

　すべてのジャガイモを剝き終えた伊織は、すでにお役御免となった頰の絆ばん創そう膏こうを剝はがし、もうひとつ嘆息して肩をすくめた。

「こっちだってあいつのわがままをいちいち聞いちゃいられないし、クリスまで真似するようになったらもっとひどいことになるからな。――それで、おれもいい加減面倒になったんで、だったら叔父さんが日本に戻ってきたら、どこでも好きなスイーツの店に連れてってもらえといっておとなしくさせたんだ。おれからも叔父さんに頼んでやるっていってな」

「日本の食生活に慣れろっていっておいたんだがなあ……」

「日本じゃなくてもナシだろ。それともヨーロッパあたりには、主食に砂糖を食うような国があるのか？」

「あるわけないだろ。――それで、あいつが行きたいっていってる店は？」

「おれも詳しくは知らないけど、あいつがいうには、叔父さんならすぐ判るらしいぞ？　エスパイ……えー、エスパイ何とかいう名前だったはずだが」

「……エスパイ・スクレじゃないだろうな？」

「ああ、そうだったかもしれない。……有名な店なのか？」

「ある意味有名だが……確かに甘いものが好きな人間にはたまらない店だろうさ。スイーツのフルコースを出してくれるレストランなんだよ」

「ふーん」

　伊織個人はまったく心に響かないが、それは世のスイーツ好きな女性には魅力的な店に違いない。ふつうの人間のように食後の体重増加を心配する必要のないルテティアなら、毎日通いたいとすら思う店だろう。

「――まあそういうわけだから、今度あいつを連れてってやってくれ。でないとおれが噓うそつき呼ばわりをされるからな」

「おまえね……エスパイ・スクレってのはバルセロナの店だぞ？」

「…………」

　寸ずん胴どうにジャガイモの半分と大量の水を入れてコンロにかけていた伊織は、思わず頼通を二度見した。

「……スペインの？」

「スペイン以外にバルセロナって街があるのか？」

「……ベネズエラにもあったような気がするが」

「どっちにしても遠すぎだろ」

　そう呟いてひとしきり笑った頼通は、サラダの入ったボウルにラップをかけると、今度はフライパンを加熱し始めた。

「――で、本当は何を考えてたんだ？」

「え？」

「おまえが一心不乱にイモの皮を剝きながら、エスパイ・スクレのことなんか考えるわけないだろ？　昼間あんなことがありゃなおさらだ」

「現実逃避という意味ではありえなくもない」

「逃げるなよ。――おい、たまねぎとにんじん」

「ああ」

　小さなボウルに山盛りになったたまねぎとにんじんのみじん切りを叔父に渡し、伊織は椅い子すに腰を降ろした。

　昼間、いきなり〝逢魔が刻トワイライト〟に引きずり込まれ、イソウドと名乗る少女に襲われた。一二対一の理不尽なハンディキャップマッチをしいられ、途中まで善戦していたのは伊織も記憶している。ただ、一気にイソウドとの決着をつけようとして痛烈なカウンターを食らい、それからどうなったのかをまったく覚えていない。

　叔父がみじん切りにした野菜をじゃかじゃか炒いためるのをぼんやりと見つめ、伊織はずっと引っかかっていた疑問を口にした。

「……おれたち、どうやって助かったんだ？」

「それは俺のほうが聞きたいね」

「おれは失神してたんだ。あんたに聞くしか知りようがないんだが」

　戦いの中で意識を失った伊織が次に目め醒ざめたのは、つい一時間ほど前、自分のベッドの上でのことだった。だから、自分がどうやってあのトワイライトから脱出したのか、伊織には判らないのである。

「俺たちだって、おまえがトワイライトから出てくるところを目撃したわけじゃない。……おまえ、俺たちの頭の上から降ってきたんだぜ？」

「降ってきた……？」

「ああ。ルゥが気づいて、地面に激突する前にうまい具合にキャッチしてくれて――まあ、おまえは血まみれでひどいありさまだったし、クリスちゃんもずっと目が醒めないしで、とても人前をうろつける状態じゃなかったからな。あたりが薄暗くなるまで待って、それから俺とルゥとでここまでかついで戻ってきたんだぜ？」

「空から降ってきたといわれても……空を飛んだ覚えはないんだが」

「というより、おまえら運ばれてきたのかもな」

「誰にだ？」

「判らん。確証もない。――ただ、おまえたちが降ってきた直後に飛び去るデカい鳥の影を見たのは事実だ」

「その怪鳥がおれたちを運んでくれたってわけか？」

　ふつうなら荒こう唐とう無む稽けいな話と斬きって捨すてるところだろうが、幸か不幸か、伊織はそうした話に馴な染じみすぎている。もし頼通がそういうものを見たのなら実際にそうだったのだろうと、すんなりその仮説を受け入れてしまっていた。

「……おまえが出会った、そのイソウドとかいう女の子だけどな」

「うん」

「その子もミンストレルじゃないのか？」

　頼通はたまねぎとにんじんを炒めたところに大量の牛肉を投入し、スパイスなどで味をととのえながらさらに炒めていく。そこにスープをそそぐと、キッチンにおいしそうな匂いが広がっていった。

「……もちろん、こいつはおまえが公園で会った老人がミンストレルだと仮定した上での話だが、同じような光の翼を持ってたんだろ、その子も？」

「同じだったな。……勝てそうにないと思ったのも同じだ」

「なのに突っかかっていって、一撃で叩き伏せられたわけか？」

「……そういう精神状態だったんだよ」

　伊織は寸胴で茹でていたジャガイモに串くしを刺し、ざるに上げた。

「――全部潰つぶせばいんだろ、これ？」

「ああ。……それにしても、おまえが何か食うものを用意しろっていうから作ってるけど、こんな時間にこんな重いものホントに食えるのか？　もう一時すぎだぞ？」

「おれはきょうは朝食しか食ってないしな。……それに、メインで食うのは俺じゃない。クリスだ」

「といっても、まだ寝てるだろ？」

「腹が減れば目を醒ます。……そういうヤツだからな」

　伊織といっしょに空から落ちてきたというクリスは、宮本家にかつぎ込まれても目を醒まさず、今も静かに眠り続けている。もっとも、伊織が覚えているかぎり、クリスの刃には特に傷や刃こぼれはなかったから、いまだに眠り続けているのは純粋に疲労のせいだろう。

　伊織といっしょに戦い始めた頃、激しい戦いの直後には、クリスはいつもより長く眠り込んで、目を醒ますとすぐさま大飯を食らうということがたびたびあった。常葉ときわがリリオーヌから聞いた話によると、ウォーライクが戦いで消しよう耗もうしたエネルギーを補給するには、睡眠と食事をたっぷり取るのがもっとも効果的なのだそうだ。

「ミンストレルってのは、いったい何人いるんだろうな」

　マッシャーを使ってジャガイモを潰しながら、伊織は口の中に放り込んだ増血剤を呑み下した。

「おまえが会った老人にイソウド、それにパリにいた謎なぞの影――少なくとも三人、三体っていうべきかもしれんが、とにかく頭数は最低でも三つ、ってところか」

「……一対一でも相手にならないのに、それが三人もいるんじゃ勝ち目はないぞ？」

「だが、かならずしも彼らが敵だとはかぎらないんだろう？　現におまえが最初に遭そう遇ぐうした老人は、おまえに危害を加えなかったんだから」

　頼通は大きな耐熱皿にスープや野菜といっしょにじっくり炒めた牛肉を移し、平らにならしている。伊織はジャガイモの皮を剝いたり茹でたり潰したり、頼通にいわれるままに作業を手伝ってきたが、叔父が何を作ろうとしているのかよく判らない。少なくとも、伊織がこれまでに作ったことのあるメニューではなかった。

「だいたい、そのツインテールちゃんは何だっておまえを襲ってきたんだ？」

「さあな。あれこれいろいろといってたが、こっちにはぜんぜん理解できない内容だった。……かろうじて理解できたのは、どうやらおれたちがふつうのウォーライクやロードみたいに、〝楽園エリジウム〟を目指してほかのウォーライクと戦わないのが、どうも気に食わないらしい」

「要するに、向こうはウォーライク同士を戦わせるのが目的なのか？」

「少なくともあのガキはそうみたいだけどな」

「立ち位置も実力も、ウォーライクよりずっと上って感じだな、そいつら」

　ひき肉を敷しいた上にマッシュポテトをかさねた頼通は、それをオーブンに入れて焼き始めた。

「――これでよし、と」

「いったい何を作ってるんだ？」

「ん？　シェパードパイだよ。おまえ、真ま弓ゆみさんに作ってもらったことあるだろ？」

「……覚えてないな」

「そりゃあもったいないな。真弓さんのシェパードパイはうまかったのに」

「見るからにカロリーの高そうな料理だということは何となく判った」

　伊織はふと天井を見上げ、冷蔵庫を開けた。

「――どうした？」

「クリスが起きたらしい」

「よく判るな？」

「何となくだよ」

　伊織の直感を裏づけるかのように、じきに二階のほうから室内を駆け回る足音が聞こえてきた。

「……無駄に元気だな。確かに心配はいらなそうだ」

「だろ？」

　伊織は冷蔵庫の中からマスカルポーネチーズを取り出すと、無造作に皿にぶちまけ、その上からたらたらとハチミツを垂らしていった。

「イオリー！　おなかすいたー！」

　パジャマ姿でキッチンに飛び込んできたクリスタベルは、昼間の激闘などすべて忘れたかのように、まだいくぶんしょぼついた目をこすりながら、伊織に向かってさかんにおのれの空腹度合いをうったえている。まるで親鳥にエサをねだってピヨピヨ鳴き続ける雛ひな鳥どりだった。

「おまえ……ほかにもっということがあるんじゃないのか？」

　たっぷりのハチミツに続いてブラックペッパーを振り、チーズの山にクラッカーを添えた伊織は、シャツの裾すそを摑んで離さない少女を見下ろして溜息をついた。

「え？　ほかにもっと？　何？」

「……いや、いい。たぶんこうなるだろうなという気はしていた」

　パトリックとの戦いの時とは違い、伊織は途中までちゃんと意識をたもっていたが、一方のクリスははやばやと意識を失っていた。だからこの前と同じように、自分たちに何があったのか、いっさい覚えていないに違いない。

　そもそも伊織は、日本へ来る前、伊織の父に同行していた七年前のことを覚えていないという時点で、クリスの記憶をあまりあてにはしていない。それは別にクリスが物覚えが悪いという意味ではなく、おそらく何かしらの理由で――それこそウォーライクが死の間際にロードにかける〝魔法〟のような力によって――クリスの記憶にブロックがかけられているのではないかと、伊織はそう考えているのである。

　クリスにやや遅れてキッチンにやってきたルテティアが、伊織と頼通に、「もう大丈夫」と無言でアイサインを送ってきた。

「よう、ご機嫌なお目醒めだな、クリスちゃん。もうすぐシェパードパイが完成するから、ちょいと待っててくれよ？」

「はーい♪」

　頼通の言葉に元気よく両手を挙げて返事をしたクリスは、さっさと自分の席に陣取ると、ごく当たり前のように目の前のチーズの山に指を突っ込み、ぬぽんとすくって口に運んだ。

「ん！　これおいしい！」

「……おい、何のためにクラッカーがあると思っているんだ、おまえは？」

「ん～……かざり？」

「そのクラッカーですくって食うためだ。少しは知恵を使え」

「おー！」

　伊織の指摘であらためてチーズをクラッカーに載せるようにして食べたクリスは、自分の頰を押さえて快かい哉さいをあげた。

「イオリてんさい！　ちょうおいしいよ、これ！」

「別におれが考えたわけじゃない」

「でもなかなかおいしいじゃない、これ」

　男ふたりがキッチンで料理をしているというのに、ルテティアはクリスといっしょになってチーズをもりもり食べている。はなから手伝うつもりのないその態度に、軽くムッとした伊織だったが、きょうはクリスともどもルテティアの世話になったと聞いていたので、あえて文句は口にしなかった。

「――おい、手伝ってくれ」

「ああ」

　焼き上がったシェパードパイを取り分けるのを手伝っていると、頼通がそっと伊織に耳打ちした。

「……早瀬には俺から連絡するつもりだけど、おまえもお仲間に知らせておいたほうがいいぞ？」

「判ってる」

　きょうの顚てん末まつを常葉に知らせるのはかまわないが、もうひとり、教えておかなければいけない相手がいるのを思い出し、伊織はふと憂鬱になった。






















　少なくともキリスト教圏けんに生まれた人間なら、教会という場所にある種の畏い敬けいの念を感じるものだろう。

　しかし、グレアムは何も感じなかった。生来の無神論者だったし、砲弾の下をかいくぐっていた日々の中でも、神にすがろうと思ったことはない。むしろ、銃じゆうを握って人を殺してきた手で、自分の身の安全だけは欠かさず毎朝神に祈っていた戦友を、心のうちで見下してさえいた。

　グレアムにとって、神は信じるものでもうやまうものでもなく、ただ、自分と娘の間を裂いた〝敵〟でしかなかった。

　にもかかわらず、グレアムがこうして行く先々の土地で――こんな極東の島国でさえ――教会を捜してしまうのは、結局はそれが、敬けい虔けんなキリスト教徒だった亡き娘を偲しのぶのにふさわしい場所だったからである。

　滑こつ稽けいであり、皮肉である。

　がらんとした教会の、一番前のベンチに腰を降ろしてうつむいていたグレアムは、血の気の薄い唇くちびるを吊つり上あげた。

　燭しよく台だいにともされた明かりが揺らめき、あちこちに落ちた影をちらつかせる。さっきまで聞こえていた虫の声はすでに途と絶だえ、ときおりグレアムが咳せき込こむ声が、やけに大きく響いて聞こえた。

「グレアムさん、グレアムさん！」

　隣に座っていたオルトニートが、グレアムの手を握り締めてささやいた。

「誰だれか来ますよ！」

「……そうか」

　大きく深呼吸し、グレアムはうなずいた。

「ただの人じゃないです。ウォーライクでもないみたいです」

「なるほどな……」

　いつも無む邪じや気きなオルトニートが、緊張の面持ちでうなずく。グレアムはわずかに曲がったオルトニートの帽ぼう子しを直してやると、したり顔でうなずいて立ち上がった。

「……おまえにも正体の察せられない相手となれば、尋じん常じようのウォーライクであるはずがない。――答えはひとつだ」

　閉ざされたままの教会の扉とびらのところに、大柄な影が立っていた。

　身長はグレアムよりやや高いくらいだったが、身体からだの厚みがまるで違っていた。そのせいもあって、痩やせた身体をいつも猫背気味にしているグレアムより、倍も大きいように見える。

　黒いダブルのスーツにサングラス、そしてオールバックという髪型は、ある意味ではとても没個性で、要人警護を生なり業わいとするボディガードか何かのようだった。

　ゆっくりと近づいてきた大男を見み据すえ、グレアムは尋たずねた。

「……俺おれに連絡してきたのはあんたか？」

「そうだ」

　男はサングラスを押さえてうなずいた。

「俺に何の用だ？」

「おまえに連絡を取ったのは私だが、おまえに用があるのは私ではない」

「ふん……？」

　グレアムはそっと片目を閉じ、男を一いち瞥べつしたあと、軽く嘆たん息そくしてポケットから手を出した。

「グレアムさん――」

　オルトニートが息を呑のみ、グレアムの袖そでを引いた。

　その瞬間、両開きの扉がいきおいよく開け放たれ、青光りする騎士たちが現れた。

「――――」

　グレアムはオルトニートを背後にかばって目を細めた。騎士たちは全部で一二人、それぞれが青いランスをたずさえ、二列縦隊で行進してくる。

「……それで結局、俺に用事があるのは誰なんだ？」

「イソウドよ」

　聖域の中へ踏み込んできた傍ぼう若じやく無ぶ人じんな騎士たちは、たがいに向かい合ってランスをかざし、その穂先を交差させた。

　その青いアーチをくぐって、黒ずくめの美少女が悠ゆう然ぜんと歩いてくる。

「イソウド……？」

「イソウド・オブ・ホワイトガントレット……デイム・イソウドと呼ぶといいわ」

　黒の羽は根ね扇せん子すを広げてくすくす笑う金髪ツインテールの美少女は、グレアムを見つめて黒い瞳ひとみを細めた。

「光栄に思うことね、グレアム・アーサー・シャーロック。……あしたのない病やみ疲つかれた戦士に、このイソウドが一いち縷るの光明をさずけてあげるわ」

「……恩着せがましい小娘だな」

　うんざりしたようにもらし、グレアムは肩を落とした。

　正面にイソウド、そのかたわらには黒服の男が寄り添い、ランスをたずさえた一二人の騎士がその後ろに整列している。彼らがまっとうな人間ではないということは、いまさら確認するまでもなく、グレアムにも判わかっていた。

「グレアムさん……この人たち、みんなただのウォーライクじゃないですけど――あの女の子は、たぶん――」

「あの老人と同じ〝人種〟――か？」

「は、はい！」

「そう聞いてもいまさら驚く気にもなれん」

「い、行きますか、グレアムさん？」

　グレアムにしがみついていたオルトニートが、小さな拳こぶしを握り締めて身構える。

　すると、それを見てイソウドと名乗った少女が甲かん高だかい声で笑い出した。

「勘違い勘違い！　別にあなたたちをいぢめるなんていってないでしょ、イソウドは？　むしろ逆よ、逆。――だいたい、もしイソウドにあなたたちを害するつもりがあるのなら、抵抗するだけ無駄だって判らない？」

「……だろうな」

　今にも影の中へ沈み込もうとしていたオルトニートの腕を摑つかみ、グレアムは唇をゆがめた。

「……おまえも〝吟遊詩人ミンストレル〟か？」

「知っているの？　ミンストレルのことを？」

「そういう連中がいるらしいということくらいは知っているが、さほど詳しいことまでは知らん」

「イソウド以外のミンストレルに会ったことは？」

「それらしい老人と、戦いのあとに何度か遭そう遇ぐうしたことがある。……たぶん彼もミンストレルだろう」

「……どうやらそれなりの知識と経験はあるようね。そう、本来の〝鞘ロのー主ド〟というのはそうでなくてはダメよ、そう！」

　何が嬉うれしいのか、イソウドはうんうん何度もうなずきながら、かたわらの男に向かって左手を突きつけた。

「――ねえ、あなたは何か望みがあって戦っているんでしょう？」

　男が封を切って差し出したチョコバーをもりんとかじり、イソウドは尋ねた。

「ある」

「どんな望み？」

「……どれだけ金を積んでもかなえられない望みだ」

「戦い続ければそれがかなうって思ってる？」

「そう聞いている。……違うのか？」

「違わないわ」

　右手に羽根扇子、左手にチョコバーを持ち、イソウドはその場でくるくるっとターンした。

「戦いをかさねて強い力を手に入れたウォーライクだけが、〝楽園エリジウム〟へとたどり着くことができる。そして、〝楽園エリジウム〟から旅立つウォーライクが、ロードの願いをひとつだけかなえてくれる――ふふふ、それは本当よ。イソウドが保証するわ」

「〝楽園エリジウム〟から……？　〝楽園エリジウム〟へ旅立つのではなく、〝楽園エリジウム〟から旅立つ……？」

「そんな細かいことはどうでもいいでしょ？　とにかく〝楽園エリジウム〟を目指して戦うあなたたちはとても正しいの、ウォーライクとロードとして、とてもあらまほしい姿なの。まさに絵に描いたようなお手本だわ！　――ちなみにあなたの願いって何なの？　後学のために聞かせて？」

「……逆に聞くが」

　肩を揺らして小さく咳き込み、

「……死んだ人間を生き返らせることは？」

「あー、それはムリ！　ムリムリ、ムリね。もしかしたらできるかもしれないけど、絶対にやっちゃいけないことだから」

「…………」

　イソウドのいい方に何か引っかかるものを感じたのか、グレアムは眉まゆをひそめてイソウドを凝ぎよう視しした。

「ほかには？　それ以外の願いは？」

「……聞いてどうする？」

「あなたがその望みをかなえられるように、イソウドがチャンスをあげる」

「何だと……？」

「ウォーライクが〝楽園エリジウム〟にたどり着くには、〝妖精の書レボル・シオグ〟が必要よ。最強のウォーライクの手におのずと渡るとされている〝書〟が。……そして、今もっとも〝書〟に近い場所にいるのが」

「……誰だ？」

「だからだから、それをあなたに教えてあげようというのよ、このイソウドが」

　チョコバーを口に押し込み、頰ほおをふくらませてもにゅもにゅ咀そ嚼しやくしながら、イソウドはふたたびかたわらの大男の前に左手を突きつけた。

「……で？　あなたの望みは？」

「俺が……このまま生き続けることだ」

　そう答えたグレアムの声はひどくかすれていた。自分でもよく聞き取れないほどのかぼそい声に、グレアムはまず自分の耳を疑い、そして自分のおとろえを自覚した。

「なるほどなるほど……幾いく多たの戦場を生き延びてきたあなたも、病やまいには勝てない、ってことね」

「……余計なお世話だ」

「いいんじゃないいいんじゃない？　できるかぎり長生きしたい、死にたくないなんていうのは、いかにも人間の欲望そのものよ。イソウドは好ましいと思うわぁ、そういうのって」

　イソウドは大男から受け取った一通の封筒を、グレアムに見せつけるかのようにひらひらさせた。

「――一応いっておくけど、一応」

「いってみろ」

「あなたが不ふ甲が斐いないようなら、イソウドはこれと同じものをほかのロードやウォーライクにもばらまくから」

「……何だ、それは？」

「情報よ」

　封筒をグレアムに投げて寄よ越こすと、イソウドはブーツのかかとを鳴らしてきびすを返した。

「ホンキのホンキで〝書〟が欲しいのなら、もたもたせずにさっさと行動に移ることね。……まあ、〝書〟に釣つられてやってくるウォーライクたちを狩りたいっていうのなら、それはそれでいいけど」

「…………」

　封筒を受け取ったグレアムは、何も書かれていないその表面を一瞥し、上うわ目め遣づかいにイソウドを見返した。

「――それじゃせいぜいお気張りなさい」

　ふふんと鼻を鳴らし、イソウドは青騎士たちを引き連れて教会から出ていった。

「……次にまた会うことがあるかどうかは判らないが」

　最後に残った黒服の大男が、封筒を開けようとしているグレアムにいった。

「もし別の何者かが接触してきたとしても、無視しろ。それが賢けん明めいな判断だ」

「ほかのミンストレルが――という意味か？」

「演出家に気に入られなかった役者は舞台から降ろされる。……そのことを肝きもに銘めいじておけ」

　グレアムの問いには直接答えることなく、大男は教会の扉を後ろ手に閉ざした。

「……ふん」

　グレアムはふたたび同じベンチに腰を降ろし、封筒の中身を取り出した。

「何なんです、グレアムさん？」

「ずいぶんと不親切な情報だ……」

　封筒の中には一枚の写真が入っているだけだった。写っているのは東洋人――おそらく日本人の少年で、裏側には住所とおぼしきものが記されている。

　それをオルトニートに渡すと、グレアムは背もたれにぐったりと寄りかかり、長々と溜ため息いきをついた。

「……俺はもしかすると、途中でみずからのあやうさに気づいたギルデンスターンなのかもしれない」

「グレアムさん……」

「だが、あれこれ考えをひねくってみても、結局は死の運命からは逃れられない。ならばせいぜい最さい期ごの瞬間まで、運命に気づかないふりでもしよう。――間の抜けた俺が誰かの代わりに死ぬというのも、贖しよく罪ざいとしてはありだろうさ」

「そんな不吉なこと……冗じよう談だんでもいわないでくださいよ、グレアムさん！」

　両目に大粒の涙を浮かべ、オルトニートはグレアムの肩にすがった。〝変形シエイプシフト〟すれば巨大な剣と化す蝶ちようネクタイの少年も、その気性はごくふつうの少年――いや、むしろ柔にゆう弱じやくといってもいいほどにやさしく、臆おく病びようなのかもしれない。

　肩に載のせられた少年の手を、かさかさに乾いた手で押さえ、グレアムは笑った。

「すまなかったな……別にすべての望みを捨てているわけじゃない。もしすでに絶望しているのなら、そもそもあんな胡う散さん臭くさい連中の呼び出しになど応じん」

「……ホントですか、グレアムさん……？」

「ああしてこちらをその気にさせるエサをちらつかせ、少しずつ俺たちを破滅へみちびくのがあいつらのやり口なのだとしても、俺はその死線を超えてみせる。……これまでずっとそうしてきたようにな」

「その意気ですよ、グレアムさん！　ぼくも手伝います！」

　ずずっと鼻をすすって涙をぬぐい、少年はぱぁっと満面の笑みを浮かべた。

　グレアムはオルトニートの肩を叩たたき、立ち上がった。

「八時すぎか……まだあの店はやっているはずだな……」

「ああ、あのお客さんがあんまり入ってない喫きつ茶さ店てんですね？」

「……そういう覚え方もどうかと思うがな」

　ポケットに手を突っ込み、グレアムは教会の扉を開けて八月の夜気の中に歩み出た。彼らの生まれ故郷の夏は、この国よりずっと雨が少なく、気温も低い。平均で一〇度ほどは低いだろう。蒸すような熱気がまとわりついてくる日本の夏は、おそらく彼らにとっては、馴な染じみのない、すごしにくいものに違いない。

　そのぬるい夜風に吹かれて、グレアムはどこか弱々しい、おぼつかない足取りで歩いていく。

　そのかたわらには、つねに彼をささえる少年の姿があった。
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　朝からきょうの最高気温を予想させる強い陽ひ射ざしが降りそそいでいたが、それでもまだこの時間はさほど暑くはない。本格的に暑くなってくるのは、この家の大きいほうの居い候そうろうが起きてくる頃だろう。

「伊い織おりのヤツ、けっこうマメに面倒見てるじゃないか」

　口笛混じりに玄関前の植え込みに水をまいていた頼より通みちは、オーディオプレーヤーのヘッドホンをはずし、大きく深呼吸した。

「――ま、このへんの薔ば薇らはほとんど真ま弓ゆみさんが植えたモンだからな。大切に世話して当然、か……」

　そうひとりごちた頼通は、ふと視線を感じて門のほうを振り返った。

「あの……」

　門もん扉ぴの向こうに、どこかおどおどした感じの少女が立っていた。年ねん齢れい的てきには伊織やルテティアとそう変わらないだろう。

　頼通は左右を見回し、少女が見つめているのが自分だと確認すると、水道を止めて門のところへ向かった。

「――可か愛わいいお嬢さん、ウチに何かご用？」

「あっ、いえ、その――」

　頼通の軽口に、少女はあっという間に顔を真まっ赤かにしてうつむいてしまった。ふんわりとウェーブした髪をさかんにいじっているのは、それが彼女の癖くせだからだろうか。

「……ひょっとして、伊織のおともだち？」

「あっ、は、はい！　ま、牧まき島しまさつきといいます！」

「牧島――」

　その名前を聞いた頼通は、一瞬だけ暗い表情を見せたが、彼の顔を正視できずにいる少女――さつきは、そのかすかな変化には気づかなかったようだった。

　頼通はいつもの笑みを口もとに浮かべ、カギをはずして門扉を開けた。

「意外だな。あの本の虫に、きみみたいなキュートなガールフレンドがいるとは思わなかったよ」

「いっ、いえ、そんな、わたしは別に――」

「あいつ、愛あい想そないだろ？」

「わ、わたしだって、そんなに社交的じゃないっていうか、どっ、読書が大好きで、そこは伊織くんと気が合うっていうか――」

「なるほど、同好の士ってわけか。……できればこれからも仲よくしてやってよ」

　にっこり笑ってそう語りかけ、頼通はさつきを門の中に招き入れた。

　そこに、キッチンの勝手口からクリスがサンダルを履はいて出てきた。

「あ！　サツキだ！　――イオリー！　サツキが来たー！」

　それまで眠そうだった目をぱちっと開き、クリスはぺたぺたとサンダルを鳴らしてさつきのほうへやってきた。もっとも、クリスの目的はさつきを歓待することではなく、さつきが重そうにぶら下げているビニール袋の中身だろう。

「サツキ、それ何？　何？　ケーキ？」

「ご、ごめんね、ケーキじゃなくてスイカなんだ。もらいものなんだけど、おみやげにいいかなって……」

「わーい！　おみやげー！　スイカスイカ！　スイカもらっちゃった！」

「あっ!?　ちょっ、お、重いよ、これ!?」

　スイカがいったいどういうものなのかを知っているのか、クリスはほとんどひったくるようにしてさつきの手からビニール袋を受け取った。

　が、すぐにその重さに振り回されてよろめき、アプローチの飛び石の上にごしょりと落としてしまった。

「あ」

「あー……」

「あーあ……」

　クリスとさつきと頼通は、甘い香りを放ち始めたビニール袋を見つめて三者三様に溜息をもらした。

「――朝からいったい何を騒いでいるんだ？」

　眉み間けんにあからさまなしわを刻んだエプロン姿の伊織が、クリスに続いてキッチンのほうからやってきた。

「――――」

　さつきを見た瞬間、伊織が少し驚いたように目を丸くしたが、すぐにその驚きの表情は消えた。叔お父じの目から見ても、伊織はあまり自分の感情を表には出さない。出さないというより、出すことを嫌って無理矢理抑えつけてしまうところがある。

　おそらく伊織にとって、この少女はそれなりに感情を刺激される存在ではあるのだろう。それがいい感情なのか悪い感情なのかはともかく、人づき合いの苦手な伊織にそういう相手がいるということが、頼通には何となく嬉しかった。

　いささか大おお仰ぎように嘆息した伊織は、しょぼんとしているクリスを見下ろし、淡たん々たんと説明した。

「……この状況から察するに、どうやら牧島がせっかく持ってきてくれたみやげを、この小娘がはしゃいだ末に台なしにしてくれたようだな？」

「あ、あの、伊織くん？　別にわたしは気にしてないから――」

「まあおまえならそういうだろうさ。――ただ、おまえが気にしないからそれでいいという問題でもない」

　伊織はクリスの脳天にかたく握った拳を押し当て、ゆっくりとごりごりねじった。

「いたたたたた！　いたいいたいいたい！」

「おいおい、勘弁してやれよ、伊織」

「ルテティアを甘やかすことしかしないあんたは黙っててくれ」

　とりなしてやろうとする頼通にぴしゃりといい放ち、伊織はクリスを睨にらみつけた。

「何度も教えたはずだ。……おい、こういう時はどうするんだ？」

「ご、ごめんなさぁい……」

　ぐりぐりっとやられた頭を両手で押さえ、クリスは伊織を見上げてぼそっと呟つぶやいた。

「おれにいってどうする？　謝る相手が違うぞ」

「ごめんなさい……」

　伊織に指摘され、クリスはあらためてさつきに頭を下げた。

「ああ、うん、ホント、別に気にしてないし……わ、割れちゃっても食べられなくなったわけじゃないから、クリスちゃんも気にしないでいいから、ね？」

　まるで自分のほうが粗そ相そうをしてしまったかのように、さつきはひどく恐縮してクリスをなぐさめている。きっとやさしい子なのだろう。

　それにくらべて、伊織はクリスのような小さな少女に対しても厳しい。やさしさがないというわけではなく――たぶん彼なりのやさしさは確実にあるはずだが――自分自身に厳しいぶん、他人にもその厳しさをしいてしまう。

　その融ゆう通ずうの利きかなさが、頼通には、いずれ伊織をあやうくさせるのではないかと思えてならなかった。

「――まあまあまあ」

　伊織がさらに何かいおうとするのを見て、頼通が割って入った。

「せっかくお客さんが来てくれたんだぜ？　そう怒るなよ。確かに子供のしつけは重要だが、このシチュエーションじゃ牧島さんに失礼だろ」

「…………」

　これもまた正論だからか、伊織は返す言葉もなく、ただうなずくだけだった。

　その時、二階の窓を開けて身を乗り出してきたルテティアが、頼通を見て素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「ちょっとミッチー！　何してんのよ、そこ!?」

「は？」

「サツキもサツキよ！　少しは嫌がりなさいよぅ！」

　ルテティアのわめき声で、ようやく頼通は、自分がさつきの腰に手を添えていることに気づいた。もちろん、不ぶ躾しつけにタッチするような真ま似ねまではしていないが、自然とそういうポジションに手が行ってしまうのは、頼通の場合、もはやどうしようもないことなのである。

　頼通はいまさらのように両手を挙げ、おどけたようにルテティアを見上げた。

「誤解だぞ、ルゥ！　俺は潔白だ。こちらのマドモワゼルに聞いてくれてもいい」

「え？　あ、あの……何が？」

　当のさつきは何があってルテティアが怒っているのかまるで理解できていない。同じくきょとんとしているクリスも――もし実際に頼通がさつきの腰を抱いていたのを目撃したとしても――理解はできなかっただろう。

　ただ伊織だけが、ルテティアの激げつ昂こうの理由に気づいて苦笑していた。

「……ナニ笑ってんだよ、伊織？」

「自じ業ごう自じ得とくじゃないのか？　瓜か田でん李り下かって言葉、知ってるだろう？」

「可愛げのない奴やつだな」

　小さく舌打ちした頼通は、ルテティアが部屋の中に引っ込んだのを見て、ぼりぼりと頭をかいた。

「……まあいいや。あいつの苦情は俺が受けつけとくから、おまえはこちらのお嬢じようさんと散歩でもしてこい」

「は？」

「おまえね、ただスイカを差し入れるためだけに、わざわざこんな時間から来てくれたと思ってるのか、本気で？」

「あ、でも、別にわたしは――」

　またもや恐縮するさつきの肩に手を置いてくるりと向きを変えた頼通は、伊織に向かって軽く顎あごをしゃくった。

「……ルゥがわめいてたんじゃハナシにならんだろ？　いいから行けって」

「こっちの事情も知らないくせに……」

　小さな声でぼやくと、伊織はエプロンをはずしてクリスの頭に載せ、ついてこいとも行くぞともいわず、さっさとさつきを置いて門から出ていってしまった。

「はい、牧島さんもどうぞ。ゆっくりしてくるといいよ」

「あ――は、はい」

　さつきの背を押して伊織のあとを追わせた頼通は、きょとんとしたままのクリスの手からスイカの袋を取り上げると、玄関から飛び出してきたルテティアが口を開く前に、素早い先制パンチをカウンターで食らわせた。

「さっきの子からスイカもらったから、こいつで何か作ってやるよ。そのままかじるんじゃ芸がないし、とびきり甘くて冷たいデザートでもどうだ？」

「そっ……」

「ゼリーもいいしシャーベットもいいし――」

「ゼリー!?」

　ルテティアに二の句を継ぐ暇をあたえず口にした頼通の言葉に、クリスがすぐさま食いついてきた。

「ゼリー！　ゼリーゼリー！　シャーベットー！」

「じゃあ決まりだな」

　クリスの頭の上に載っていたエプロンを自分の腰に巻き、頼通は鼻歌混じりに家の中へと入っていった。もちろん、ルテティアの金切り声にはつき合わない。ルテティアには、あとでこっそりキスのひとつもしてやれば、それで機嫌が直るのは判っていたからである。




　夏休み真まっ只ただ中なかの午前九時、サラリーマンたちの出勤ラッシュのピークをとっくにすぎた住宅街は、遠い蝉せみの声ばかりの静せい寂じやくに包まれていた。

　一方通行の細い通りを、ジーンズのポケットに手を突っ込み、伊織は歩いていた。その斜め後ろの、より塀へいに近いところを、さつきが無言でついてくる。

　おたがいに会話がないのが息苦しい。叔父にああして送り出されたものの、少なくとも伊織のほうには、積極的にさつきと交わすような言葉はなかった。

　挙げ句の果てに、沈ちん黙もくに耐えかねた伊織がぼそりと口にした言葉は、あとで振り返っても、伊織自身、本当に気が利かないと苦虫を嚙かみ潰つぶすようなものだった。

「……おまえは馬ば鹿かだな」

「え？」

　じっとうつむいていたさつきが、顔を上げて立ち止まった。

　さらに三歩進んで振り返った伊織は、眉間のしわを指で押し伸ばしながら、溜息混じりに繰り返した。

「どうせルテティアにそそのかされたんだろう？」

「あ、うん……」

　さつきは以前よりずっと短くなった髪をいじり、微妙な笑みを浮かべてうなずいた。

　ついこの前まで、さつきの黒髪はとても長かった。ふだんポニーテールにまとめられていた髪は、単純な長さだけなら常葉ときわと同じくらいあったかもしれない。

　それをさつきは、背中の中ほどくらいまでの長さにばっさりカットして、軽くパーマをかけていた。おまけに控えめながらもカラーリングまでしている。どこかのカットモデルにありそうな――ある意味ではとても端たん整せいで、典型的な――ヘアスタイルに変わっていた。

　その髪型のせいか、きょうのさつきはいつもより少しだけ大人びて見える。が、本当に少しだけで、伊織の視線を気にしておどおどとしている中身のほうは、相変わらずのようだった。

「に、似合わないかな……？」

「似合う似合わないの問題じゃない」

　似合っているとも似合っていないとも、自分の意見をそのまま口にするのが嫌で、伊織は問題をすり替えようとした。

「どうしてあいつのいいなりになっている？」

「だって……その、わたし、変わらなきゃって思って――けど、どうやったら変われるか判らなくて、それで、髪型を変えれば何かのきっかけになるかと思ったから」

「そうルテティアにそそのかされて、あいつのいう通りに髪を切ったか。……それはおまえが変わったんじゃなく、あいつに変えられたんだろう？」

「……きっかけにはなったよ」

「そうか」

　そのわりにはいつもと同じようだが、という言葉を呑み込み、伊織はまた呟いた。

「……そもそも変わる必要があったのか？」

「……あると思ったの」

「そうか」

「……似合ってないかな、やっぱり？」

　よほど伊織の意見が気になるのか、さつきが同じ問いを繰り返す。伊織は大おお袈げ裟さに溜息をつき、わずかにかぶりを振った。

「おれの第一印象だから、おまえが気にする必要はない。あいつにそそのかされたとはいえ、おまえなりにアリだと思って変えたヘアスタイルだろうからな」

　そう前置きをしてから、伊織は断言した。

「おれ的には似合ってないな」

「……そうなんだ」

「おまえの性格に合っていないという意味だ。合っているかどうかでいえば、以前の髪型のほうが、おとなしいおまえには合っていたような気がする」

「それってつまり、この髪型は、これまでのわたしの性格には似合わないってことなんだよね？」

「そうだな」

「じゃあ、やっぱり性格も変えなきゃね」

　うつむいたまま、さつきはさびしげに笑った。

　どこか自じ嘲ちよう気ぎ味みなその微笑ほほえみに、伊織はわけもなく腹が立った。

「だからさっきからいっている。……そもそも変わる必要があるのか？」

「わたしは変わりたいの」

　小さいが、はっきりとした声で、さつきはそう答えた。

「あーっ!?」

　じわじわいう蝉の声をＢＧＭに、ふたりだけの小さな世界を作っていた伊織とさつきは、いきなり割り込んできたその驚きの声に、ほとんど同時にそちらを見やった。

「おっ、おお、お、おまっ――」

「何だ、山やま崎ざきか？　どうした？」

「どうしたじゃねーっ！　呂りよ布ふ以下の裏切り者っ！　蜀しよくを裏切って魏ぎについたくせに、さらにまた魏を裏切って蜀に走ろうとした孟もう達たつか、おまえは!?」

　ずんずん大股で迫ってくる山崎雅まさ明あきを見て、伊織は感に堪えないといった面おも持もちで呟いた。

「……おまえのそのくどいたとえは、たぶん一生直らないんだろうな」

「ナニを人のことを哀あわれみの目で見てんだよ!?」

「いや、なかなかに味わい深い表情をしているなと思っただけだ」

「味わい深くねえ！　オレは怒ってんだよ！」

「夏休みの朝からご苦労なことだ。……で、何がそんなに腹立たしいんだ？」

「決まってるだろ!?　自宅にあんなチャイナガールの居候がいて、さらに夏バテだか何だか知らねえけど、常葉王子にまめまめしく見舞いまでしてもらった上に、今度はゆるふわな美少女とデートか!?　オレたちモテない男子のしあわせをどこまで吸い取れば気がすむんだ、おまえは！　このしあわせバンパイアがッ！」

　伊織を妬ねたむことにかけては人後に落ちない山崎が、伊織に詰め寄って一気にまくし立てる。

「……この地味で重苦しい空気のどこを読むとデートに見えるんだ？」

「はァ!?　ンなことどうでもいいんだよ！　おまえが次々に美少女たちとお近づきになることがオレには許せねーんだよ！　おまえはアレか？　そのメガネから美少女を引き寄せる催さい眠みん電波かフェロモンでも放出してんじゃねえのか!?」

「暑苦しいからそこまでにしろ」

　顔と顔とがくっつきそうなほどに迫ってきた山崎を押し返し、伊織はさつきを指差した。

「……こいつが誰だか本気で判らないのか？」

「え？」

「こ、こんにちは、山崎くん……」

　さつきは顔を真っ赤にしてぺこりと頭を下げた。

　その顔をたっぷり三秒ほど凝視してから、山崎は目を見開いて叫さけんだ。

「牧島かよ!?」

「へ、ヘンかな……？」

「いやいやいやいやいや！　いやいや、ヘンじゃねーし！」

　ぶるぶると首を振ってさつきの自じ虐ぎやく的てきな呟きを否定した山崎は、わざわざ数メートル後ろへ下がってから、あらためてさつきの全身を見つめた。

「いやー……実はさー、おまえの妹いるじゃん？　サバサバ系の？」

「むつき？」

「そう、その妹を見ててさー、けっこうな美少女だって思ってたんだけどよ、おまえ、やっぱあの子と双子だったんだなー。髪型いじるだけでまさかこんなに変わるとは思ってなかったぜ」

　今までは妹とくらべて野や暮ぼったいと思っていたが、こうして見ると美少女だったんだな――という意味以外には受け取りようのない、いたく失礼な感想を口にした山崎は、さらに不躾な質問をぶつけてきた。

「――で、いったいどういう心境の変化なんだ？　女の子が髪を切るのはたいがいが失恋のせいだって決まってるけど、宮本に告白して速攻でフラれでもしたのか？」

「そんなんじゃないって」

　自分でもまだ馴染んでいないのか、また肩口に垂れた髪をいじりながら、さつきはどこか乾いた声で笑った。

「……ただ、これからはちょっと変わらなきゃって思ったの。ちょっと髪型を変えただけで、山崎くんみたいにわたしがすごく変わったって思ってくれる人がいるんだから、たぶん、わたしだってこれから変わっていけると思うんだ」

「はー……何だかよく判らねえけど、とにかくがんばれよな！　二学期始まったら、きっとみんなびっくりするぜ？　それまでオレもおまえのイメチェンのことはナイショにしといてやるからよ！」

「ふふ……ありがと、山崎くん」

「いやあ、別にそんなことはどうでもいいんだ。――そうだ、それより牧島！　おまえ知ってるか？　宮本の野郎、ついこの前までバテてて、その間、よりによって常葉王子に――」

「知ってるよ」

　鬼の首でも取ったかのように切り出した山崎の言葉を、さつきは微笑みとともに途中でさえぎった。

「宮本くんちに大おお路じ先輩が出張して、いろいろとお世話してたって話でしょ？　それだったら知ってるよ」

「え……？　お、おまえ、知ってたのか？」

「うん。――宮本くんにもいろいろと事情があるし、先輩にも事情があるんだもん、そういう時だってあるよ。わたし、判ってるから、全部」

「…………」

　さつきのセリフが、山崎にというより自分に向けられているような気がして、伊織は人知れず眉間のしわを深くした。

　伊織や常葉がかかえている事情を――彼らのそばにウォーライクという存在がいることも、彼らが非日常の世界で戦っているということも含めて――すでにさつきはすべてを知っている。そのことをあらためて告げられたような気がして、伊織はあまりいい気分がしなかった。

　あからさまに肩を落とし、山崎は嘆息した。

「ちぇ～……何だよ牧島、もう全部知ってたのかよ？　この前みたいな修しゆ羅ら場ばを期待してたのによー」

「つまらんことを期待するな」

「ま、いいや。そんでおまえらは仲よくデート中ってわけだな？」

「だからさっきの重い空気でどうしてそう思える？」

「うるせえ！　若い男女がいっしょに歩いてたら、それはもう立派なデートなんだよ、オレの尺しやく度どでいえばな！　そんなチャンスさえなかなかめぐってこねえさびしんぼうのオレを、これ以上怒らせるんじゃねえぜ、豎じゆ子し」

「……そういう小難しい漢語表現を知っているのに、どうしておまえの国語の成績はあんなに悪いんだ？」

「バッカおめえ、オレが得意なのは漢文だけだからに決まってるだろ！」

　自慢にもならないことを大威張りで答えた山崎は、伊織とさつきにひらひらと手を振って歩き出した。

「――そういやオレ、親に頼まれた買い物の途中だったんだ。じゃあな！」

「ああ」

　自分のいいたいことだけいって、さっさと歩み去っていく山崎。口数の多いクラスメイトの登場で話の腰を折られた伊織は、溜息混じりにさつきを振り返った。

「……おまえは本当に馬鹿だな」

「うん」

「確かにおまえには選択の余地はなかっただろう。決めるのはおまえじゃなく、ルテティアのほうだからな。――ただ、それでもすべてに耳をふさいで知らぬ存ぜぬを押し通すことはできたはずだ。アドレス帳からあいつのデータを消して、シカトし続ければよかった」

「うん」

「……どうしてそうしなかった？」

「それじゃ何も変わらないから」

　小さな声で、しかしきっぱりと、さつきはいいきった。

「ロードなんかになったら、もう引き返せないんだぞ？」

「それでもいいの。そうでなきゃ、伊織くんのこと何も判らないから」

「…………」

　そこまでして知りたいのかと聞き返せば、伊織があまり聞きたくない言葉がまた返ってくるのだろう。だから伊織は口を閉ざした。

　真夏の太陽は南天を目指して高く昇り、ふたりのロードの影を色濃くアスファルトの上に描き出した。




　すでに牧島さつきは、ルテティアのロードとなることを受け入れてしまっていた。

　　　　　[image: ]

　夜、マンションのベランダに出た。

　大地が一日かかって吸い続けた熱気が、今度はひと晩かけて吐はき出だされていく。湿度の高いぬるい風は、きょうの暑さの名残なごりだった。

　エプロン姿のエルクドゥーンは、夜景に向かって右手を繰り出した。

　その指先から、きらきらしい光の粒が散った。女装の少年が手を振るたびに、闇やみの中なかへと光が飛んでいく。

「――――」

　それを何度か繰り返したあと、右手を引き戻したエルクドゥーンは、自分の指先に絡みついた極細の光の糸をじっと見つめた。

「――エルク！」

「へい、何でやしょう？」

　世帯主に呼ばれて室内に戻ったエルクドゥーンは、早はや瀬せ薬くす子こがすでによそ行きのよそおいでいることに気づき、きょうの外出の意図を何となく察した。

　ふだん学校に出勤する際は汚れてもいいトレーナーやシャツにクラッシュジーンズ、プライベートではブランド物のビシッとしたフェミニンなスーツというスタイルがほとんどの薬子が、今夜はアウタービスチェの上からマニッシュなジャケットとパンツルックでコーディネイトしている。もちろんそれとて彼女の好きなブランドのものではあったが、薬子がプライベートでこの手の恰かつ好こうをするのは珍しいことだった。

　エプロンをはずしてソファの背にかけ、エルクドゥーンは一応聞いてみた。

「……お出かけで？」

「あなたも出かけるのよ」

　スーツの懐ふところに小さな本をしまい込み、薬子は言葉少なに応じた。

　エルクドゥーンは小さく嘆息し、うつむいたまま尋ねた。

「薬子さま……やつがれには、薬子さまが焦あせっておいでのように見えますが」

「そう？」

　軽く流したように見えた薬子だったが、腕時計をはめる手が一瞬止まったのを、エルクドゥーンは見逃さなかった。

「……例の、小僧の叔父貴のせいでやすかい？　いったいそいつに何をいわれたんでやすか？　まさか……何か気づかれたんで？」

「昔から勘のいい人だったけど、どうかしらね」

　曖あい昧まいに答え、薬子は玄関に向かった。

「――薬子さま」

　長い髪を手て櫛ぐしでととのえたエルクドゥーンは、薬子に買ってもらったブーツを履きながら、低い声でいった。

「薬子さまのためでやしたら、いっそやつがれがその野郎を――」

「エルク」

　なまなかではない決意とともに切り出したエルクドゥーンのセリフを、薬子が途中でさえぎった。

「余計なことはしないでいいわ」

「しかし……」

「どのみちそんな必要もないのよ。……彼はただの人間、ロードじゃないんだから」

「だからこそ厄やつ介かい、てェ考え方もありやすぜ？　ロードは自分のウォーライクが倒されれば肝かん心じんな記憶を一気に消されちまうが、ロードじゃない人間の記憶を一気に書き換える方法てェのはちょいと思いつかねェ。それに、小僧のほうより叔父貴のほうがしたたかなんでやしょう？」

「……必要ないわ」

「薬子さまがそうおっしゃるんでやしたら――へい」

　薬子に冷ややかに拒絶されたエルクドゥーンは、それ以上食い下がることはせず、素直に引き下がった。エルクドゥーンにしたところで、薬子の勘気をこうむってまで、彼女のいいつけに逆らうつもりはない。もしエルクドゥーンが薬子の命令を無視して動くことがあるとすれば、そうしなければ薬子の命が危ないというような、非常に限定されたケースだけだろう。

　まだマンションの下の大通りにはクルマの通りも多い。薬子は地下の駐車場から愛車を出してくると、助手席にエルクドゥーンを乗せ、その流れに乗ってアクセルをふかした。

「――エルク、判る？」

　じっと窓の外を眺ながめていたエルクドゥーンは、唐とう突とつなその問いの意味を悟ってぺこりと頭を下げた。

「面めん目ぼくございやせん。さすがのやつがれにも、連中の居場所を突き止める手立てはねェってのが実情でして――」

「まあ、会ったこともないならそうよね」

「ただ、こいつはやつがれの勘というか――予感、のようなもの、なんでやすがね」

「何なの？」

「たぶん、本来やつがれどもは、会っちゃならねぇんじゃねえか、とね」

「ミンストレルと――会ってはいけない？」

「へえ」

　エルクドゥーンはこめかみを押さえて苦笑した。

「何を気弱なとお笑いになるかもしれやせんが、やつがれの、ウォーライクとしての本能みてェなモンが、さかんに警告してるような気がしやすんで、へぇ。――そいつらにかかわるとロクなことがねえ、このまま放っておけ、とね」

「…………」

「自慢じゃありやせんが、やつがれ、薬子さまにお供をして、これまでにいくつもの修羅場をくぐってまいりやした。その数だけあれこれと思い出しもしやしたし、いろいろと小器用な力も手に入れてまいりやしたよ。ですから、今のやつがれにははっきりと判りやす。――ウォーライクが〝楽園エリジウム〟にたどり着くには、〝妖精の書レボル・シオグ〟の真の所有者、つまりは〝語フりイ部リ〟にならなきゃならねェ。……それは事実でさァ」

　小さな右手を握り締め、エルクドゥーンは続けた。

「しかしながら、ここにいたってもなお、やつがれのおつむの中にゃァ、ミンストレルなる連中に関する〝記憶〟や〝知識〟がいっこうに浮かんでまいりやせん。……こいつはどうも解げせねェ」

「それが、ウォーライクがミンストレルと会ってはいけないと感じる根拠なの？」

「ええ。そのことを思い出せねェのは、思い出しちゃならねえからなんじゃねえのか？　やつがれどもが知る必要はねえからなんじゃねえのか？　……とまあ、そんな小理屈に思いを馳はせるまでもなく、ミンストレルとやらのことを考えると、わけもなく背筋が寒くなってくるんでやすがね」

　自嘲するエルクドゥーンの拳が細かく震えている。ハンドルを握る薬子は、それを一瞥し、静かに嘆息した。

　やがてふたりを乗せたクルマは、長い橋の手前で停車した。夜の深い闇の中に、点々と街路灯だけがともっている。その下を渡る人影もクルマも今はない。

　愛車を降りた薬子は、無言で歩き出した。

「……やつがれが間違ってたんでしょうかねえ……」

　前を行く薬子の背に、エルクドゥーンが声をかけた。

「やつがれが現れなければ、そもそも薬子さまを巻き込むようなことはなかった。薬子さまは何も知らず、平穏に暮らし続けてたはずでやす。それこそ今頃は、どこかいいところに輿こし入いれして――」

「あなたがいようといまいと、わたしがそんな生き方をできるわけがないでしょう？　あなたは単なるきっかけでしかなかったわ」

「そういっていただけると、少しは救われた気がいたしやすよ」

　うつむいて小さく笑ったエルクドゥーンは、ポケットから取り出したシュシュでざっくりと髪を束ね、薬子を呼び止めた。

「薬子さま」

「何よ？」

「もういけやせん」

「え？」

　薬子がいぶかしげな表情でエルクドゥーンを振り返る。しかしエルクドゥーンは薬子と視線を合わそうとはせず、薬子のさらに向こうの、橋の中ほどのあたりをじっと見据えていた。

「……薬子さまがわざわざまたここへいらしたのは、きっと何かを期待していらしたんでやしょうね。それとも、何かほかに目的でもありやしたか？」

「――――」

「けど、いけやせんぜ。やつがれどもはここに来るべきじゃありやせんでした」

「どうして？」

「やつがれが会うべきじゃねェヤツがいやがりますんで」

　エルクドゥーンは自分の視線の先を指差した。

　無数の街路灯によって影を消された小さな犬が、ぽつんと橋の上に座り込んでいた。

「犬……？」

　薬子が片目をつぶって犬を凝視する。

「やつがれにもよく判りやせん。判りやせんが、あれがただの犬じゃねえってことは確かですぜ。――ありゃあ、犬の姿をしたもっと何か別のモンだ」

　薬子のそばに歩み寄ったエルクドゥーンは、額にじわりと汗をにじませ、低い声で告げた。

「薬子さま……やつがれは今すぐこの場から逃げることをお勧めしやすが」

『そこの女！』

「!?」

　薬子が次の行動を決めかねているところに、重厚な男の声が響き渡った。

『パトリック・ハーンとそのウォーライクを倒したのは貴様らか？』

「誰!?」

『問うているのはこちらだ。――イグレインを倒し、パトリック・ハーンを脱落させたのは貴様らかと聞いている』

　かさねて尋ねた男の声に合わせて、薬子たちの前方にちょこんと座っていた小さな黒犬が、むくむくと大きく膨ぼう張ちようし始めた。

「……！」

　エルクドゥーンは咄とつ嗟さに薬子の前に飛び出し、彼女を背後にかばって黒犬の変へん貌ぼうを凝視した。

　ほんの数秒の間に、水平より低い位置に向いていた少年の視線は、急角度の仰角を取るようになっていた。






















　小さな黒犬がまたたく間に巨大な魔獣と化したのを目の当たりにして、薬くす子こはエルクドゥーンを抱き上げた。

「エルク！」

「しゃァねえ……合がつ点てん承しよう知ち！」

　口移しで〝魔性の血エルフインブラツド〟を薬子にあたえたエルクドゥーンは、彼女の手からするりと抜け落ちると、そのままアスファルト上の影の中に沈み込み、すぐに巨大な剣となって現れた。

　それを片手で軽々と取り回した薬子は、懐ふところから小さな本を取り出してかざした。

「この〝妖精の書レボル・シオグ〟を持つ最高のウォーライクだけが〝楽園エリジウム〟にたどり着けるというのなら、その資格はわたしたちにこそあるはずだ！」

『ほう……？』

「おまえはミンストレルか？　ミンストレルとは何だ？　もしおまえがウォーライクを〝楽園エリジウム〟にいざなう存在なのだとすれば、今すぐわたしたちを――」

『滑こつ稽けいだぞ、女』

　薬子の叫さけびを、声の主が嘲あざ笑わらった。

「何……？」

『貴様には、ミンストレルが何なのか、〝書〟がどういうものなのか、まるで判わかっておらぬ。それが何なのか突き止めることもまた、もっともすぐれたウォーライクと〝鞘ロのー主ド〟であることを証明する条件のひとつなのだ。――すなわち〝書〟とは、〝書〟が何であるかを正しく理解したウォーライクが持たねば意味がない』

「ということは、おまえはそれを知っているということだな……」

　薬子は正面の魔獣にだけでなく、注意深く左右にも視線を走らせている。さっきから薬子と会話している声の主がこの黒い獣けものでないということは、すでにエルクドゥーンも気づいていた。

『姿は見えやせんが……近くにいることは間違いありやせん』

「引きずり込めるか？」

　戦闘向きの声色でささやく薬子に、エルクドゥーンは溜ため息いき混まじりにいった。

『そこは何とも……とにかくあの黒犬にしたところで、ウォーライクのようでウォーライクでない、得え体たいの知れねえバケモンでやすからね』

　その回答に小さくうなずいた薬子は、魔獣を見み据すえて叫んだ。

「――それを知らなければならないのだとしたら、おまえから聞けばいい！　あとは知識さえ揃そろえば文句はないのだろう？」

『浅せん薄ぱくな……私が滑稽だと笑った意味がまだ理解できぬか？』

「どういう意味だ!?」

『やれ、ＱキユーＢビー』

　男の命にしたがい、魔獣がその巨大な口を開いた。

「！」

　雷鳴のような咆ほう哮こうとともに、あたりの闇やみを押しのけるほどの炎が薬子たちに向かって吐はき散ちらされた。

『薬子さま！　〝書〟が――』

「これは……！」












　反射的に後方へと飛びすさった薬子は、自分が手にしていた小さな本がふすふすと燃えていることに気づき、思わずそれを取り落としてしまった。

『無ぶ様ざまよな』

　薬子が本を拾おうとしたところに、ふたたびあの炎が襲いかかってきた。

「くっ……！」

　熱風から顔をかばって飛びすさった薬子は、驚きに大きく目を見開いた。アスファルトを溶かすほどの高熱によって、小さな本は文字通り灰も残さず一瞬で燃え尽きていたのである。

「〝書〟が――」

　すぐさまその表情を怒りでいろどり、薬子は魔獣を睨にらみつけた。

「エルク！　〝門〟を開け！」

「……合点で」

　エルクドゥーンの刃やいばが震え、あたりに陰いん鬱うつな鐘の音がとどろき始めた。

「どういうことか……聞かせてもらおう」

　次第に色が変わっていく夜空の下で、薬子はエルクドゥーンを両手で握り締め、感情を抑えた低い声でいった。

『どうもこうもあるまい？　貴様の目が節穴だっただけのことよ。――もっとも、もし今の偽書がパトリック・ハーンから奪ったものだとすれば、あやつも貴様同様、何も判らぬ未熟者だったということ……すなわち、あやつに肩入れしていた私にも見る目がなかったということだがな』

　含むように男が笑うと、薬子は眉み間けんにしわを深く刻んで剣の切っ先を魔獣に向けた。

「〝鉄槌ヘビーラム〟！」

『承知！』

　ガンメタリックの刃が黒く輝き、それが太い杭くいとなってほとばしった。

　だが、巨大すぎる的にはかすりもしなかった。至近距離から放たれたそれを、魔獣は背中の翼をはためかせて軽やかにかわしてのけたのである。

「!?」

『よい機会だ。ものを知らぬ貴様にパトリックのぶんまで教えてくれよう。……貴様なぞ、遠くから〝楽園エリジウム〟を眺ながめる資格すらないのだということをな！』

　ふわりと舞い上がった魔獣が、前脚の爪つめをぎらつかせて薬子の頭上から降ってきた。爪の鋭さ、あるいはその巨きよ軀く、どちらをまともに食らっても致ち命めい傷しようはまぬがれまい。たとえエルフィンブラッドによって超人化していたとしても、相手はそもそも人ですらない、人外の怪物なのである。

　すばやく身を引いて爪をかわした薬子に、ふたたびあの炎が吐きかけられた。

『こいつァ……！　直撃しなけりゃいいってモンじゃありやせんね』

　断続的にこんなものを吐かれていては、とても近づくことはできない。ましてや、相手はあの巨体で空を飛ぶことさえ可能な魔獣である。スピードで攪かく乱らんするにも限度があった。

『確かに貴様らは、あの死神の鎌かまを持つ小僧やパトリックよりは強かろう。――だが、決して勝てはせぬ。我々に勝てるロードもウォーライクも、絶対に存在せぬのだ。それを思い知ることも……ふふふ、貴様が望む最高のウォーライクへの条件のひとつといってよかろうな』

　ふたたび魔獣が口を開き、そこに細かな火の粉が舞うのが見えた。

　薬子はその場に両足を踏ん張るようにして立ち、エルクドゥーンを構えた。

『薬子さま!?』

「エルク、ヘビーラムを！」

『どうなっても知りやせんぜ、やつがれは！』

　炎の奔ほん流りゆうが薬子に向かって放たれるのと同時に、エルクドゥーンの切っ先から黒い輝きが走った。

「く――！」

　その輝きが灼しやく熱ねつの流れをまっぷたつに裂さいたと見るや、薬子は躊ちゆう躇ちよすることなく地を蹴けり、魔獣の頭部目がけて跳ちよう躍やくした。エルクドゥーンを頭上に振りかざし、そのまま身体ごと回転しながら、有翼の魔獣の脳天へとその刃を叩たたきつける。

『うおっ――』

　しかし、その刹せつ那なに苦く悶もんの声を発したのは、魔獣ではなくエルクドゥーンのほうだった。エルクドゥーンの刃を通して薬子の手に伝わってきたのは、鉄パイプで思い切りコンクリートを叩いてしまった時のような、ほとんど痛みに近いしびれ――少なくとも、これまで数々の敵を斬きり伏ふせてきた時の手て応ごたえとはほど遠い感触だった。

　その違和感の源泉に、薬子はすぐに気づいた。

「こいつ、〝塚守バロウキーパー〟を――!?」

『……そろそろよかろう？』

「ぐ――！」

　驚きよう愕がくに目を見開いた薬子を、四方八方からの光の矢が直撃する。〝魔矢エルフインダート〟による集中砲火だと理解した時には、すでに薬子は橋の下の川へと落ちていた。

「……っ！」

　たかだか一メートルにも満たない水深では、ほとんどクッションの役割を果たしてくれない。光の矢に焼かれて全身に無数の傷を負った薬子は、遠のきかけていた意識を川底に激突した衝撃で取り戻すと、エルクドゥーンを杖つえとして、ぬるい流れの中でどうにか上半身を起こした。

『貴様が小僧どもより強かったのはさいわいだ。……あっさり死なれてはこちらが困るのでな』

　男の嘲ちよう笑しようとともに、薬子の背後で大きな水音があがった。

『く、薬子さま！　お早く！』

「……！」

　まだ下半身に力が入らないのか、完全には立ち上がれない薬子は首だけをひねり、背後を見やった。

　ほんの三メートル先に、両翼を大きく広げた魔獣がいた。

「く……っ！」

　致命的な距離だった。この距離から吐き出される魔獣の猛火をかわすすべは、今の薬子にはない。先ほどはヘビーラムによってその一部を相そう殺さいし、逆撃のチャンスへとつなげたが、それも不可能だろう。同じ手が二度通用する相手とは思えなかったし――薬子たちにとっては信じたくない事実だが――これでもまだこの魔獣は、全力にはほど遠い力しか発揮していないはずだった。

　たっぷりと時間をかけ、薬子はようやく立ち上がった。しかし、まだ剣を構えることはできない。エルクドゥーンをささえにしていなければ、自力で立っていられないのだろう。

　その間、魔獣は何もせずに薬子を見つめていた。翡ひ翠すいを思わせる深い緑色の瞳ひとみをときおりしばたかせ、静かな唸うなり声をもらすだけで、決定的な一撃を下そうともしない。

「……？」

　なぜとどめを刺そうとしないのか、薬子がいぶかしげに魔獣を見上げた時、その声が飛んできた。

「サー・ペルスヴァル」

「！」

　魔獣に向き直っていた薬子は、予想だにしなかった少女の声に振り返った。

「――イソウドが宮みや本もと伊い織おりにやっていたことと、今のあなたがなさっていることと、いったい何が違うのかしら？」

　こまっしゃくれた口く調ちようでそう続けたのは、黒服の巨漢の肩にかつがれた、黒ずくめの少女だった。フリルとリボンの多いゴシックロリータ調のドレスに、両手の手袋と両足のショートカットブーツだけが白い。やや吊つり上あがった瞳と金髪のツインテールが、少女に高こう慢まんな印象をあたえていた。

「……エドゥアール、ドレスを濡ぬらさないようにね」

「はい、おひいさま」

　巨漢にそうささやいてから、少女の黒こく瞳とうはふたたび魔獣に向かった。

　そこでようやくエルクドゥーンは、魔獣が長く沈ちん黙もくを守っていた理由を察した。おそらくこの少女は、薬子やエルクドゥーンが気づかないうちから、ずっと彼らの背後にいたのだろう。魔獣がじっと見つめていたのはもはや戦う力をなくした薬子ではなく、その背後にいずこからか現れた、この謎なぞの少女だったのである。

　いつの間にか、魔獣の唸り声が大きくなっていた。それは決して、立ち上がったばかりの薬子たちを警戒してのものではない。明らかにこの少女に向けての威い嚇かくだった。

『デイム・イソウド……何をしにここへ現れた？　きのうのきょうで、多少は身を慎つつしむということは考えなかったのか？』

「問題をすり替えないで、サー。――あなたこそ何をしてるの、あなたこそ？」

　謎の少女イソウドは、魔獣や姿の見えない声の主に対しても恐れた様子はなく、むしろ不敵な、いっそ楽しげな笑みさえ口もとに浮かべていた。

「イソウドには、あなたがただ贔ひい屓きにしていた手駒を倒された意い趣しゅ返がえしをしているようにしか見えないわ。――それとも、このロードたちこそ〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟だとでも？」

『回りくどい小娘だ……』

「どうなのどうなの？　ただの意趣返し？　だとしたらもう充分じゃない？」

『……貴様、何が狙ねらいだ？』

「狙いなんて特にないわよ？　ただね、ただ、あなたのいい気分に水をさしてやりたかっただけなの」

『なるほど……うまくやったな。おかげで興が削そがれた』

　憮ぶ然ぜんとした声で男が呟つぶやくと、魔獣が翼をはばたかせてゆっくりと舞い上がった。

「……！」

　そのはばたきを受けてふたたび膝ひざをついてしまった薬子に、サー・ペルスヴァルなる男は傲ごう然ぜんと告げた。

『喜べ、女……きょう一日で、貴様はまた少し〝楽園エリジウム〟に近づいたぞ。ふふふ……ふははははは！』

「勝手なことをいうわね、サー」

　月のない空へと去っていく魔獣を見送り、イソウドは嘆たん息そくした。

「お、おまえ、は――」

　エルクドゥーンを摑つかむ手には、まだ力がこもっていない。それでもどうにか身を起こした薬子は、目を凝こらしてイソウドを見上げた。

「……おまえも、ミンストレル、だな……？」

「だったら何なの？」

「おまえたちは、いったい、何のために――？」

「そういうあなたは何のために戦うの？」

　チョコバーを取り出してもりもりとかじりながら、イソウドは首をかしげた。

「あなたは〝楽園エリジウム〟を目指して何を摑もうとしているの？」

　しかし、薬子はその問いには答えなかった。

「――いいんじゃないいいんじゃない？」

　無言をつらぬく薬子に、イソウドは満足げに笑いかけた。

「本来、ロードはかくあるべきよ。あなたも合格。非常に非常に好ましいロードだわ。……あのおにいちゃんと違って」

　チョコバーの包み紙を投げ捨てたイソウドは、相変わらずもぐもぐやっている口もとを羽は根ね扇せん子すで隠し、薬子にいった。

「ロードもウォーライクも、ミンストレルに逆らってはいけない。ただ〝書〟を求めて戦い続ければいいの。いずれその本当の意味も判るようになるから。……でなければ、いくら〝書〟を手に入れたところで無駄無駄よ」

「本物の〝書〟は、どこにあるの――？」

「それを捜すのがあなたたちの役目でしょ？」

　淡たん々たんと突き放し、イソウドは大男の肩を蹴って川岸へと飛んだ。

「――行くわよ、エドゥアール」

「はい」

　イソウドが軽く手を振ると、少女と大男の姿が静かに薄れていく。まるで幻まぼろしのように完全に消え去るまで、ものの一〇秒もかからなかった。

「……シャレになりやせんね」

　剣の姿からいつもの姿に戻って薬子の身体からだをささえたエルクドゥーンは、もはや苦笑を浮かべるしかなかった。

　あの魔獣も、今の少女たちも、エルクドゥーンが〝門〟を開いたこの〝逢魔が刻トワイライト〟から平然と出ていった。ふつうのウォーライクには決してできない芸当である。やはり彼らはウォーライクより上位の存在、ミンストレルなるものだったのかもしれない。

「以前、やつがれが開いたトワイライトを外からブチ壊されたことがありやしたが、してみるとあれも、どこかのミンストレルの仕し業わざだったのかもしれやせんね」

「……そうね」

　薬子が全身に負った無数の傷も、今はもうふさがりつつあった。それでも彼女が苦しげに顔をゆがめているのは、肉体的なダメージのせいではなく、精神的なダメージのせいだろう。

　エルクドゥーンと出会ったばかりの頃までさかのぼってみても、薬子がこれほどまでに痛めつけられたことは一度もない。それほど彼女は最初から強く、しかも順調に成長してきた経験豊富なロードだった。

　その薬子が、まるで歯が立たなかった。サポートするエルクドゥーンですら大きなショックだったのだから、薬子本人が受けた衝撃は想像するにあまりある。

　薬子をどうにか橋のたもとの愛車のところまで連れていってから、エルクドゥーンはトワイライトの〝門〟を閉じた。空に月と星が輝き始め、途と絶だえていた虫の音がふたたび戻ってくる。

　いかにも身体に悪そうな熱気を避けてクルマのシートに身を横たえた薬子は、エンジンをかけてクーラーを全開にし、大きく深呼吸した。

「いつつつ……」

　よく見ると、エルクドゥーン自身の手や顔にも、小さな傷がたくさんついていた。おそらく先刻の激闘の間に、細かい刃こぼれが生じていたのだろう。

　頰ほおににじんだ血を手の甲でぬぐい、エルクドゥーンは呟いた。

「どうも……やつがれどもの実力では、どうやら〝楽園エリジウム〟の門はまだまだ遠すぎるようで――」

「そうみたいね」

　リクライニングさせたシートにぐったりと身を沈めたまま、薬子は力なくうなずいた。
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　クリスがやけににこにこしている。

　理由は明白だった。

　もちろん、リリオーヌが遊びにきてくれているからということもある。

　しかし、舌なめずりせんばかりの今の喜びようの理由は、明らかに目の前に大量のご馳ち走そうが並んでいるせいだった。

「いただきまーす♪」

「……ぬう」

　リリオーヌと顔を見合わせ、高らかにそう宣言したクリスは、さっそくガーリックトーストに手を伸ばした。彼女いわく、外がかりっとしてて中がじゅ～っとしているパンである。

「何か手伝おうか、宮本後こう輩はい？」

「いえ、けっこうです。先輩はお客さんですから、気にせず食べててください」

　席を立とうとした常葉ときわを制し、伊織は一同の前に取り皿を並べた。ここで常葉に手伝わせるようなことになれば、ほぼ間違いなくその隣に座っているお客さんその二も、いっしょになって手伝うといい出すだろう。宮本家のキッチンは決してせまくはないが、だからといって四人同時に動き回れるほど広くもない。

「おまえ、実はなかなかやり手だったんだな」

　ニョッキを仕上げようとコンロの前に戻ってきた伊織に、頼より通みちがそっと耳打ちした。

「……何がいいたいんだ？」

「あの同級生の子も将来有望だが、あの先輩ってのはすでに超高校級だな。もし俺おれが学生の頃にあんな子がクラスにいたら、絶対に口く説どいてたぜ？」

「いちいちいわなくても判る。小学生の頃から叔お父じさんの修しゆ羅ら場ばはちょくちょく見せられていたからな」

　茹ゆでたニョッキにゴルゴンゾーラのソースを手早く絡からめて大皿に移し、伊織はダイニングのテーブルを肩越しに振り返った。

　一番いい席にクリスとリリオーヌが並んで座り、リリオーヌの隣には大おお路じ常葉が座っている。ここまではしばしば目にする光景だったが、今夜の食卓がいつもと違っていたのは、いわゆるお誕生日席の位置に、牧まき島しまさつきが緊張の面おも持もちで座っていたことだった。

　もともときょうは、夏休み序盤でいろいろと伊織が世話になった常葉を呼んで、伊織と頼通が手料理をふるまおうという話だったのだが、そこでルテティアが、どうせならさつきも呼んであげようといい出したために、伊織にとってはやや居い心地ごこちの悪いこの顔ぶれになってしまったのである。

　当のルテティアは、ガチガチに緊張してうつむいているさつきをいじりながら、頼通が買ってきたシャンパンを勝手に開けて飲んでいる。

　陽気にけらけら笑っているルテティアを見やり、伊織は頼通に尋たずねた。

「……いいのか、あれは？」

「小こ瓶びん一本が限度だな。飲みたがるわりには弱いんだよ、あいつ」

　頼通はさりげなくテーブルの上のシャンパンをペリエと交換し、にやりと笑った。

「――ところで大路さん」

「はい、何でしょう？」

「きみはウチの伊織のことを宮本後輩って呼ぶんだね？」

「ああ……はい。何となく最初にそう呼んでからは、それが口くち癖ぐせのようになってしまって――」

　こういうところは相変わらずなのだろうと、伊織は思う。とにかく頼通は、息をするような自然さで、当たり前のように初対面の女性と会話ができる男だった。それがのちのち修羅場の原因になると判っているくせに、可か愛わいい女性、綺き麗れいな女性には声をかけずにいられないのが、宮本頼通の――いいか悪いかはともかく――もはや矯きよう正せいしがたい癖くせなのである。

　常葉のグラスにペリエをそそぎながら、頼通は目を細めて呟いた。

「懐かしいな……一〇年前はまだ一貫校じゃなかったが、俺も一応、あそこの卒業生なんだよ」

「それなら宮本先輩ですね」

「お、いいねえ。俺の周りには、そんな殊しゆ勝しような物言いをしてくれる美少女の後輩なんざいなかったからな」

「クスコがいたじゃない。後輩なんでしょ？」

　シャンパン程度ですでに頰を赤らめていたルテティアが、場の空気を読んでか読まずか、そんなことをいい出した。その瞬間、伊織も常葉もわずかに表情をこわばらせていたが、頼通だけは飄ひよう々ひようとした笑みを崩くずすことはなかった。

「早はや瀬せか？　あいつにそんな可愛げはないよ。中学もいっしょだったけど、すでにあの時点で麿まろ先輩呼ばわりだったからな。で、そのうち頼通くんてタメ口で呼ばれるようになった」

「あの……」

　それまでうつむいていたさつきが、肩をすぼめたまま、こそこそと小さく手を挙げて発言した。

「きょうは、その、早瀬先生は……？」

　なぜこの場にいないのかと、さつきはいいたいのだろう。

　そもそも、ルテティアがさつきを呼ぶといい出したことに伊織が強く反対できなかったのは、すでに他ひ人とごとではない状況に足を踏み入れてしまったさつきにも、この際いろいろと教えてやらなければならないと思ったからだった。伊織としては不本意ではあったが、もはや常葉と同じくさつきもまた、伊織とベクトルを同じくする〝戦友〟だからである。

　そんなさつきが、いわば自分たちの〝先輩〟に当たる薬子がこの場にいないことをいぶかるのは、ある意味では当然だった。

「不良教師の早瀬先生はサボりだ。――てのは冗じよう談だんで、まあ、牧島さんも聞いてるかもしれないが、あいつのところは新にい盆ぼんだろ？」

「あ……。そういえば――」

「だからいろいろと忙しいらしくてな。何ていったっけか？　あの、いかにも口の悪そうな噺はなし家かみたいな――」

「エルク！」

　ニョッキの刺さったフォークをかざして答えるクリス。頼通はしたり顔でうなずき、

「そう、そいつ！　一応連絡したんだが、そいつが電話に出て、薬子さまはお忙しくてしばらくはそんな暇ありやせん、とかいってな」

「……ねえ、エルクって誰だれ？」

　白いニョッキに続いて真まっ赤かなパスタを仕上げて運んできた伊織に、さつきがそっと尋ねる。

「エルクは薬子先生のところのウォーライクだ。見た目は完全に美少女なんだが、中身は男でとにかく口が悪い。態度もでかいしいつも上から目線だしな。……もっとも、どっちがつき合いやすいかといえば、あいつよりはよほどましだが」

　ルテティアを一いち瞥べつして小声で返した伊織は、すぐさまコンロの前に戻ってグリルの中を覗のぞき込こんだ。グリルの中では、ハーブとパン粉とチーズをまとった大量のチキンが、じぶじぶとおいしそうな呟きをもらしている。これももうじき完成だ。

「イオリ！　パンおかわり！」

「……もう全部食ったのか？　おまえ、少しは遠慮しろ。牧島と先輩のぶんがなくなるだろうが」

「だっておいしいんだもーん」

「おいしいものこそみんなと分け合え」

　どうもクリスという少女は、こういう場がつねに自分を中心に回っていると考えているふしがある。正直、あまりいい傾向ではない。リリオーヌはきちんとＴＰＯをわきまえたふるまいができるので、余計にクリスの幼さが際立って見えるのだろう。

　追加で焼いたトーストを、クリスが独占できないよう、最初からおのおのの皿に分けて配った伊織は、ふと思い出したように叔父に尋ねた。

「――そういえば、先生にはこの前の一件は伝えたのか？」

「おまえが墓地で死にかけたハナシなら電話で伝えてある。気をつけろとはいっておいたが、まあ、あいつはおまえよりよっぽど修羅場をくぐってきてるんだろ？　なら心配いらないんじゃないか？」

「長いつき合いなのにけっこう薄情だな……」

「いいんだよ。いい年した大人なんだから」

　グリルから取り出したチキンを大皿に並べた頼通は、半分に切ったレモンを鷲わし摑づかみにしてぐいぐい絞しぼり、果汁を振りかけた。

「――それより、牧島さんは大丈夫なの？」

「は、はいっ!?」

　唐とう突とつに話を振られたさつきが、フォークの先からぽとりとニョッキを落とした。

「ウチのルゥが勝手なことをしでかして、きみには本当に迷惑をかけてすまないと思ってるんだけど、後こう悔かいしてない？」

「いっ、いえ、別にそんな――」

「してないわよねえ、サツキ？」

「おまえがいうな」

　調子のいいルテティアをじろりと睨み、伊織は椅い子すに腰を降ろした。

　ルテティアがさつきをロードに定めたのは、どさくさまぎれにひとしいやり方だったのかもしれない。おそらくその時点では、さつきはまだロードがどうのウォーライクがどうのといった話は――伊織がクリスに選ばれた時と同じように――ほとんど何も理解していなかったのだろう。人間側にとっては理不尽きわまりないことに、誰をロードにするかという決定権は、一〇〇パーセント、ウォーライク側にしかないのである。

　しかし、もしロードを決定する前に、さつきがさまざまな事情を知っていて、その上で彼女に選択権があたえられていたとしたら、それでもやはりさつきは、ルテティアのロードとなって伊織とともに戦う道を選んだに違いない。

　チキンを口もとへ運びながら、伊織は正面の席に座ったさつきを見ようともせず、ぶっきらぼうにいった。

「判らないことがあったらルテティアに聞いておけよ。深夜だろうと早朝だろうと気にする必要はない。こうなった以上、もう遠慮しても仕方がないからな」

「うん」

「ちょっとぉ、ナニを勝手にふたりだけでそんなこと決めてるわけぇ？」

「おまえがあれこれいえる立場か？　牧島を巻き込んだ以上、おまえが面倒を見るのは当然だろうが」

「そうだな」

　ベルギービールを片手に、頼通が伊織の言葉に賛同した。シンクの縁に寄りかかり、チーズをつまみながら、軽くルテティアを睨みつける。

「――おまえ、俺にひと言の相談もなく牧島さんを巻き込んだろ？」

「そ、それはまあ……」

「だったら伊織のいう通り、おまえが牧島さんのフォローをするのは義務だろ？　運命共同体なんだからさ。――だいたい、おまえが一番ヒマじゃないか。学校へも行ってない、家事もしてない、仕事もしてない」

「そんなことないわよ、いろいろと忙しいの！」

「そうか？　ここ数日見てると、パリにいた頃と同じ、相変わらず上あげ膳ぜん据すえ膳ぜんの優ゆう雅がな夏休みをすごしてるように見えるけどな？」

「ちょっとミッチー――！」

「まあそれはそれとして」

　眉まゆを吊り上げたルテティアをよそに、頼通はさつきにいった。

「――ルテティアといっしょにいないぶん、牧島さんは敵にばれにくいんだろ？　そのへんは不幸中のさいわいだな」

「そういう考え方もあるな」

　ここ最近の伊織が、まめにシャワーを浴びるようになったのは、同居しているクリスの燐りん光こうを洗い流すためだった。この燐光さえなければ、ほかのウォーライクから目をつけられる可能性は劇的に低下するだろう。そういう意味では、ふだんルテティアと別々に暮らしているさつきは、自分がロードだということを察知されにくい。

「……ただ、いずれにしても、牧島がああいう戦いに向いた人材とは思えないが」

「あら、そうかしら？」

　伊織のぼやきにも似た独白に、ルテティアは唇くちびるをとがらせた。

「――いざとなったらサツキみたいなのは怖いわよ？」

　いざとならなくても、さつきは充分に厄やつ介かいな女で、そういう意味ではすでに怖い存在なのだが、伊織はそれをあえて口にするような真ま似ねはしなかった。
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　白いリムジンの後部座席の真ん中に陣取ったイソウドは、大きなグラスになみなみとそそがれたミルクを飲みながら、ぼりぼりとチョコレートをかじっていた。決して安いチョコではないことは、少女の足元に散乱しているパッケージを見れば判る。

　運転席に座っていたエドゥアールは、ミラー越しにイソウドを見やり、溜息混じりにいった。

「――ほかのかたがたの手前、これ以上おひいさまがお出ましになられるのはいかがなものかと……」

「判ってるっていってるでしょ？　しつこいしつこい」

　またひとつトリュフチョコを口の中に放り込み、イソウドは金髪を飾っていた青い薔ば薇らを引き抜いた。

「――はい、これ」

「は……？」

「もういらないわ。……もうイソウドのものじゃないから、どこかそのへんに捨ててきて。そのへんに」

「…………」

　エドゥアールはイソウドから薔薇を受け取ると、もうひとつ溜息をついてリムジンを降りた。

　純白のリムジンが停泊していたのは――いささか場違いな港ではあったが――繁はん華か街がいの一角にある立体駐車場だった。ぽつんぽつんと非常灯がともるだけの薄闇の中を、エドゥアールは巨体を丸めるようにして歩いていく。

「おひいさまにも困ったものだ……」

　主人の前では吸えないタバコをふかしながら、愚ぐ痴ち混まじりに屋上へと出たエドゥアールは、手にしていた薔薇を見つめてから、夜の街に向かって放り投げた。

「これで本当にルール違反にならないのだとしたら、我々は――ミンストレルのかたがたは、いくらでも彼らの戦いに介入できてしまうだろうに」

　闇の中に吸い込まれていく青い花をサングラス越しに見送り、エドゥアールはそうぼやいた。

　その声には、気難しい主人を持った者の気苦労がにじみ出ていた。
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「――後片づけは俺とルゥでやっとくから、おまえは責任をもっておふたりさんを送ってけよ」

　頼通にそういって送り出されたのは、夜の八時を回った頃だった。

　小学生の子供ではないのだから、学校帰りに羽根を伸ばして帰宅がこのくらいになる高校生などいくらでもいる。が、それを考慮してなおこの時間に解散ということになったのは、さつきの両親――特に父親のほうが、いささか過保護にすぎるからだった。

「いつも九時すぎに帰宅する父親より先に家に帰れればいいんだな？」

「う、うん。おかあさんとそう約束したから……」

「……だいたいおまえは、きょうの話をどういうふうに親に説明してきたんだ？」

　クリスの手を引いて歩きながら、伊織はさつきを振り返りもせずに尋ねた。

「ええと、その……伊織くんちでごはんをご馳走になってくるって――」

「それはまたストレートに伝えたもんだな。それで何もいわれなかったのか？」

「う、うん……おとうさんにはいってないけど、おかあさんはニコニコしながら送り出してくれたし――ただ、おとうさんが会社から帰ってくるまでには絶対に帰ってきなさいって」

「……おまえはよほど母親に信頼されているんだな」

「というか、信頼されてるのはわたしじゃなくて、たぶん大路先輩じゃないかな……」

「え？　わたしが？」

　さつきと並んで歩いていた常葉が、いきなり飛んできたパスに首をかしげた。

「あ、はい。伊織くんのうちに呼ばれてるのはわたしだけじゃなくて、二年の大路先輩もだっていったら、それで安心したみたいで……」

「どうしてそうなるんだい？」

「だって、品行方正な大路先輩がいっしょなら大丈夫だって思うじゃないですか」

「……二年ならともかく、ほかの学年の保護者にそんなふうに思われるほど、わたしは目立っているつもりはないんだけど……」

「ああ、それは横から妹が口を出したからです」

「何？　その場に妹がいたのか？」

「うん。それで、先輩も呼ばれてるよって話をしたらむつきがすごく驚いて、おかあさんに先輩のことを説明して……そしたらＯＫだって」

「それは……責任重大だな」

　常葉は小さく嘆息して肩をすくめたが、伊織としては苦笑していられる気分ではなかった。

「……つまりその話は、全部おまえの妹に筒抜けだということか？」

「え？　その場にいたから聞いてたとは思うけど……な、何かまずかった!?　別にわたし、ウォーライクの話とかはぜんぜんしてないよ？」

「そういう意味じゃない」

　どのみちウォーライクがどうのなどという話をいきなりしたところで、荒こう唐とう無む稽けいすぎて誰も相手にしないだろう。

「……おれが心配しているのは、おまえの妹が山やま崎ざきと同種のスピーカーじゃないかということだ」

「え!?　むつきが山崎くんと同じって――え？　ごめん、どういう意味？」

「おまえと違って、おまえの妹はどうにも軽そうだし、何より野次馬根性の激しい知人が多そうだからな」

　宮本伊織が自宅に大路常葉を招いて夕食をご馳走した――という事実を知った牧島むつきが、そのことを仲のいい友人たちにしゃべったりしたら、それこそ強烈なチェーンメールのごとき連れん鎖さ反はん応のうを見せて、おそらく夏休みの終了を待たずに全学年の生徒たちが知るところとなるだろう。山崎ひとりが騒ぐだけなら適当にごまかせるが、別のクラスから上がった火の手を消すのはかなり面倒だった。

「……ま、いまさらいっても仕方ない。二学期が始まるまでに、何かうまい言い訳を考えておくか……」

「イオリ！　いいわけはよくないよ！」

　伊織の呟きを聞きつけたクリスが、事情も理解していないくせに、頰をぷっくりふくらませて少年の手を引っ張った。

「いいわけするなんて男らしくないってテレビでゆってた！」

「……おまえは、毎日食事を用意してくれる人間よりテレビの肩を持つのか？」

「それはそれ！　これはこれ！　テレビでゆってた！」

「じゃああしたからはテレビに食事を用意してもらえ」

　それ以降わけの判らない主張を繰り返す少女を黙もく殺さつし、伊織は腕時計を見た。

「――先輩のほうは大丈夫ですか？」

「まあ、出で稽げい古こに行けば帰りがこのくらいの時間になるのはよくあることだしね」

「きょうは出稽古じゃないじゃないですか」

「いや、おばあさまにはちゃんときみのところに行くといっておいたよ。……ウチはとりあえず、おばあさまさえうなずけば何でも通るのさ。リリオーヌのことも、それで押し通したしね」

「よく通りましたね」

　自分の孫が身元の判らない少女を連れてきて、きょうからこの子をここに住まわせたいと切り出したとしても、ふつうは許したりしないだろう。

「わたしは、おばあさまにだけはすべて話してあるんだ」

「すべて……？」

「ああ。リリオーヌから聞かされたことをそのまま伝えてある。適当な作り話で騙だまされる祖母ではないし、どのみち祖母を納得させられなければ、リリオーヌをあの家に置いておくことはできないからね」

「それで納得してもらえたんですか？」

「さあ、どうだろうね？　――でも、この子を置いておくのはかまわないといってくれたよ」

　リリオーヌの頭にそっと手を置き、常葉は微笑ほほえんだ。

「……花はな山やまさんたちには、わたしの知人の子だからという名目でリリオーヌの面倒を見てもらえているし、必要以上に詮せん索さくしないでもらえてもいるけど、それもこれも、祖母がすべてを許してくれているからさ」

　確かにふつうのご家庭では、家族の協力がなければウォーライクとともに暮らすのはまず無理だろう。伊織とクリスの生活が、食事面以外では比較的つつがなくすべり出したのは、伊織がひとり暮らしで家族がいなかったからである。

「――ああ、わたしたちはここまででいい」

　閑かん静せいな住宅地のＴ字路で、常葉はそういって立ち止まった。

「宮本後輩は、牧島さんを家まで送り届けてあげなよ」

「あっ、いえ！　わ、わたしもここまでで――」

「そういうわけにはいかないだろう？　わたしは何かあっても自分の身を守れるけど、牧島さんはそうはいかないじゃないか。それに、今後もたびたび宮本後輩のところに行くことになるのなら、ご家族の心証をよくしておくのに越したことはない。……きみにいっているんだよ、宮本後輩？」

「……判りましたよ」

　内心、面倒な話だとは思ったが、武道の心得のある常葉を送って運うん動どう音おん痴ちのさつきをひとりで帰したのでは、さすがに道理に合わないし、本当に何かあった時に寝覚めが悪すぎる。

「それじゃ先輩、お気をつけて」

「ああ。それじゃふたりとも、おやすみ」

「じゃあね、リリオ！　トキワ！」

「ぬぅ……」

　ふたり揃ってぺこりと頭を下げ、常葉とリリオーヌは伊織たちとは違う道へと歩いていった。

「……大路先輩って、やっぱりすごいんだね」

　常葉たちの後ろ姿を見送っていたさつきが、感嘆の吐と息いきとともに呟いた。

「学校ではあんなに颯さつ爽そうとしてて、何でもカンペキにこなしてる上に、本当はロードとして戦ってたなんて……あ、もちろん伊織くんもそうなんだけど」

「他ひ人とごとみたいにいうな。……おまえは、そういう世界に望んで足を踏み入れてきたんじゃないのか？」

「あ、うん……それは覚悟してるけど……」

　伊織の指摘に、さつきは曖あい昧まいな笑みをこわばらせてうつむいた。

　この少女は、本当に事態の深刻さを理解しているのか――そんな思いが伊織の胸の中でふくらんでいく。自分も戦うはめになるかもしれないという自覚もなしに、ただ伊織の秘密が知りたくて首を突っ込んできただけではないのかと、そんな疑念さえ湧わいてくるほどだった。

　伊織にはあまり経験がないのでよく判らないが、とかくこういう年頃の少女は、自分の恋愛感情に振り回されて予想外の暴走を起こすこともあるという。今回のさつきの判断が、そうした短慮から来るものではないと信じたかったが、ときおりこぼれる他人ごとのようなセリフに、その可能性を完全には否定しきれなかった。

　伊織が眉間にしわを寄せてさらに口を開こうとした時、クリスが伊織の手を強く引っ張った。

「イオリ！　サツキをいじめたらダメだよ！　女の子にはいっつもやさしくしなきゃ男じゃないって、ミッチーおじさんがゆってたもん」

「説教といじめの区別がつかないヤツは静かにしていろ。だいたい――」

　すべての論拠が自分ではなく誰かの言葉だという少女に、軽くジャブをくれようとしていた伊織は、突とつ如じよとして聞こえてきた鐘の音に、大きく目を見開いた。

「え!?」

　しゅんとしていたさつきも、驚きの表情で顔を上げた。

「冗談だろ……！」

　伊織は反射的にクリスを抱き上げ、常葉が去っていったほうをかえりみた。

「伊織くん!?」

　さつきの甲かん高だかい声が背中を打つ。

　だが、そのさつきの姿も、見る見るうちに薄れていった。

　少女は現実世界にとどまり、少年は黄たそ昏がれの闇の世界へ――。

「クリス！」

「うん！　ちゅーだね！」

「いちいちいわなくていい！」

　夏の夜空の表情が豹ひよう変へんする前に、伊織はクリスとくちづけを交わした。

　　　　　[image: ]

　学校の体育の授業でも、ここまで懸けん命めいに走ったことはない。

　つい二〇分ほど前に辞去したばかりの宮本家へとたどり着いた牧島さつきは、チャイムを鳴らす暇すら惜しんで玄関に飛び込むと、へとへとになりながらもキッチンへと駆け込んだ。

「――どうしたの、サツキ？」

　キッチンのシンクの前では、頼通とルテティアが楽しげに談笑しながら洗い物を片づけていた。より正確にいえば、手際よく食器を洗う頼通にルテティアがしなだれかかっているだけなのだが、別にさつきはそんなルテティアの調子のよさを指摘したくて駆け戻ってきたわけではない。

「何か忘れ物でもしたの？」

「……！」

　目を丸くしているルテティアに歩み寄ったさつきは、その肩に両手を置き、ぜぇはぁと深呼吸を繰り返した。

「ちょ、ちょっと、サツキ――？」

「牧島さん、まさか伊織たちに何かあったのか？」

　さつきの様子がおかしいことに気づいた頼通が、冷たい麦茶のコップを差し出して尋ねる。

　それを一気に飲み干したさつきは、何度もうなずきながら、あらためてルテティアの肩をがっしりと摑んだ。

「……大丈夫、伊織くんのためだから」

「え？」

　ルテティアがその独白の真意を問う間もなく、さつきはぎゅっと目をつぶり、ルテティアに顔面をぶつけるようないきおいでキスをした。












「……わーお」

　こくんこくんと喉のどを鳴らし、ルテティアの口中から忍び入ってきた鉄の味のする液体を飲み下す。それを間近で頼通に見られていると思うと、さつきの顔が羞しゆう恥ち心しんに熱くなった。

　しかし、それをはるかに凌りよう駕がする熱が、すぐにさつきの身体の奥底から湧き上がってきた。月に一度の憂ゆう鬱うつな痛みが生じる下腹部のあたりから、すべてを吹き飛ばすような高こう揚よう感かんとともに、荒々しい熱が螺ら旋せんを描いて上昇してくる光景が脳のう裏りに浮かび上がる。これがエルフィンブラッドのもたらす感覚なのだということを、さつきはその時初めて実感した。

「――――」

　長いキスのあと、ようやくルテティアの唇を解放したさつきは、呆あつ気けに取られているパートナーの顔をまじまじと見つめたまま、いまさらのように呟いた。

「……伊織くんとクリスちゃんが消えちゃった」

「どこで!?」

「わたしのうちと、先輩のうちと、帰り道が分かれるあたりで――だからお願い、ルテティア！」

　いつもならさんづけで呼ぶルテティアに、頼み込むというより決定事項のようにそう告げたさつきは、彼女の返事を待たずにキッチンを飛び出した。ルテティアの手は摑んだまま、風のような速さで玄関を駆け抜けていく。

「ちょ――わ、わたし、裸足はだしなんだけど――!?」

「大丈夫大丈夫！」

　玄関から門のところまで二歩、さらにもう一歩前に進もうとして向かいのお宅の塀へいに激突しそうになったさつきは、その側面を蹴って強引にベクトルを変えた。

「……！」

　速い。

　クラスの女子の中では下から数えたほうが早い鈍どん足そくのさつきが、常人の範はん疇ちゆうを超えた未知のスピードを、今、初体験している。

　何度も宮本家に通ってすっかり馴な染じみになった風景が、超高速で後方へと流れていった。すでにとっぷりと日が暮れたあとだというのに、すべての風景が昼間のように克こく明めいに見える。単純な身体能力だけでなく、知覚や集中力までが、ほんの短時間のうちに超人のそれに変わっていることを、さつきはあらためて知った。

「ルテティア！　どうやるの？」

　人目を避けるため、ルテティアを背負って路上から梁りよう上じようへと移動し、さつきは低い声で尋ねた。

「ど、どうやるって!?」

「どうすれば入れるの？　伊織くんたちが引きずり込まれたパラレルワールドみたいなところに！」

「トワイライトでしょ！　……入るだけならいつでも入れるわよ。どのへんで開いたのか、もうわたしにも判ってるから」

　ごにょごにょと今にも消え入りそうな声で、ルテティアが答えた。

「――けど、ホント判ってるの!?　この状況でいったん踏み込んだら、相手を倒すまで出てこられないのよ？　一方通行なんだからね？」

「判ってる！　大丈夫！」

「口先だけでいっても意味ないの！　――そもそもアナタ、一度も戦ったことないじゃないの！」

「いつかは戦うことになるのなら、伊織くんといっしょがいいの！　いきなりわたしとルテティアだけで戦うはめになるより、そっちのほうがずっといいじゃない！」

　いつもはルテティアに振り回されてばかりのさつきが、今はルテティアを引っ張り、会話をリードしている。それが何だか妙に面白くて、さつきはつい笑ってしまった。

「笑いごとじゃないのぉ！　命のやり取りするのよ!?」

「判ってる！　でも大丈夫！　わたし、変わるから！」

「……もう充分変わってるわよ！」

　やけくそのようにルテティアがわめいた刹せつ那な、見慣れたＴ字路が、赤黒い残照に照らし出された。

「――あは♪」

　かつて一度だけ――パトリック・ハーンによって引きずり込まれたトワイライトに、牧島さつきはふたたび足を踏み入れたのだった。

　　　　　[image: ]

　サンダルを突っかけて家の前に出てきた宮本頼通は、タバコの煙けむりをゆっくりと吐き出し、お向かいのブロック塀にくっきりと描き出された模様を見つめた。

「……黙ってりゃバレないよな」

　何か黒いものをなすりつけたように見えるのは、さつきが刻んだスニーカーの足跡だった。瞬間的な摩ま擦さつ熱ねつのせいで靴くつ底ぞこが溶けてこびりついたもので、成人男性の肩くらいの高さにあることも手伝って、なかなか足跡だとは気づかない。

「非常事態だ。法事の準備よりこっちを優先してもらおう」

　頼通は携けい帯たい電話を取り出し、早瀬薬子に連絡を取った。






















　別れてからすぐに〝逢魔が刻トワイライト〟に引きずり込まれたせいで、伊い織おりはほどなく常葉ときわと合流することができた。

「……合流したのはいいが、どうしてここになるかな」

「何か不満でもあんのか、先せん輩ぱい？」

「宮みや本もと武む蔵さしなら、もっとせまい小路にでも逃げ込んで包囲されるのを避け、強引に一対一の連戦に持ち込むだろうね」

「おれは武蔵じゃねえ」

　忌いま々いましげに舌打ちする宮本伊織と微笑ほほえみを浮かべる大おお路じ常葉は、住宅街の一角にある小学校の校庭に、たがいに背中合わせになる形で立ち尽くしている。

　その周囲には、ランスを構える一二人の青騎士たちがいた。

「先日きみが戦ったというのはこいつらか？」

「ああ。――こいつらみんな量産型みたいで実際にあんま強くねえが、代わりに集団戦闘に特化してやがる」

　クリスを握り締め、伊織は常葉に注意をうながした。

「なるほど……いかにもそれらしいな」

「各個撃破できりゃあ楽なんだが、そいつをさせねえのがこいつらの面倒なところなんだよ」

「だが、きみは一対一二で戦って負けなかったんだろう？　きょうは二対一二だよ。倍は楽になったと考えよう」

　白銀のグレイブを悠ゆう然ぜんと構え、ふだんとあまり変わらない口く調ちようで常葉が答える。

「ホントに負けなかったってだけのハナシだ。……っつーか、もしまたあの時の小娘が出てきやがったら、おれと先輩が揃そろってたって勝てねえ」

　こちらはいつも以上のぶっきらぼうな口調で吐はき捨すて、伊織は眼鏡めがねを押し上げた。

「ミンストレル、か――。だが、その手強い相手が目の前にいるわけでもなし、ならばそう悲観的になることもないさ」

「ああ……さくっとカタぁつけねえと、先輩の門限に間に合わなくなるからな！」

　伊織ははじかれたように走り出した。同時に、常葉も反対方向へと走り出す。

『きょうはリリオーヌやトキワもいっしょだね！』

「はしゃぐなよ。……みっともねぇ」

　孤独な戦いになることの多い伊織たちだが、きょうは自分の背後を常葉が守ってくれているという安心感がある。クリスをたしなめながらも、伊織の唇くちびるもつい吊つり上あがっていた。

「……ま、この前よりは確かにマシか」

　伊織と常葉が移動すると同時に、青騎士たちもふた手に分かれた。常葉のセリフではないが、前回の戦いが一対一二だったことを思えば、それが一対六になるだけでもかなり余裕が出てくる。

　体育の授業では決して見せない速さで伊織が駆ける。斜め後方にクリスの切っ先を差し向けたまま、正面の青騎士との距離を詰めにかかった。

「この野郎――」

　ゴルフのスイングのように、低い位置から振り上げた剣が青騎士を捉とらえる。が、直撃ではない。かざされたランスがクリスの刃やいばをがっちりと受け止めていた。

　それでも、伊織が強引にクリスを振り抜くと、青騎士の身体からだが吹っ飛んだ。

「おまえに飛び道具のひとつもありゃあ、もっと華麗に追い討ちができるんだがな！」

　クリスの芸のなさをなじりながら、伊織は桜の古木に激突した騎士に追いすがり、その肩口へと剣を振り降ろした。

『いったーい！』

　ごわんと重い音がするのと同時に、伊織の手の中でクリスが悲鳴をあげた。

『か、かたい！　すごくかたいよ、イオリ！』

「……判わかってる」

　クリスの泣きの入った報告を聞くまでもなく、指先を震わせる衝撃が、青騎士たちの防御力の高さを伊織に語っていた。尋じん常じようの〝鞘ロのー主ド〟なら、今の一撃で確実に身体をまっぷたつにされていただろう。

「と！」

　尻しり餅もちをつくような形でへたり込んだ青騎士が、伊織のみぞおちへ馬上槍を繰り出してきた。一足飛びに後ろへ飛んでそれをかわした伊織の背後から、追いついてきた残りの騎士たちが車くるま懸がかりに襲いかかる。

　そこにあざやかなオレンジ色の光の矢が降りそそぎ、騎士たちを足止めした。

「――伊織くん！」

　唐とう突とつな展開に唖あ然ぜんとする伊織の前に、砂ぼこりを巻き上げてすべり込んできたのは、ルテティアをおんぶした牧まき島しまさつきだった。

「大丈夫だった、伊織くん!?　危機一髪だったね！」

「てめえ……!?」

「でももう大丈夫だから！　いっしょにがんばろうね！」

　ハイテンションの早口でそうまくし立てたさつきは、背中でぐったりしているルテティアを降ろし、その肩を摑つかんでがくがくと揺さぶった。

「ルテティア！　ほら、また今のビームみたいなの撃って！　じゃなきゃ変身して！」

「へ、変身て……」

　自分たちの周囲でランスを構える青騎士たちを見回し、ルテティアはうんざりしたように溜ため息いきをもらした。

「だってサツキ、トキワみたいにナギナタとかやってるわけじゃないんでしょう？　刃物なんてあつかえないくせに――」

「大丈夫大丈夫！」

　またもやがくがく揺さぶってルテティアを黙らせ、さつきは満面の笑みを浮かべて伊織を見やった。

「だってほら！　運動が苦手な伊織くんだって、何だかんだでやれてるじゃん！　ね、伊織くん？」

「……こっち見んな」

　底抜けの明るさを発揮するさつきから視線を逸そらし、伊織は毒づいた。

　もともとさつきは、自分の秘めた気持ちを伊織に判ってほしいと、遠回しにアピールしてくるような少女である。陰か陽かでいえば陰――からりではなくじとりとした情念をかかえた少女なのだと、伊織もかなり早い段階から察していたが、しかし今のさつきは、ふだんとはまるで逆だった。

　単に明るくなった、前向きになったというのなら、それは決して悪いことではない。が、伊織がいきなり突きつけられたさつきのアクティブさは、周囲の人間を傍ぼう若じやく無ぶ人じんに巻き込む鬱うつ陶とうしいアクティブさだった。

「ほら、ルテティア！　ここから脱出するにはどっちにしたって戦って勝つしかないんだよ!?　迷ってるヒマなんかないんだから！」

「イオリ――」

　頰ほおをひくつかせ、ルテティアは救いを求めるかのように伊織を見た。

「てめえもこっち見んな。敵を見てろ」

　ルテティアの視線を冷れい酷こくに叩たたき落おとし、伊織は右手を突き出した。

「ホントにな……鬱陶しいんだよ、こいつら！　――クリス！」

『うん！』

　クリスの臆おく病びようさが、伊織の眼前に見えない力の壁をそそり立たせ、伊織たちに襲いかかろうとしていた青騎士たちをはじき飛ばす。

　もっとも、これはそう何度も使える切り札ではない。超人化したロードにも限界があるのと同様に、ウォーライクの力――文字通りの魔法としか思えない数々の能力にも、多かれ少なかれ、限界があるのである。

　その一方で、オレンジの髪をかきむしりながら、ルテティアが癇かん癪しやくを起こしたように大声でわめき出した

「もう！　サツキがそこまでいうならつき合ってあげるけど、危なくなったらアナタがどうにかしてよ!?　聞いてる？　アナタにいってるんだからね、イオリ！」

「大丈夫！　何となくやれそうな気がするから！」

「まったく――」

　相変わらず根拠のないポジティブさを見せるさつきの前で、ルテティアがおのれの影の中に沈み込み、すぐにひと振りのファルシオンとなって出現した。

「これ……？　意外にトゲトゲしいっていうか、イメージじゃないね、ルテティア」

『うるさいわね！　どういう意味、それ？』

「だって、クリスちゃんのはいかにもってカンジのほっそりした剣なのに、ルテティアのは何ていうか……」

「ダンビラだろ」

　ぼそりと伊織が冷笑すると、それを聞きつけたさつきが大おお仰ぎようにうなずいた。

「そうそう、それ！」

『ダンビラって何のことだか判らないけど、アナタたち、絶対わたしのことバカにしてるでしょ!?』

「そんなことないよ！　ルテティア気にしすぎ！」

　あっけらかんと笑ってルテティアを手に取ったさつきは、伊織の隣に立って身構えた。

「――さあ、行くよ、伊織くん！　ぼーっとしない！」

「…………」

　冷ややかにさつきを一いち瞥べつした伊織は、青騎士たちを引き連れた常葉が、グラウンドを突っ切ってこちらにやってくるのに気づいた。

「はっ！」

　常葉は大きく跳ちよう躍やくし、空中でグレイブを一いつ閃せんさせた。

「大路先輩!?」

　リリオーヌの穂先からこぼれた光が無数の矢となり、伊織たちを囲んでいた青騎士たちを襲った。それを目の当たりにしたさつきが、感嘆の声をあげる。

　同じ瞬間、伊織は抜け目なく動き、常葉の不意討ちによってバランスを崩くずしたひとりの騎士の首筋に、クリスの切っ先をねじ込んだ。

「……？」

　見るからに非人間的な相手だったが、斬きった手て応ごたえも人間のそれとはまるで違っていた。青い外骨格こそ非常に硬いが、その内部はおそらく完全な空洞なのだろう。刃から伝わる感触でそれを察した伊織は、渾こん身しんの力をこめて切っ先を騎士の延えん髄ずいにまで貫通させ、ぐりんと真横に柄つかを引いて騎士の首を強引にねじ切った。

　一方、ゴールポストよりも高い位置から落下してきた常葉は、そのいきおいをそのまま乗せて、やはり動きの止まっていた騎士の首筋へとグレイブの刃を叩き込んだ。

「っ！」

　大きく目を見開いたさつきの眼前で、ぐらりぽとりと騎士の首がふたつ転がった。

　伊織が感じたように、頭部を失った騎士の鎧よろいの中は空洞だった。

「人間じゃねェのは最初から判ってたが……ま、こういうのを見るとやっぱ気が楽になるよな」

　首が離れたとたん、青い騎士はがしゃりとその場に崩れ落ち、それまでつながっていたパーツがすべてはずれてただの鎧の残ざん骸がいとなり、ほどなく煙けむりを発して消滅した。

「これで残りは一〇体――」

「違うだろ。よく見ろ」

　どこかほっとしたようなさつきの呟つぶやきを冷徹に斬って捨て、伊織はクリスを構え直した。

　二体の騎士が消滅したあとに残された二本のランスのうち、一本が音もなく影の中に消え、すぐさまあらたな青騎士となって出現した。

「……こいつら、鎧にも武器にもどっちにでもなれるらしいな」

　あらたな一一体目として現れた騎士は、転がっていたもう一本のランスを拾い、当たり前のように伊織たちに向き直った。

「二体か、二本か、一体と一本か――とにかく二個セットで倒してようやく一体減らせる計算だな」

「確かにただのウォーライクじゃないね、これは」

　腹立ちまぎれに伊織が吐き捨てると、華麗な着地を決めて堂に入った構えを取っていた常葉が、さりげなくおたがいの死角を潰つぶす位置に移動してきた。伊織もそれなりに場数は踏んでいるが、極度の緊張が続く中で、ここまで細かく周囲に気を配ることはまだできない。このへんはさすがに常葉というべきだろう。

「わ、わたしも！」

　ふたりのそばにやってきたさつきは、三人でそれぞれ三方を見み据すえるようなポジションに無理矢理割り込んだ。しかし、ルテティアを手にしたその構えは、伊織から見てもあまりに素人しろうと丸出しで、とても頼もしいとはいえない。

「ぜんぜん心得がなくても、効果的な構えや動きなんてのは、戦ってるうちに自然と身につくもんなんだが……今はとてもそんな時間はねェな」

　この予想外の闖ちん入にゆう者しやが、伊織たちにとって助すけっ人ととなるのか足手まといになるのか、今のところは何ともいえない。さつき自身は格闘技や武道はまったくの未経験で、しかも伊織以上に運うん動どう音おん痴ちである。ただ、ルテティアはそれなりの能力を持ったウォーライクであり、彼女のみちびきがあれば、さつきを戦力として計算に入れることも不可能ではないかもしれない。












「宮本後輩」

　むっつり顔で皮算用をしていた伊織に、常葉がささやきかけた。

「――いろいろと思うところはあるだろうが、二対一二が三対一一になったと考えればそう悪い状況でもない。とりあえずわたしのことはいいから、きみは彼女のフォローをしてやってくれ」

「どうしておれが――」

「リリオーヌとクリスの特性を考えればそうなるだろう？　リリオーヌは守りよりも攻めが得意な子なんだよ」

「…………」

　常葉に理詰めで来られては、伊織も返す言葉がない。いざという時にさつきを守ってやれるとしたら、それはやはりリリオーヌではなく、〝塚守バロウキーパー〟という能力を持つクリスだった。

「心配していただいてありがとうございます、先輩！」

　伊織と常葉の小声のやり取りに、さつきがことさら大きな声で割って入ってきた。

「――でも大丈夫！　わたし、やれますから！」

　耳もとで力説され、伊織は思わず顔をしかめた。

「てめえ……その根拠のねえ自信はどこから出てきやがんだ？」

「だって、ルテティアはクリスより強いっていう話だし！」

「他力本願でいばってんじゃねえよ」

「ロードとウォーライクは一心同体！　強さをうんぬんいうならペアで考えなきゃ！」

『イオリ！　今サツキがいいことゆったよ！　ロードとウォーライクはいちえんたくしょうなんだよ、やっぱり！』

「だから一いち蓮れん托たく生しようだっていってるだろ……？」

　そうぼやきつつも、伊織は溜息混じりにふと笑みを浮かべた。

　無駄に暑苦しい今のさつきのテンションは、ふだんの彼女なら絶対に見せないはずのものだった。それもすべて、彼女が初めて経験する〝魔性の血エルフインブラツド〟の高こう揚よう感かんが原因なのだろう。内向的で優柔不断な平時のさつきの人格が消失し、代わりに浮上してきたもうひとりの彼女は、いつもとは正反対のアクティブさ、ポジティブさを持ち、おまけに無駄に声が大きかった。

　そのあまりのギャップにめまいすら感じた伊織は、同時に、おそらく戦っている最中の自分も、今のさつきに負けずおとらず別人なのだろうと想像し、つい笑みがこぼれてきたのである。

「――来るぞ、宮本後輩！」

　一一人の騎士による包囲網がせばまるのを見て、常葉が真っ先に飛び出した。

　伊織はクリスを水平に差し伸べ、前に出ようとするさつきを制した。

「てめえは出しゃばるな。自分の身を守ることだけ考えてりゃいい」

　わざわざそう釘くぎを刺した伊織の懸け念ねんをよそに、さつきはクリスの刀身をひょいと飛び越え、青騎士に斬りかかった。

「てめえ――」

「大丈夫大丈夫！」

　保身にかけては人後に落ちないあのルテティアが、自分の好みを二の次にして選んだだけあって、おそらくさつきとの相性は非常にいいのだろう。残像を引きずるほどの速さがそれを物語っている。

　だが、相性のよさがイコールそのペアの強さとなるわけではない。それは、伊織とクリスが数々の苦戦をしいられてきたことを見ても判る。ロードのスピードやパワーがどれだけ増幅されるかという〝倍率〟は、ウォーライクとの相性によるところが大きいはずだと、伊織は経験則からそう考えているが、純粋な戦闘技術やウォーライク自身の特殊能力などは、経験を積むことでしか身につかないのである。

　それをさつきは、ルテティア本人の能力と相性のよさだけで、伊織を差し置いて前に出ていこうとしている。

「ルテティア！　てめえ、少しは止めろ！」

『止められるわけないでしょ、使われてる身なんだから！』

『サツキすごい！　すごいねー！』

「おだててんじゃねえよ……」

　忌々しさに眉まゆをひそめ、伊織はすぐさまさつきを追った。

「――やっ！」

　そこはそれなりに気合いの入ったかけ声とともに、さつきがルテティアを繰り出す。しかしそれは――まるでスイカ割りでもするかのような――何のひねりもない大上段からの一撃であり、相手がやや動きの鈍い青騎士ならずとも、かわすのはそう難しくはなかった。

「……え？」

　盛大に空から振ぶったルテティアの切っ先が、粘ねん土ど質しつの地面にふかぶかとめり込む。それこそスイカを叩きそこねて慌あわてて目隠しをはずした子供のように、さつきは目を大きく見開き、半歩下がって渾身の一撃をかわした青騎士を凝ぎよう視ししてしまった。

「ぜんぜん大丈夫じゃねェだろうが！」

　反撃に移ろうとする青騎士に、飛距離の長い飛とび蹴げりをお見舞いして跳はね飛とばした伊織は、着地と同時に振り返るなり、さつきの頭を乱暴に押し下げた。

「ちょ!?」

　非難の声をあげたさつきの後頭部をかすめ、ランスが走った。すでにほかの青騎士たちがさつきの背後に迫り、無防備な背中に狙ねらいを定めていたのである。

「てめえ、意味ねェんだよ――！」

　ほとんど引き倒すようにしてさつきを自分の背後に押しやると、伊織は水平に伸びてきた馬上槍をすばやい剣さばきで左右に散らした。

　非力な助っ人なら、それはまだプラスだといえる。さして足しにはならずとも、少なくともマイナスではない。が、足手まといは確実にマイナスである。今のさつきがまさにそうだった。

「いたたたた……」

　顔面から地面に突っ込んださつきが、鼻を押さえて立ち上がる。うっすら鼻血を垂らしていたが、口でいうほど痛みやショックは受けていないようだった。

「でっ、でも大丈夫！　まだやれるから！」

「やれるじゃねえよ。……完全に囲まれたら面倒見きれねェぜ」

　伊織はさつきの左腕を摑んで引きずり上げ、ゴールポストへと飛んだ。そこを踏み台にして体育館の屋根へと昇り、追いすがってくる青騎士たちを見下ろした。

「――！」

　敵の数を確認しようとした伊織は、その時、常葉の姿が近くに見えないことに気づいた。
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　エルフィンダートをばらまいて牽けん制せいしながら、一気に敵の懐ふところへと踏み込む。眉み間けんへとランスの鋭えい利りな切っ先が迫ったが、常葉はそれをまばたきひとつせずにグレイブの石いし突づきで脇に逸らし、一連の動きでそのまま逆ぎやく袈け裟さに斬り上げた。

　重々しい音がして、胸に大きな傷をつけられた騎士が仰あお向むけに倒れる。そこに追いすがった常葉は、騎士の胸を踏みつけ、首を狙ってグレイブを振り降ろした。

『……常葉』

「ああ、判っている！」

　見事に首を飛ばした直後、常葉は軽く飛び上がり、あらためて両手で持ち直したリリオーヌを、騎士の手から転がり落ちたランスに叩きつけた。がつりと耳みみ障ざわりな金属音が響いて、地面に沈み込むこともなく、青い凶器がまっぷたつになる。

「一気にたたみ込こむことができれば、二体をほぼ同時に倒すことも可能なんだけどね」

　青騎士とランスがそれぞれ淡あわい燐りん光こうを発して消滅するのを確認し、常葉は静かにあたりを見回した。

　敵に囲まれるのを警戒して、つねに高速で移動しながら戦っている間に、常葉は伊織たちと離れ離れになっていた。あの小学校からは、もう数キロほど移動しているだろうか。ふつうなら長くゆるやかな坂を登らなければたどり着けない高台の上の、鬱うつ蒼そうとした林の中で、都合四体目の敵を倒した常葉は周囲の様子を窺うかがった。

「とりあえず目の前の敵を倒したけど……トワイライトから放り出される気配はないみたいだね。まさかあの青いのを全員倒さないと戻れないのか、あるいは、そもそもここを開いた敵はまた別にいるのか――」

　声に出して呟きながら考えをまとめようとしていた常葉は、リリオーヌの無言の震えを感じて眉間にしわを寄せた。

「……後者か。厄やつ介かいな気配がするね」

　そう呟く常葉の視線の先に、ひっそりとたたずむ小さな教会があった。この街にいくつかの教会があるということは知っていたが、こんなところにもあったとは常葉も知らなかった。

「宮本後輩たちと合流したいところだが、向こうはまだ、あの量産型だけで手一杯だろう。迂う闊かつにこちらの敵まで引き連れて合流すれば、牧島さんが危険だな」

『常葉……』

「判っているよ。覚えのある気配だ」

　スカートの裾すそを払ってわずかな乱れを直した常葉は、木々の間を縫ぬって教会に近づくと、意を決してその扉とびらを押し開けた。

　黄たそ昏がれ色いろの永遠の斜しや陽ようがわずかばかり射し込む教会の中で待ち受けていたのは、かつて常葉たちが一度だけ戦ったことのある男だった。

「……俺おれが待っていたのはおまえたちじゃあない」

　一番前のベンチに座っていた男が、振り返りもせずにいい放った。

「パトリックも、あの少女も、おまえを斬れとはいっていなかった。俺が待っていたのは眼鏡の少年だ」

「……宮本伊織のことをいっているのか？」

　常葉は注意深く教会の中を窺った。だが、ここにいるのは相変わらず常葉に背中を向けたままの男――グレアムと、彼が連れているウォーライクの少年だけだった。

「名前は知らん」

　溜息とともに立ち上がった男は、白い手袋に包まれた手をポケットから引き抜き、小さく咳せき込こんだ。

「……だが、どうやらその少年とは縁がないらしい。こうして待ち受けていたのに、よりによって現れたのがおまえとはな」

「ご期待に副そえずに申し訳ないね」

「いや――」

　グレアムは血の気のない唇を吊り上げ、小さく笑った。

「……それでもこうしておまえと顔を合わせたということは、おそらくそういうめぐり合わせなんだろう。もしかすると、おまえを斬れば少しは俺も楽になれるのかもしれないな」

「グレアムさん！」

　少年が押し殺したような声でいった。

「ただ黒髪が同じっていうだけです！　ぜんぜん似てませんよ！」

「判っている」

　ハンチング帽ぼうの頭をそっと撫なで、グレアムはうなずいた。

「……もう手加減はしない。行くぞ、オルトニート」

「はい！」

　元気よく返事をした少年――オルトニートがその場に沈み、巨大なバスタードソードとなって再登場する。

　常葉は口もとを引き締め、リリオーヌを握る手に力を込めた。

　このグレアムという男の手の内は、先日の戦いである程度は判っている。武術の心得は特にないが、命のやり取りには非常に慣れており、ただ度胸があるというのとは違う意味で、何をするにしてもとにかくためらいがない。それが踏み込みや太刀行きの速さとなって現れている。

　また、オルトニートという名のウォーライクのほうも多芸で、クリスと同じバロウキーパーを使える上に、常葉もよく知らない、瞬間的に相手を脱力させる特技も持っている。それ以外に飛び道具を持っていたとしても驚くには値しない。

　それほどまでに敵は手て強ごわかった。明らかに今の常葉たちより実力は上だろう。

　もし常葉がつけ込む部分があるとすれば、どうやらグレアムが何か重い病気か何かをわずらっているらしい、という点だけだった。

「……そこに期待するのはあまりに虫がよすぎるな」

『ぬぅ』

　苦笑する常葉は、しかし、自分でも意外と感じるほどに落ち着いていた。

　世の中に自分より弱い敵しかいないと盲もう信しんするほど、常葉は甘い考えの持ち主ではないし、実際、これまで何度となく手強い敵と戦ってきた。

　それでも、退ひくつもりはない。

　なぜなら、常葉の戦いは、彼女が生き延びるためであるのと同時に、リリオーヌを守るための戦いだからである。
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　伊織たちのほうに残った青騎士の数は、全部で九体だった。おのおのがランスを持っているので、トータルではその倍、一八体の敵がいることになる。

「こっちがふたりいるんで多めに残ったか？」

　単純に考えれば、姿の見えない常葉のほうには二体の青騎士が向かった計算になる。そのくらいの数の差であれば、常葉ならそう手もかからずに始末して、こちらに合流してもらえるだろう。

　問題は、それまでこのハンディキャップマッチを生き残れるかということだった。数だけ見れば二対九だが、実質的にさつきが戦力外、むしろ足手まといなので、一対九以下の劣れつ悪あくな条件で戦わなければならない。

「大丈夫大丈夫！」

　軽くよろめきながら、さつきは額の汗をぬぐった。ぬぐったその手に汗以外の赤い液体が付着していることに、本人も気づいてはいるだろう。

　ほとんど防戦一方の状態をしいられ続ける中で、さつきは全身に細かい傷をいくつもこしらえていた。もちろんそのほとんどは、エルフィンブラッドの効果ですぐにふさがっていたが、出血とともに消しよう耗もうした体力はすぐには回収できない。彼女が敵を一体も倒せていない現実を直視するならば、今のさつきが緩かん慢まんな敗北に向かっているのは確実だった。

　しかし、それでも彼女の口調は変わらない。

「大丈夫だよ、伊織くん！」

「……何が大丈夫なんだ？」

「大丈夫！　だってまだ動けるし！」

　そういってうなずいたさつきの口もとには笑みが浮かんでいた。

　エルフィンブラッドによって、戦いそのものを楽しむタイプの性格に豹ひよう変へんするロードというのは現実に存在するが、さつきが見せる笑みはそうした性格の変化を意味するものではない。少なくとも伊織はそれに気づいていた。

　さつきはただ、今の状況が嬉うれしいのだろう。伊織とともに戦っているというこのシチュエーションが、さつきには何より嬉しいことなのである。

　無論、伊織もさつきにその真意を尋ねたわけではない。ただ――うぬぼれのようではあったが――そうに違いないという確信はあった。

「厄介なのはそのままで、おまけに暑苦しくなりやがって……！」

　たぶんさつきは、自分が深手を負って動けなくなっても、無理矢理にでもにこにこ顔を作って、大丈夫大丈夫と繰り返すだろう。それが予見できるからこそ、伊織は眉をひそめて吐き捨てずにはいられなかった。

「どうしたの、伊織くん？　動きが止まってるよ！」

　いうことだけは一人前だが、敵に斬りかかっていく動きは素人のままだった。

『ちょっ――バカじゃないの、この子!?』

　慌ててルテティアがエルフィンダートで援えん護ごしたが、防御力にすぐれる青騎士たちには牽制程度の効果しかない。

　逆にさつきは、間合いを読みそこなってふたたび派手に空振りし、前のめりに転んだ恥ずかしいポーズのまま、アールのついた体育館の屋根の上からすべり落ちていった。

「あーっ！」

『イオリ！　サツキが落ちた！』

「……本当に何が大丈夫なんだ、てめェは!?」

　伊織はさつきを追いかけ、サンダル履ばきの足首を摑んで屋根を蹴った。体育館の屋根の上から、今度は校舎の屋上へと飛び移る。

「きゃっ――」

　伊織はさつきをぞんざいに放り出すと、体育館のほうを振り返った。

「全員始末しなきゃここから出られねェのか……？」

　青騎士たちは執念深く伊織たちを追いかけてくる。伊織はさつきを引きずって校舎の端のほうへ下がった。

『イオリ！　暴走するなら早くしてよ！』

「はァ!?」

『この前襲われた時だって、パトリックとの時みたいに暴走したんでしょ？　だったらここもそうしなさいよ、そうすれば楽勝でしょ!?』

　確かに墓場で襲撃された時は、頭の中が白熱化するあの感覚が降りてきて――最終的にはイソウドに叩き伏せられたものの――一二体の青騎士たちを相手に互角に渡り合うことができた。もしこの状況であの力を使えるのなら、数の減った騎士たちを圧倒することも不可能ではない。

　ただ、唯一にして最大の問題は、それが狙ってできないということだった。

「だ、大丈夫、大丈夫だよ！」

　伊織に振り回されてめくれ上がったデニムのスカートを直しながら、さつきは慌てて叫さけんだ。

「――伊織くんにそんな無理なんかさせないよ！　わたしがんばるから！」

「努力がかならずしもむくわれる世界じゃねえんだよ」

　能天気すぎるさつきの発言を斬り捨て、伊織は左右に視線を走らせた。

　その時、唐突に校舎が割れた。

「!?」

　地上から天に向かって斜めに走った黒く巨大な光の矢が、校舎の一角を突き崩し、青騎士たちを瓦が礫れきとともに撃ち上げた。

「――――」

　何が起こったのか摑めなかったが、これを千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスと判断した伊織は即座に行動に移っていた。無防備に宙に舞った青騎士を追って跳躍し、一撃で首を斬り飛ばす。青い鎧は瞬時に蒸発し、ランスだけが落ちていった。

　さらに伊織は、避ひ雷らい針しんを蹴ってそのしなりを利用し、別の青騎士へと襲いかかった。

「――遅ェんだよ」

　青騎士が繰り出してきた馬上槍を腋わきの下にかかえこむ形で受け止めると、伊織はすばやくクリスを逆手に持ち替え、敵の首筋に叩き込んだ。

『さつき！　さっきのいきおいでアレ叩いて！』

「う、うん！」

　ルテティアの指摘でようやく思い出したように動き出したさつきが、さっきと同じくスイカ割りの要領で、コンクリートタイルの上に落ちてきたランスを思い切り叩く。インパクトの瞬間、ばきんと重い音がして、青い槍はサファイアの薄片のようなかけらをまき散らしてふたつにへし折れた。

「やった――！」

『まあ合格じゃない？』

「けど、今のはいったい――？」

「たぶん先生だろ」

　さつきのかたわらに降りてきた伊織は、小脇にかかえていたランスを無造作に叩き斬った。

「えっ、先生？　どこどこ!?」

「下見てみろ」

　さつきが手て摺すりから身を乗り出して校庭を見下ろすと、崩れた校舎の瓦礫に埋うもれて身動きが取れなくなっていた青騎士の首を、巨大な剣で平然と飛ばしている独身女教師の姿があった。

「……わー……」

　さつきのその声を聞きつけたのか、剣を肩にかついだ薬子が、屋上を見上げて唇を吊り上げた。

「奇妙な縁だな、牧島さつき！　おまえも来年の選択授業は美術にするといい！」

「っていうか、わたしも美術部に入れてください！」

「そういう話はあとにしろ。まだ敵は残ってんだぞ」

「ごちゃごちゃおしゃべりするのはいいが、巻き添えを食うなよ、一年生！」

　薬子がふたたび剣をかかげ、その先端を校舎の屋上に向ける。するどい切っ先に黒い輝きが宿るのを見た伊織は、眉をひそめてさつきの手を摑んだ。

「……いくら現実の世界じゃねェからって、ムチャクチャやりすぎじゃねえのか、あの人は？」

　伊織がさつきをひっぱって校舎の屋上から飛んだ直後、二発目の巨砲が青騎士たちを吹っ飛ばした。

『イオリ』

　轟ごう音おんがとどろく中、ルテティアがささやくような声でいった。

『……わたしが想像してたより、クスコってずっと強いみたいね』

「ああ」

　ルテティアが何を思ってわざわざそんなことを口にしたのか、伊織にはその真意が摑めなかったが、そのことであれこれ考えをめぐらせている暇はない。

　体育館の屋根の上に戻ってきた伊織は、薬子の飛び道具の直撃を避けて着地した青騎士たちに上空から襲いかかった。

「クリス！　最後だ、全力出せ！」

『うん！』

　伊織とさつきだけでは心もとないが、薬子が来てくれたのなら、いまさらペース配分を考える必要もない。伊織が地面に向かって左手を突き出すと、クリスが発生させた不可視の力の壁が釣つり天てん井じようとなって、頭上を振り仰いだ騎士たちを押し潰した。

「――こいつで何体目だ？　いくつ始末した!?」

　ぐしゃりと前のめりに崩れた騎士たちのかたわらに降り立った伊織は、その背中を踏みつけ、立て続けにふたつの首を飛ばした。

　一分でも早く敵を全滅させ、常葉の応援に向かわなければならない。

　いまだに伊織は、このトワイライトに青騎士たち以外の敵がいるかもしれないという可能性を、完全には捨てていなかった。
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　強いしびれのせいで、常葉の左手に力が入らない。グレイブの柄に添えるだけで精一杯だった。

　つい一分前、グレアムに手首を摑まれたのが原因だということは判っている。飛び道具のような派手さはないが、敵に接近してからの斬り合いを得意とする大路常葉にとっては、地味にダメージが大きい。

　唯一のなぐさめは、この効果が一時的なものだということだろう。以前の戦いで食らった時は、麻ま痺ひした腕がもとに戻るまで三分ほどかかった。

　わずか三分と考えるか、あるいはたっぷり三分と考えるか――実質的に片腕だけで戦わざるをえない時間としては、三分というのは決して短くはない。それが常葉のいつわらざる心境だった。

「手の内は判っていたのに、またかかってしまうとは――」

　おのれの不ふ甲が斐いなさに、常葉は、浮かべかけた苦笑を嚙かみ殺ころして後方に飛んだ。

　常葉からすれば、グレアムとの距離を取って逃げ回り、左腕がふたたび自由に動くようになるのを待つのが上策である。常葉が使うグレイブという武器の性質上、これを片手であつかうのはほぼ不可能に近いからである。

　だが、それを許してくれるほどグレアムも甘くはなかった。

「時間稼かせぎはさせん」

　巨大な剣の切っ先を差し向け、グレアムは常葉に追いすがった。しびれによって左腕を封じられている今の常葉では、小細工のない真正面からの突きですら、うまくさばくのは難しい。

　壁を背負ったために退路をみずから絶つ形となった常葉は、その場で軽やかに跳ね、背後の壁を蹴って逆に前方へと飛んだ。グレアムの頭上を飛び越えざま、右腕一本でグレイブをひらめかせる。

「……ふん」

　虚をついて逆襲に転じた常葉の一撃を身を沈めてかわし、グレアムは振り返ると同時にエルフィンダートを放った。

「リリオーヌ！」

『ぬ』

　常葉も着地と同時に振り返り、光の矢を走らせた。双方の矢が次々に相そう殺さいし、激しい輝きを発して消滅していく。

　その隙すきにグレアムとの間合いを広げ、常葉は呼吸をととのえた。




　エルフィンブラッドのたぎりは、戦いに対するあらゆる禁きん忌きを薄れさせる。が、それでも人には越えがたい一線というものがあり、そういう意味で常葉は、〝血〟に酔いにくいたちだった。

　たとえば伊織なら、戦意に任せて一気に押し切り、思い切れるであろう場面でも、常葉にはそれができない。中途半端に残っている理性がそれを邪魔する。戦いの最中にこんなことを考えているのがいい証拠だった。

　ふと、滝たき沢ざわのことが思い出される。

　常葉の兄あに弟で子しであり、幼い初恋の相手でもあった滝沢耕こう介すけは、この戦いの意味の重さと残ざん酷こくさを常葉に気づかせてくれた人だった。

　高校生ながら薙なぎ刀なたの名手であり、リリオーヌとの相性もいい常葉は、ロードとしては決して弱くはない。だが、実力的にはともかく覚悟という点では、常葉はおそらく伊織におよばないだろう。

　それを常葉は、滝沢との戦いで痛感させられた。敵として現れた滝沢を相手に全力を出すこともできず、一方的に攻められて死にかけたのである。もしあの時、伊織とクリスが駆けつけてくれなければ、常葉はリリオーヌを失い、すべてを忘れてこの戦いから脱落していただろう。

　ウォーライクとは何なのか、〝楽園エリジウム〟とは何なのか――そうしたことをうんぬんする以前に、常葉は甘すぎた。実力が足りないのではなく、覚悟が足りない。

　要するに、常葉にはおのれの手を汚す度胸がなかったのである。




　リリオーヌを守り、自分を守り、仲間を守るということは、ほかのウォーライクを倒し、その犠ぎ牲せいの上に敷しかれた道を歩いていくということを意味している。場合によっては、敵のロードをもその手にかけることになるだろう。まっとうな倫りん理り観かんの持ち主であれば、そこにためらいを感じるのは当然のことかもしれない。

　しかし常葉は、そうした可能性もあることを承知でこの戦いに踏み込んだ。まして、リリオーヌを守るために戦うのだと高潔なことをいうのであれば、いまさら覚悟がなかったではすまされない。

「とっくに判っていたのに、わたしはただ、直視したくなかっただけなんだ。……綺き麗れいごとだけでは守りきれないものもあるということに」

　常葉はゆっくりと左手でリリオーヌの柄を握った。まだ完全ではないが、しびれは取れつつある。あと一分ほどすれば、握力も戻るだろう。

　常葉の脳のう裏りに、血だらけで戦う男の姿が束の間よぎる。その光景の赤さが、いつも以上に彼女の血を熱くたぎらせた。

「わたしは今の暮らしを失いたくない。リリオーヌも、彼らも――何よりきょうまでのこの思いのすべてを忘れたくはない。そのために戦う」

「……いまさら自分が戦う意味を自問しているのか？」

　常葉の呟きに、グレアムが冷ややかに笑った。

「だが少女よ。戦う意味などには、それこそさしたる意味はない。見ろ、この俺がいい証拠だ。……戦う意味を失った今でも、俺はこうして戦い続けている」

「あなたはそうかもしれない。……だが、わたしには戦う意味が必要だ。そして、それがわたしを強くしてくれる」

「それでこの体ていたらくか？　……泣けるな」

「笑いたければ笑え。わたしはそれだけ無ぶ様ざまな姿をさらしてきた」

「ふん……いうことだけはそれらしいが」

　グレアムがオルトニートを構えて距離を詰めてくる。ただでさえ巨大なバスタードソードの一撃は、ふだんの常葉ですらまともに受け止めたいとは思わない。まして、片腕の自由が利きかないのならなおさらだった。

　唸うなりをあげて飛んできた厚みのある刃をかわし、常葉は片手で器用にグレイブを回転させ、グレアムの足の甲を石突で突こうとした。

「この前で判っていたことだが……日本の武術はえげつないな」

　超人化していようといまいと、リリオーヌの石突で思い切り突かれれば――貫通はしないまでも――足の甲の骨は完全に粉ふん砕さいされる。そうなれば、一時的に動きを封じられたも同然だった。

　もちろん、このくらいの変則的な動きにグレアムが対応できないとは常葉も考えていない。現にグレアムは咄とつ嗟さにスタンスをはずして常葉の一撃を空振りさせると、不十分な体勢から十二分に重みのある横よこ殴なぐりの一撃を叩きつけてきた。

『……！』

　リリオーヌが苦痛の呻うめきを嚙み殺したのが判った。

「耐えてくれ……っ！」

　常葉はグレイブの柄を立ててオルトニートの刀身を受け止めようとしたが、左手にまだ力が入りきらなかったおかげでバランスを崩し、すかさず打ち込まれた二撃目で吹っ飛ばされた。

「ぐぅ……っ」

　激突したベンチを破壊しても止まらず、説せつ経きよう壇だんに背中からぶつかってようやく止まった常葉は、軽く頭を振ってすぐに立ち上がった。激突による痛みはないが、ダメージと疲労は確実に蓄積していく。エルフィンブラッドで活性化した身体能力をもってしても、無限に戦い続けられるわけではないのである。

　すかさず追撃にきたグレアムに向き直った常葉は、長い柄を小脇にはさみ込んで支点とし、右腕一本で横一文字の一刀を繰り出した。

「軽すぎる……！」

　遠心力をうまく使った常葉の斬ざん撃げきを、オルトニートの刃であっさりはじき返したグレアムは、これを手本にしろといわんばかりに横よこ薙なぎの一撃で反撃に転じた。

「く……！」

　身をかわした常葉の隣で説経壇が粉砕される。だが、平面的な攻撃から一転、オルトニートの切っ先がするどく跳ね、突きに変化して常葉の胸に伸びてきた。

「！」

　常葉は反射的にスカートをひるがえし、回し蹴りの要領でバスタードソードの峰みねを蹴り飛ばすと、そのまま身体を回転させ、先ほどよりも重みを増した一撃を放った。

「……まだ軽い、な」

「っ!?」

　オルトニートのバロウキーパーが、常葉の渾身の一撃を跳ね返した。グレアムにはダメージをあたえられず、逆に無傷の右腕にまで激しいしびれが走る。思わず顔をゆがめた常葉のみぞおちに、グレアムの前蹴りが食い込んだ。

「ぅ――ぐっ……！」

　身体をくの字に折ってよろめいた常葉に、さらに一歩踏み込んだグレアムが真上からの斬撃を浴びせかけた。

「――！」

　左腕のしびれが取れていない状態では、迂闊に受けに回れば得物をはじき飛ばされかねない。そう考えた常葉は、ギロチンを思わせる一撃を何とか身を反らせてかわし、リリオーヌの柄を握り締めて反撃に移ろうとした。

「もう苦しむな。……もういい」

　一度は深く床に食い込んだ剣を、グレアムの細い腕が強引に振り上げる。

「な――!?」

　予想外の速さで上昇してきたオルトニートの刃が、常葉の手からリリオーヌをはじき飛ばした。

「……もういいんだ」

　ぼそりと呟いたグレアムがすべるようにして常葉に迫った。素手でオルトニートをさばくことが不可能に近い以上、グレアムがここで勝負に出るのは当然だろう。

「まだだ！」

　常葉はようやく自由を取り戻した左手を、真っ向から斬りかかってくるグレアムに向かってかざした。

「……片腕を捨てれば止まるというものでもあるまいに」

　ただでさえ重量のあるオルトニートに超人化したグレアムの膂りよ力りよくが加われば、地球上のどんな生物の頭ず蓋がい骨こつだろうとたやすく粉砕する。その絶対の自信がそうさせるのか、グレアムの打ち込みには微み塵じんのためらいもなかった。

「片腕を捨てるつもりなどない！」

　瞬間、歯を食いしばった常葉の左手が銀色の輝きを放った。

「!?」

　グレアムが振り降ろしたオルトニートの刃が、常葉の左肩にわずかに食い込んだところで止まった。常葉の左手に生じた輝きが、まっすぐに揃えた指先からさらに五〇センチほど伸びて光の剣と化し、グレアムの一撃を防ぎ止めていたのである。

「〝魔剣ガラス〟か!?」

『グレアムさん！　離れてください！』

　それがリリオーヌのあらたな能力――常葉の切り札だと察したグレアムは、咄嗟に後ろに飛びのこうとしたが、常葉が次のアクションを起こすほうが早かった。

「せいぜい鎖さ骨こつ一本――行くぞ、リリオーヌ！」

『ぬう――』

　肩口から噴ふき上あがる鮮血をものともせず、常葉は束の間の空中遊泳を終えて落下してきたリリオーヌを摑むなり、横殴りの一撃を繰り出した。

『グレアムさん!?』

「――！」

　おそらくオルトニートがバロウキーパーを使ったのだろう、ふたたび常葉の腕に、バットで思い切り地面を叩いたかのような強い衝撃が走った。

　しかしそれと同時に、何かが砕くだけ散ちる甲かん高だかい音が響き渡った。

「朧ろう月げつ――！」

　初太刀で見えない壁を粉砕し、目にも留まらぬ速さで引き戻したグレイブで、間かん髪はつを入れずに二の太刀を叩き込む――本来は、守りのかたい敵の構えを強引に崩して攻め込むための、藤とう派は武ぶ甲こう流りゆうの技である。

「娘……！」

　グレアムの頰に赤い線が入った。相手の顔面を狙うことにも、今の常葉はもはや躊ちゆう躇ちよしない。

　常葉は続けてグレイブの石突をグレアムの脇腹に打ち込んだ。もともとグレイブはそのリーチを生かして間合いを取って戦うべき武器だが、こうして石突のほうも使えることを考えれば、むしろ近い間合いではグレアムの巨大な長剣よりコンパクトにあつかえるぶん、有利といえるだろう。

「ぐ、ぬ――」

　脇腹を打たれるや否いなや、グレアムはリリオーヌの柄をそのまま右手でかかえ込み、片手ではあまる剣を床に突き立てると、自由になった右手を常葉に差し向けた。

　グレアムがふたたびあの切り札を使うつもりだと看かん破ぱした常葉は、こちらもあの光の剣を左手に宿し、至近距離からグレアムのみぞおちを突き上げた。

「！」

　相手の片腕を麻痺させるのと引き換えに自分の腹部に大穴を開けられるのでは、さすがに釣り合いが取れないと考えたのか、グレアムはオルトニートを摑んで後ろに下がろうとした。

　その隙を逃さず、常葉はグレイブを振るった。

「……っ」

　ひと飛びで三メートルも距離を離したグレアムは、そのまま数歩よろめき、背後にあったベンチに座り込んでしまった。

　グレアムのスーツの胸のところを横切るように、ひとすじの赤い傷が刻まれていた。何千回、何万回と繰り返してきた鍛たん錬れんが可能にした会かい心しんの一撃が、百ひやく戦せん錬れん磨まのロードに深手を負わせたのである。超人化した今のグレアムにとっても、一分や二分でふさがるような浅い傷ではない。

　しかし、この絶好のチャンスに、常葉は一いつ気き呵か成せいに攻勢に転じることもできず、腹を押さえてその場に膝ひざをついてしまった。今の一瞬、グレアムもまた、すばやく後ろへと飛びのきながら、常葉の攻撃にカウンターを合わせるようにオルトニートを振るっていたのである。

「ふ――ぅ……！」

　だくだくと血を流す傷口をぎゅっと摑むように押さえた常葉は、一時的な貧血に朦もう朧ろうとなりかけた頭を振った。

　武道のたしなみがあるという点では常葉のほうがグレアムより上だが、命のやり取りという場でのグレアムの経験の深さは、とうてい常葉がおよぶものではない。ただ、単純な若さという一点にかぎれば、常葉はグレアムを圧倒している。

　そしてその若さは、こうしてたがいに深手を負った時、体力や回復力という形で戦いの趨すう勢せいを大きく左右する。今がまさにその時だった。

「…………」

　常葉がゆっくりと立ち上がった時、グレアムはまだベンチに座ったままだった。右手でオルトニートの柄を握り締めたまま――暗い炎を宿した双そう眸ぼうはじっと常葉を見据えていたものの――もとから青ざめていた顔色はすでに白くなっている。

「エ、ディス……」

　夜更けの酔っ払いのように、ベンチにだらりとへたり込んだままのグレアムは、唇を震わせて何か呟いたが、その言葉が何を意味するものだったのか、常葉にはついに判らなかった。

　それをきっかけに、グレアムの手から長剣がすべり落ちた。

「――グレアムさん！」

　少年の姿に戻ったオルトニートが、慌ててグレアムに取りすがった。だが、グレアムがその叫びに応えることはなく、代わりにグレアムの口からもれたのは、苦しげな咳せきとどこか濁ったような血だけだった。

「グレアムさん!?」

　オルトニートが揺すっても、グレアムが立ち上がる気配はなかった。

「――――」

　常葉は静かに呼吸をととのえ、慎重にグレアムたちに歩み寄った。

「！」

　それに気づいたオルトニートが、グレアムをかばうように覆いかぶさった。

「もうやめてください！　グレアムさんは病気なんです！　もう戦えないんです！　だからもういいじゃないですか！　ぼくはどうなってもかまいませんから、グレアムさんは見逃してあげてください！」

「……ずいぶんと身勝手な話だね」

　痛みではなく熱さによって腹部の傷を感じながら、常葉は淡々と呟いた。

　そもそも常葉たちには、グレアムと敵対するつもりなどなかった。戦いを挑んできたのはグレアムのほうである。結果としてグレアムがこうして倒れているが、常葉が命を落とす可能性のほうがずっと高かった。それをいまさらグレアムを見逃してくれというのは、あまりに虫のいい話だろう。

　もっとも、常葉が感じているのは怒りではなく、哀あわれみとむなしさ、そして何よりもおのれの不甲斐なさだった。

　もはやグレアムには立ち上がる力はない。常葉に敗れたというより、病魔との戦いに敗れたといったほうが正しいのかもしれないが、それでも、常葉が勝者であることは誰の目にも明らかだった。

　だが、グレアムにとどめが刺せない。ついさっき覚悟を決めたばかりのはずなのに、こうして吐と血けつして倒れたグレアムを――そして、泣きながらグレアムをかばうオルトニートを前にすると、その決意が鈍にぶるのを感じずにはいられなかった。

　そんな自分の不甲斐なさに、常葉は唇を嚙み締めた。

「……それでいいのではないかね？」

　常葉はその声にはっと顔を上げた。

　開け放たれた教会の扉のところに、チェック柄のスーツを着込んだ老紳士が立っていた。












「あなたは……！」

　片手にはステッキ、肩にはあざやかな翡ひ翠すい色いろのオウムを留まらせ、モノクルをかけているという風ふう体ていと、何よりこのトワイライトに入り込んでいるという現実から、それが宮本伊織が遭そう遇ぐうしたという謎なぞの紳士――おそらくはミンストレルだろうと察した常葉は、リリオーヌを握り締めて身構えた。

　しかし、老人は悠然とした足取りでグレアムたちに歩み寄ると、すでに言葉を発することもできない男を痛ましげに見下ろした。

「グレアム・アーサー・シャーロック……やはりこうなったね……」

　静かに目を伏せた老人の顔には、深い哀かなしみの色が浮かんでいる。まるで古い友人の死に立ち会ったかのようだった。

　深く嘆息し、老人は常葉に向き直った。

「きみは確かに勝ったのだよ」

「……何？」

「きみは確かに彼に勝った。その少女を守るためにひとつ高みを登った。その覚悟は賞賛に値するだろう。……だがね、強くなるということは、かならずしも情を捨て去るということではないだろう？　きみがもう彼らを許してやりたいと思ったのだとしたら、それはきみの弱さではなく、それこそがきみの強さなのだ」

「――――」

　諭さとすような老人の言葉に、常葉はグレイブを持つ手を降ろした。

「グレアムさん！」

　男の血を必死にシャツの袖そででぬぐっていたオルトニートが、悲痛な声をあげた。

「グレアムさん、グレアムさん！」

　すでにグレアムは事切れていた。

　グレアムにすがって泣くオルトニートを見つめ、老人は呟いた。

「――彼は自分の娘に対する罪の意識をかかえてきょうまで生き続けてきたのだよ。もしかしたら、彼はずっと死に場所を捜していたのかもしれないね……」

「違いますよ！」

　老人の言葉にオルトニートが大きく首を振った。

「そんなことない！　グレアムさんは、病気で身体が弱っていたのに、ぼくの居場所を作ろうとして――それが娘さんに対する罪滅ぼしだって、そういわれたら、そうかもしれないけど――！」

「そうだな……彼の望みはきみを生かすことだった。私にできるのは、その遺志を酌くんでやることぐらいだろう」

　オルトニートの頭をそっと撫でた老人は、言葉を失ったままの常葉にいった。

「いずれにしろ、死んだ人間がふたたび目を醒さますことはない。……よく覚えておくことだよ、お嬢じようさん。たとえ〝楽園エリジウム〟にたどり着いたとしても、死者をよみがえらせることはできない。輪りん廻ねの輪を逆に回すことはできないのだと」

「……どういう意味です？」

　意味深な老人の言葉の真意を問いただそうとした時、老人の背に白くまばゆい光の翼が広がった。

『常葉……！』

「くっ――」

　直視できないほどの輝きに、常葉は反射的に顔をかばいつつ後方へと飛びすさった。

「……心しておきなさい。きみたちもまた、〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟たりうるのだと。情の深いロードはみな、その情に囚とらわれてみずから〝蛇〟と化す」

　白はく閃せん光こうの中、老人の言葉が常葉の耳を打つ。

「……!?」

　ほどなく光の波は引き、常葉はゆっくりと目を開いた。

　だが、すでにその時、常葉の眼前からはすべてが消えていた。老人も、オルトニートも、そしてグレアムの骸むくろも――血の海とベンチの残骸が残る教会に、ただひとり常葉だけが取り残されていた。

　常葉の手を離れて少女の姿に戻ったリリオーヌが、無言で常葉の手を握った。

「……大丈夫だよ」

　遠くで鳴り始めた鐘の音を聞きながら、常葉は少女の手を握り返した。

「わたしは最後まできみといっしょだ。どんなことがあってもね」

「ぬ……」

　リリオーヌは常葉の顔を見上げ、それから常葉の腰にしがみついた。

　ふたりの姿が黄昏の世界から消え去る瞬間まで、男の死をいたむかのごとく、陰いん鬱うつな鐘は鳴り続けていた。

　　　　　[image: ]

　大きな身体を丸め、エドゥアールは食卓に着いたイソウドの前に進み出た。その手に捧げ持った銀のトレイの上には、半分近く花びらの散った、青い薔ば薇らがぽつんと置かれている。

「おひいさま」

　エドゥアールが薔薇の花を差し出すと、イソウドはホットミルクのカップをテーブルに置き、細い眉をひくつかせた。

「……それ、イソウドが捨てたヤツよね？」

「はい」

「かなり散ってるみたいだけど？」

「枯れてはおりません」

「……仕方ないわね。ホント、役立たずなんだから」

　トレイから薔薇を取り上げ、飲みかけのミルクのカップに挿さしたイソウドは、それを大きな食卓の真ん中に置くようにエドゥアールに命じ、フォンダンショコラにフォークを入れた。

「で、あの男は？」

「死んだようです」

「あっちも役立たずね。……まあ、もともとそこまで期待はしてなかったけど」

　とろりと流れ出てきた熱いチョコをなめ、イソウドは目を細めた。

「イソウドは知らないわよ？　この国が〝蛇〟だらけになってから慌てたって遅いんだから」






















　大おお路じ常葉ときわとの通話を終え、伊い織おりは書しよ斎さいに向かった。

「――今の電話、誰だれからだ？」

　父の机に座ってノートパソコンと睨にらめっこをしていた頼より通みちが、顔を上げもせずに尋たずねる。伊織にはよく判わからないが、大学に提出するレポートをまとめているらしい。休職中とはいえ、大学の講師という職にある以上、頼通もふらふら遊んで暮らしているわけにはいかないのだろう。

　ソファに腰を降ろし、伊織は溜ため息いき混まじりに答えた。

「常葉先せん輩ぱい。……知り合いの見舞いに行ってくるってさ」

「知り合い？　それってひょっとして――」

「ああ。……滝たき沢ざわさんて兄あに弟で子しの奥さんの見舞いだろ」

「そいつぁ――常葉ちゃんもつらいだろうに」

　キーを打つ手を休め、頼通は眉み間けんにしわを寄せた。

　頼通には、伊織がこれまでかかわってきた戦いについてのことは、あらかた説明してある。常葉が兄弟子の滝沢耕こう介すけと戦った一件も、当然知っている。

「常葉ちゃんが生き延びるために、その人の奥さんが生き延びる芽を摘んじまったわけだからな……そのお見舞いに行くってのは、どういう心境なのかね」

「あの人のことだから、後ろ向きな考えじゃないだろうがな」

　常葉とリリオーヌが生き延びるためだったとはいえ、常葉は伊織の手を借りる形で滝沢を倒し、病やまいの妻を治そうとする彼の希望を、〝鞘ロのー主ド〟としての記憶とともに消してしまった。それが彼女の心に深い後こう悔かいの楔くさびを打ち込んだのは間違いない。

　ただ、常葉が今になって滝沢たちに会おうと決心したのは、ここまで目をそむけてきたその過去と正面から向き合い、それを背負って生きていこうとする彼女ならではの覚悟の表れなのだと、伊織にはそう思えた。でなければ、わざわざ見舞いの話を伊織に告げたりはしないだろう。

　携けい帯たい電話をジーンズのポケットに押し込み、伊織は頼通にいった。

「――近いうちに先輩を呼んでまたご馳ち走そうしてやりたいんだけど、いいかな？」

「別にかまわんぜ？　綺き麗れいなお嬢じようさんは大歓迎だからな」

　にっと唇くちびるを吊つり上あげ、頼通はウインクした。

　その時、書斎のドアが音高く開け放たれ、ソーダバーをかじりながらルテティアとクリスが現れた。

「話は聞かせてもらったわよ、イオリ！」

「聞いたよ、イオリ！」

　青白いアイスを片手につかつかと伊織に歩み寄ったルテティアは、含みのある笑みを浮かべて少年の胸をつついた。

「……当然その食事会にはサツキも呼ぶのよね、イオリ？」

「なぜあいつまで呼ぶ必要がある？」

「だぁって、トキワを呼ぶのにサツキを呼ばないなんてフェアじゃないじゃない。……それともアナタ、やっぱりトキワのほうが好きなわけぇ？」

「おっ？　そうなのか、伊織？」

「……小学生のガキか、あんたらは？」

　ルテティアだけならともかく、頼通までそんなことをいい始めたのにうんざりして、伊織はがっくりと肩を落とした。

　そんな伊織に、口の周りをアイスでべとべとにしたクリスが無む邪じや気きにしがみつき、

「イオリ！　サツキも呼んであげようよ！」

「……おまえは何をたくらんでいる？」

「クリス、何もたくらんでないよ！　だって、サツキが持ってきてくれたスイカ、おいしかったもん！　今度はケーキ持ってきてくれるってゆってたし！　サツキってちょういい人だよ！」

「簡単に買収されやがって――」

　明らかにお土産みやげ目当てのクリスにさらにうんざりさせられた伊織は、それ以上何をいい返す気力もなく、夏休みの宿題をするために二階の自室へ向かった。

　階段の踊り場のところで、さっきしまったばかりのケータイが震え始めた。液晶を確認すると、牧まき島しまさつきの名前が表示されている。

　以前なら三回に一回は忙しいふりをしてスルーしていたところだが、さつきもロードになった今、もし緊急事態だったらと思うとそんな薄情な真ま似ねもできない。

「――もしもし？」

「あ？　い、伊織くん？　わたしだけど――」

「判ってる。……傷のほうは大丈夫か？」

「う、うん……それはもう、ゆうべ家に帰る前にはふさがってたし――」

　途中で鐘が鳴ったため、昨夜の伊織たちと青騎士たちとの戦いは水入りとなったが、最後までさつきはろくに役に立たなかった。一、二体の青騎士たちにとどめを刺すくらいのことはしたものの、それも伊織のサポートがあったればこそだろう。口では「大丈夫大丈夫」とバカのように繰り返していたが、もし途中で薬くす子こが駆けつけてくれなければ、ふたりとも危なかったかもしれない。

「別に親とか妹とかにも怪しまれずにすんだし、それはいいんだけど……ただ、すごく疲れちゃって、さっきようやく目が醒さめたんだ」

「だろうな。戦いのあとはふつうはそうなる。――で、いったいきょうは何の用だ？」

「う、うん……ゆうべは、その……わ、わたし、自分でも何ていったらいいのか、ええと、よく、判らないんだけど――」

「…………」












　いつになくもじもじしている電話の向こうのさつきに、伊織は激しい怒りを感じずにはいられなかった。口先ばかりが先行するきのうのさつきもどうかと思うが、それでもこのうじうじしているふだんのさつきよりは、会話の速度で苛いらつかされずにすむぶん、まだましといえる。

　なるべくその苛立ちを声に出さないよう、胸の中で五秒数えてから、伊織はさつきの呟つぶやきにかぶせて聞き返した。

「何なんだ？　何がいいたい？」

「つ、つまりその――ゆっ、ゆうべのわたしは、ホントの自分じゃないっていうか――い、伊織くんには恥ずかしいところを見せちゃったけど、決してあれがわたしの素じゃないんだって、それをその、知ってほしかったなって……」

「それで電話してきたのか？」

「……うん」

　酒に酔っていた時の醜しゆう態たいは、人によっては都合よく覚えていないものだが、〝血〟に酔っていた時のことは、その効果が切れたあとでも明確に覚えている。たぶんさつきも、ひと晩たった今頃になって、ゆうべの自分の姿を客観的に思い出して恥じ入っているのだろう。

　伊織にも似た経験がないわけではないので、今のさつきの気持ちも忖そん度たくはできるが、だからといって、朝一番からうじうじした弁明口く調ちようの長電話を聞いてやるほど心は菩ぼ薩さつではない。

　ハンズフリーにしたケータイを胸のポケットに入れ、伊織は大きく深呼吸をして窓のほうを見やった。

　となりの家の屋根の上から、真夏の太陽のまばゆい光が射し込んでいる。何となくその陽ひ射ざしに向かって右手をかざした伊織は、透けた血管のせいで自分の手が真まっ赤かに染まっているように見えて、かすかな嫌けん悪お感かんに眉まゆをひそめた。







　あとがき




　デビュー前、ぼくは目め黒ぐろに住んでいたんですが、その頃はまったく目黒駅というところに行ったことがありませんでした。目黒駅に初めて行ったのは、デビュー後、吉きち祥じよう寺じのほうでひとり暮らしを始めてからのことです。

　で、その目黒駅の近くに、たびたび通っていたトラットリアというか、要するにイタリアンのお店があって、そこがとにかくおいしかったんです。

　マスカルポーネチーズにハチミツとコショウをかけたヤツを、クラッカーですくって食べるとおいしいというのは、そのお店で知りました。イタリアだかフランスには、マスカルポーネとイチジクとハチミツを使ったホットデザートがあるようですが、ぼくはこのお手軽なのが好きで、今でも安いマスカルポーネを売っているのを発見すると、発作的に買ってきては作って食べています。

　もう何年もあのお店には行っていないのですが、たぶん、今も繁はん盛じようしていることでしょう。




　東京でもぼちぼち桜が咲き始めるこの時期、みなさんいかがおすごしでしょうか？　嬉うれし野の秋あき彦ひこです。

　といいつつ、このあとがきページを書いているのは雪のちらつく二月中旬、すごく寒いです。今年の冬は東京でもたびたび雪が降りましたけど、桜はちゃんと例年通りの時期に咲くんでしょうか？　毎年井いの頭かしら公園に桜を見にいっているぼくとしては非常に気になります。

　という時事の話題はさておくとして、今回お届けしましたのは、『彼かの女じよは戦争妖精ウオーライク』第五巻です。間に短編集の発売が入ったので、本編としては去年の夏以来ということになります（まあ、短編集も尺しやくが短いだけで内容的には本編あつかいですが）。

　読んでいただければお判わかりかと思いますが、今回、かな～り大きくストーリーが転がり始めます。短編以外ではほとんど出番のなかった若い叔お父じさんのミッチーが帰国してますが、そんなものはオマケです（断言）。

　特に新キャラのイソウドが重要なんですが……まあ何と申しますか、この役回りにこういう少女キャラを当てるというのは、ややチャレンジというか――ぼく自身、また幼女やっちゃったかよ、みたいな思いがあります。

　そもそもこのシリーズを立ち上げる際に、登場するウォーライクはみんな小さな女の子にしようかという案があったんです。でも、実際にはやらなかった。それをやらずに今みたいな形にしたのは、小さな女の子だけという縛しばりを入れると、絶対に途中でネタが尽きる、みんな似たような女の子ばっかりになって書くのがしんどくなる、というのをぼく自身が予見したからです。

　だから、小さな女の子はクリスとリリオだけにして、あとはエルクがニセ幼女、まーちゃんとルゥは高校生くらい、オルトニートは少年、ゲストはまあいろいろと――という具合になりました。今ではそれでよかったんだと思っています。

　何しろ敵方のウォーライクは、ラストでは伊い織おりたちにざっくりやられるのがほぼ決まっているわけで、主人公たちが毎回幼女を斬きってオシマイというのでは、イラストをつけるつけないは別にしても、どう考えてもよろしくない。そこを逆手に取って、「この物語はそんな過か酷こくな戦いの連続なのだ」と主張することもできないわけじゃないですが、そんなのはほかにいくらでもやりようがあるわけですしね。

　しかし、そういうことを考えて、なるべく敵サイドにちっちゃな女の子を置くまい置くまいとしてきたにもかかわらず――こんな重要な局面でやらかしてしまったというのが、我ながら堪こらえ性しようがないなと思います。プロット立てる時にちょろっと考えちゃったんですよね、そろそろまた美少女を出さなきゃいかん！　て。

　で、今回はさつきがああいうことになっているので、年ねん齢れい的てきにかぶるのは避けようという配慮からこうなってしまったわけです（逆に年とし嵩かさのキャラは、ラ・ベルとバッティングするので最初から可能性ゼロ）。

　そんな経緯をへて登場したおひいさまは、パトリックみたいにあっさり退場ということはないのでどうかご安心を。




　さて、ころっと話題は変わりますが、このへんで告知めいたお話をひとつ。

　ファミ通文庫の公式サイト「FB online」に、この本の発売のちょい前くらいから、また短編の連れん載さいを開始しました。タイトルは『Leborレボル・ Fragarachフラガラツハ　復ふく讐しゆう者しやの書（仮）』。今回の主役は、今よりもちょこっと若い大学時代の薬くす子こ先生とミッチーおじさん、それにヒネた一〇歳児の伊織（！）です。

　非常にタイムリーというか、第五巻でひさびさに大きな動きを見せる薬子先生の過去とか、エルクドゥーンとの出会いとか、これまで意味ありげに暗示されるだけだった部分がこの短編でちょっとは明らかになります。たぶん。

　たぶん、というのは、まあぶっちゃけていうと、今も絶賛執筆中だからです。タイトルなんか今決めました。担当のミスターＮも、このあとがきページの原稿を読んで初めて知るくらいです。

　まあ、最終的にタイトルがどうなるかはともかく、連載の件は確定なので、サイトを閲えつ覧らんできる環境のある方は、お時間のある時にでもちょろっと覗のぞいてやってください。おそらく今回のエピソードが収録される短編集は、そうそうすぐには出ないと思いますので。




　それではいつものように、関係者のみなさまがたへのお礼の言葉を。

　トップはイラスト担当、フルーツパンチ嬢じよう。カバーのド真ん中にいる謎なぞ生物は、今年の干え支とにちなんだ白虎なのかどうなのか、という議論を担当氏との間で三〇秒ほど交わしましたが、何はともあれ今回もありがとうございました。ウェブ連載のイラストも含めて、今後ともよろしくお願いいたします。

　そしてお次は編集担当ミスターＮ。以前、「次回はもう少し前倒しで……」なんて書いてたくせに、短編の原稿が遅れてすいません。今年もいろいろと忙しくなるとは思いますが、またがんばっていきましょう！　……あ、まず原稿ですね。判ってます判ってます、すいません。

　そしてそして読者のみなみなさま、毎度ご愛読ありがとうございます。このシリーズももうすぐ丸二年、ここまで続いているのもみなさんのご愛あい顧こあってのことですよ、ええホント。




　さてさてさて、ついさっき短編の話をした直後にこのようなことを述べるのもアレですが、次回は第六巻ではなくふたたび短編集をお送りすることになると思います。去年の夏に公式サイトで連載していたにもかかわらず、尺の問題で『小しよう詩し篇へん①』に収録できなかった、ルテティアとミッチーおじさんの出会いを描いた『Leborレボル・ Gruagachグルアガツハ　うるわしき乙女おとめの書』に、書き下ろしの短編をプラスしてのご提供。

　この新作書き下ろしがいまだに影も形もない、それ以前にプロットすらできていないというのが非常に恐怖ではありますが、まあ、何とかなるんじゃないかと……ええ、がんばります。

　ホントにどうにかなっていれば、まだギリギリ春といっていい時期に、あとがきページでまたお会いしましょう。

　それじゃ！





嬉野秋彦
























著者

嬉野秋彦

Akihiko Ureshino




４月19日生まれ。この本が書店に並ぶのは『北斗無双』の発売直後。しかし残念ながら、このゲームではオリジナルの世紀末覇者をエディットして遊ぶことはできない。その代わりといっては何だが、『世界樹の迷宮Ⅲ』で遊ぶことにする。もちろんプリンセスの名前はイソウドで。

http://www.ureshino.cn/







イラスト

フルーツパンチ

Fruitpunch




１月14日生まれ。奈良県の何所かの山に寄生するロングスリーパー。寝てるか窓にへのへのもへじを描くか姉がプレイするゲームを見てるかチョコ食べてるかの今日この頃。「こんにちは」と「こんばんは」の境界に迷い続けるなう。







電子版　ファミ通文庫

彼かの女じよは戦争妖精ウオーライク(5)




著者／嬉うれし野の秋あき彦ひこ

イラスト／フルーツパンチ




2014年3月14日電子版ver.1.0発行


発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　伸童舎




(c)2010 Akihiko Ureshino

本電子書籍はファミ通文庫『彼女は戦争妖精(5)』（2010年12月8日発行　第2刷）を元にして制作しております。




本書に関するお問い合わせ先

エンターブレイン　カスタマーサポート

電話　0570-060-555

（受付時間　土日祝祭日を除く12：00～17：00）











item/image/kuchie-004.jpg
= R =
U6 oé&ﬁ%&ﬁ«ﬂ&ﬁh\/ﬁ\
N D 2 S KRN D LK KT U]

e

-h %

7\

e VT
OEENMMIELED EL
HMoCLbb]

1 V 4 N






item/image/kuchie-005.jpg





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
BOEORES
EELE g

rrock

\

L\ .

7

v
Tm ar

‘ChBETH,
)

RS FUEE

D ¥





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg
JP=ENE

HHRE

kihiko [ reshino_ Y
.y

==
=
=

f





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p213.jpg





item/image/p013.jpg





item/image/p057.jpg





item/image/p179.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序　章　不法侵入



		第一章　真夏に黒ゴス



		第二章　エリジウム≒パラディースス



		第三章　午前二時の詩人



		第四章　ひと夏の経験は少女を変える



		第五章　シェイプシフト



		第六章　すべての魂のための鎮魂歌



		終　章　てのひらを太陽に



		あとがき



		おまけ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/warlikeomake.jpg





item/image/p229.jpg





item/image/p261.jpg





item/image/p101.jpg





item/image/p083.jpg





item/image/p281.jpg





item/image/p273.jpg





item/image/tobira05.jpg
A B ITIEH TH | oih A B A K

D RIARMEIL RN 072759 0

MDITAX ME, — W HE5H355<,

O EAGHRD ZZE TR TR

BELRLAT D HoTHTH

:C“%;?‘SOTJ EBURDPSHT IR VHGZIESL T 2L %, ZABAK

Tholzo

DAL TR THRIZ 2 00/ LIFLIE B2 iR s &

27200 HEDIHED I b D% RO I BITEL T 72DhbL

e,

= B ORI

B Eo%, —Tifk, Q\ﬁ%?&kzé

HAARBAHEDIUL, F IR LD — /Nl

ZRBHL,






item/image/tobira06.jpg
B E"Z 1M DI THE T DI E DSV, I

AL T o

L LENEZ H DR TIE AR NOWES MR O— 8377

AN ARSI, KM

RN CBN BB I VLY D

RSy (QRV

N é(lié:‘ﬁ’.l‘@ﬁ*o

HIVEYDHGEISR T DN,

~
~

SLDD

N2 00RO L RN

SHAGDRATHHILE HAH

R

AT






item/image/tobira03.jpg
FUANLI 2 LGN %% 223 hiE—
PR ¥ R NOBLUISERA~E MR ARSI FREA DO HIT I

Bntkesha,

ZLTHaIENE—

ZOELLTHLV—RRINAZSNBIIEH R TIEAL hevo

THIRTETRDIFETRRSD WA DU FEL 72D BIT/N SN

Lo TIDINIEET LD,

LIRS iR NI 2 SV EE i S Mt = o7 1 Byl

HBD

] X)——ZZIZANZ VB DA

A T
5 H

TV L=IRTT A — KA






item/image/tobira04.jpg
BEDHIFHDID A OO 25T 5o

TIHE DT DB E Rt 2’24’3”24&0)&%&‘ MPELNIHL

PALH ABT LRSI, BB LK ISH O R —0o

PISIFED SO RE T+ —F4 7 LL EICHIMEAEICITE R

I TR DR

WHARILTE ISR STET, ZLTEIN KD,

T HIENTE Do,

ZHEB L5 AR ATHH TEL VRO TH o7,






item/image/tobira07.jpg
SEATEDHDIE G ETETTEESTH DD

MOVHENZDOMFECIEH DOIIE I D) DA

I BEDBIAELCLE IR R OD b BT S
.
SRR ] N SSUFINE N °
LT BB OADBLITR B LA CEHA SIS SO MESSL

ELTEZTOITIRV VO,

WHIENT G RZOET S THROFET IR DD T2b ST AR

Fr T N TOBDIEDHD
ST A

ZLTRDFEMS FIF B e ETITh Vi n) Tz DS,






item/image/tobira08.jpg
RNDZZNZUZ T L ZED— ST AP 255 722 Dl

Z AR TOB IS, A5 DY 25, A S DILAT§ X

THGoTLEID TR RV ——Z AL SIS L ORMICHZ S,

BRI DI IR L L7382 A HIC 2 20 ¢

- AL AN DR OMLTIE R L i H B S 7 2 AR T

SNTVDHIED HEIZHI > TV Do LA L DRI AL 72 e

DI DPEEHDRIL TODDBFE 2 Fi 75572,

ZOPLIEDN D DR A Z 72 AT DD 2O T AL HHkIE

OZENITEN TV,

35:
/\

T@Ub%’ﬁiﬁ%






item/image/kugiri.jpg





item/image/tobira01.jpg
WA IR AEDDOER) ENBZO M DL—VTH b,

RS AR THRL R —

ZIHLIeb D% L7 WD T 7o b DYk R B R IEERLHICL

T&7

=
MERA
WOHSNZI LI H 72 L OBER DA A B AR BB,
1272 0TI Ko TV DN 7257213 T DIZ, 5 Tld g7
BV X &2 O TIEWDRATHO VW E S TW IR T 420

A TR B nE STV A,

ZOZALHEEMBDHRIENZD 9 ZHBRE TSR\,

37275, = I D TR RIRDHT D72,






item/image/tobira02.jpg
WK BBDERH) ENBZD MR DIV—IVTH b,
ISR D R THhil ez
ZHLIDE LS WO E 72 DY AR R IEE I
T&7 E
s / ~ 2%
VAR :I X

WOHGHEI LI 72 B OREN DI A 275 RIS 7500

7272, 2 LI FUT R 2 B A AN T2 D IF—E o F Ik b 7o

"

7R I3 p Ao b fHEA S D57,

ZNEMIEL B TOARVEL IR S,

A ELD o THDEZAH ZOHEE NSO IFH .






item/image/p004.jpg
iori miyamoto
TURENIVD $EDE", T
DEWITEERENTTE
ICEW EHBOLTW ST
FRPOREBIT &I
STCL&of,

ABEE

tokiwa ooji
YUF—XD"HDE" Fil
MNESZHAFEADKHET
"EFEFENZETIOR
F.

PHET

kusuko hayase
ZHAFRED XM T,
IIVIRy—2 D "BHDE",
FRDRDEZAF.MRD
®®,

JYREAN
christabel
CERICRRDRDFREL
feo4—217,
EBITHEMDT DK
ERFAABEN V1
T7heHEELVRIE

% (/p@)y

/

{/rb
Jyx-23

lilione

‘BOBIA -4 DD
L, YT TY T METIEY
L AT LT, TUREMSD
=1nN

INVIEs =2
elkdune
HHEHILe\VAZET B,
DPEDVF—F1Y,
7a—-Ry—Flieyz(7
75 %,

B R

ChH RTRIHTI [

BEa&o &

satsuki makishima
REDIZAAA M THIC
BUOEFHES Q355 DR,
WFDEHH NS,

Vr747

lutetia

POV -FEEL T
MREBLIEVA—5 1T,

TP AT IATY

TIBIVARIGEDL,






item/image/p005.jpg
EEE:

u% %!! 7 3 }\ ,f F
baron la belle kenji yura malahide
ERGREFRBICR BTELLAE IZNARDBOE,  ABCYTATY Tk
OB E A, gnzELELME. S ANLOBICEY K T2UF—517,
BIREELBELBIC  VaveF—veEln> HRBOBEES FHIC RBOLEREOLSIC
"HOX'OFICRNS, EBHEEEDONTNS. BLLEE, DR,

r ) v

Mf
ek

A\\\

Ny ’
NN N=Y L5V A 7b71x°)-*]‘—' AN bFZ=F
patrick hearn igraine vvy—-0vH ortnid
FEEIUREAVE BBET/NMUvI%  graham arthur sharreck L T7LHDNBUF
KICPOTERE  FAHSIELIAVE  Kryvsicsgbhk —I17
WIEBNAILAVE  HLBEROIIRE  BlLim e W  KEVEAZRZ—KY
sEfEERD. Riezepdote. DhlcgEBE(CLE —FRYTATVTH
38, I%,

ﬂbbx"lf:vﬁi(:%’éth{')ljh”w‘
0 ge o0y 2L s 2% T
poLRy T2 F o s Tl
L ¢ 9% 5 & 5 F h g8 g A~ 2L
Boo FRE L EA . T FE oy R
ngoro T oo u SR E g
¢ F T oM oA S & U 4 o &
By g @ % F e d % 228 0 0
Br gy Ry 55 2g o0 ® c0g
VU T T SR B B |
LA RPA T AP S A T S
A TR B A
1 & 3505 %% FFa35 a0
Soa ,f«jﬁ






item/image/p003.jpg
H—=

FRHI ZHRHOFA

EUTE
CLEORBRIVLEEZD
Hh#E

CONTENTS





